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総務委員会会議録 

 

令和６年３月１８日 月曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ４時４９分閉議（実時間３１８分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１号・令和５年度八代市一般会計補

正予算・第１２号（関係分） 

１．議案第４号・令和６年度八代市一般会計予

算（関係分） 

１．議案第４４号・令和６年度八代市一般会計

補正予算・第１号（関係分） 

１．議案第８号・令和６年度八代市ケーブルテ

レビ事業特別会計予算 

１．議案第１５号・専決処分の報告及びその承

認について（令和５年度八代市一般会計補

正予算・第１０号（関係分）） 

１．議案第１６号・専決処分の報告及びその承

認について（令和５年度八代市一般会計補

正予算・第１１号（関係分）） 

１．議案第１７号・専決処分の報告及びその承

認について（八代市名誉市民の推挙につい

て） 

１．議案第２１号・八代市会計年度任用職員の

給与等に関する条例の一部改正について 

１．議案第２３号・八代市長等の給与に関する

条例の一部改正について 

１．議案第２４号・組織機構改革に伴う関係条

例の整理に関する条例の制定について 

１．議案第２５号・八代市水道事業の設置等に

関する条例等の一部改正について 

１．議案第２６号・八代市有線テレビジョン放

送施設等条例の一部改正について 

１．議案第２７号・八代市東陽町河俣集会所条

例の廃止について 

１．議案第２８号・八代市振興センター条例の

一部改正について 

１．議案第２９号・八代市報酬及び費用弁償条

例の一部改正について 

１．議案第４５号・八代市消防団員等公務災害

補償条例の一部改正について 

１．所管事務調査 

 ・行財政の運営に関する諸問題の調査 

 ・総合計画の策定推進等に関する諸問題の

調査 

 （第３次八代市男女共同参画計画について） 

 （八代市金剛コミュニティセンター建替基本

計画について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  中 村 和 美 君 

副委員長  谷 川   登 君 

委  員  太 田 広 則 君 

委  員  髙 山 正 夫 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  百 田   隆 君 

委  員  山 本 敬 晃 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 財務部長       谷 脇 信 博 君 

  財務部次長     岩 瀬 隆 敏 君 

  財産経営課長    塩 塚 将 朗 君 

  理事兼財政課長   中 村 光 宏 君 

  財政課長補佐    米 村 寛 樹 君 

 市長公室長      沖 田 良 三 君 

  市長公室次長    鋤 田 敦 信 君 

  人事課長      松 本 康 祐 君 

  国際課長      秋 田 大 助 君 

  秘書広報課長    浅 川 公 利 君 

 総務企画部長     濱 田 浩 介 君 
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  総務企画部危機管理監 豊 田 正 樹 君 

  理事兼企画政策課長 田 島 功一郎 君 

  理事兼危機管理課長 増 田 智 郁 君 

  デジタル推進課長  田 中 博 之 君 

  文書統計課長    福 田 裕 之 君 

  東陽支所地域振興課長 大 谷 栄 樹 君 

  泉支所地域振興課長 岩 田   剛 君 

 建設部 

  建設部総括審議員兼次長 宮 端 晋 也 君 

 議会事務局長     宮 川 武 晴 君 

  議会事務局次長   土 田 英 雄 君 

 市民環境部長     嶋 田 和 博 君 

  市民課長      山 内 真奈美 君 
 
  市民活動政策課長 
            長 舩 征 洋 君 
  （消費生活センター所長兼務） 
 
 
  人権政策課長 
            坂 井 健 治 君 
  （人権啓発センター所長兼務） 
 

  人権政策課長補佐  松 岡 長 武 君 

 会計管理者兼会計課長 丸 山 尊 司 君 

                              

○記録担当書記     松 﨑 広 平 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（中村和美君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

それでは、定刻となり、定足数に達しましたの

で、ただいまから総務委員会を開会いたしま

す。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

 なお、令和２年７月豪雨並びに企業誘致用地

及び新八代駅周辺整備に関連する予算、事件、

条例案等につきましては、特別委員会に付託と

なりますので、御承知おき願います。 

                              

◎議案第１号・令和５年度八代市一般会計補正

予算・第１２号（関係分） 

○委員長（中村和美君） それでは、最初に予

算議案の審査に入ります。 

 まず、議案第１号・令和５年度八代市一般会

計補正予算・第１２号中、当委員会関係分を議

題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳入等及び歳出の第２款・総務

費、第１１款・公債費、第１２款・諸支出金に

ついて、財務部から説明願います。 

○財務部長（谷脇信博君） 皆様、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり） 

 議案第１号・令和５年度八代市一般会計補正

予算・第１２号の関係分につきまして、財務部

次長の岩瀬のほうより説明いたさせます。よろ

しくお願いいたします。 

○財務部次長（岩瀬隆敏君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）財務部の岩瀬でございます。よろしくお願

いいたします。失礼しまして、着座にて説明い

たします。 

 それでは、お手元のタブレットにて、議案第

１号・令和５年度八代市一般会計補正予算・第

１２号をお願いいたします。 

 総務委員会付託分について説明いたします。 

 １ページをお願いします。 

 まず、第１条、歳入歳出予算の総額でござい

ますが、歳入歳出それぞれ２０億５５００万円

を追加し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ６

９９億９１８０万円としております。 

 また、第２条で繰越明許費の補正を、第３条

で債務負担行為の補正を、第４条で地方債の補

正をそれぞれお願いしておりますが、内容につ

きましては４ページから７ページにかけて記載

した表で説明いたします。 

 それでは、４ページをお願いします。 

 まず、第２表、繰越明許費補正でございます

が、本年度内の完了が見込めない事業について

繰越明許費の設定を行っております。 

 １、追加としまして、上段の款２・総務費で
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すが、項３・戸籍住民基本台帳費の戸籍住民基

本台帳事務事業８２５万円は、戸籍法及び住民

基本台帳法の一部改正に伴い、住民基本台帳の

システム改修経費を追加するものの、国からの

仕様の提示の遅れのため、次の款３・民生費、

項１・社会福祉費のうち、介護基盤緊急整備特

別対策事業３８２万円は、地域の介護拠点とな

る植柳地区の介護老人保健施設１施設が実施す

る施設整備に対する県の補助内示の遅れのた

め、その下、電力・ガス・食料品等価格高騰重

点支援給付金給付事業（重点交付金）１億６８

０３万円は、給付金の追加支給における申請締

切りを本年３月末としているため、次の款４・

衛生費、項１・保健衛生費の新型コロナウイル

スワクチン接種事業１７２９万９０００円は、

特例臨時接種が本年３月末に終了し、その費用

は接種後支払うため、次の款５・農林水産業

費、項１・農業費のうち、強い農業づくり支援

事業８２２８万５０００円は、地域農業におい

て中心的な役割を果たしている郡築の１法人に

よる集出荷貯蔵施設の整備事業に対する県の交

付決定が本年２月だったため、その下、地籍調

査事業１億６０８３万６０００円は、国の１次

補正予算に伴い、令和６年度実施予定を一部前

倒して行うため、次の款６、項１・商工費の広

域交流センターさかもと館（道の駅）整備事業

（豪雨災害）３２６万７０００円は、道の駅坂

本の再整備に必要な再整備配置等基本計画にお

いて、国の治水対策事業の変更があったことか

ら、当該基本計画も見直しが必要となったた

め、次の款７・土木費のうち、項２・道路橋梁

費の橋梁長寿命化修繕事業５４０８万４０００

円は、国の追加内示により年度内工期が確保で

きないため、その下、項３・河川費の土砂災害

危険住宅移転促進事業３００万円は、今年度内

の移転完了が困難となる対象者が１件あるた

め、５ページにかけまして、上段の表、項５・

都市計画費のうち、市内一円都市下水路整備事

業１３６８万３０００円は、入札不調により、

年度内工期が確保できないため、次の公園施設

長寿命化対策支援事業７４０万円は、国の補正

予算に伴い、一部前倒しで実施するため、次

の、項６・住宅費の公営住宅ストック総合改善

事業７３３２万３０００円は、流藻川団地給水

設備の改修において、配管図面が残っておら

ず、不測の日数を要したため、その下、款８、

項１・消防費の避難所等設備整備事業３０３０

万円は、非常用電源切替基盤工事において、専

用ケーブルの調達の遅れにより、年度内の工事

完了が困難となったため、それぞれ繰り越すも

のでございます。 

 次に、下段の表、２、変更ですが、上から款

７・土木費としまして、項２・道路橋梁費のう

ち、道路維持事業では、補正前の４３８８万３

０００円に２３６５万６０００円を追加し、補

正後の金額を６７５３万９０００円としており

ます。国の追加内示により、年度内の完了が困

難となったため、追加するものでございます。 

 次の市内一円道路改良事業では、補正前の２

億４２８万２０００円に１８４４万円を追加

し、２億２２７２万２０００円としておりま

す。農作物収穫時期との調整により、迂回路を

変更する必要から、年度内の完了が困難となっ

たため、追加するものでございます。 

 次の項５・都市計画費の西片西宮線道路整備

事業では、１８１５万８０００円に６３２０万

円を追加し、８１３５万８０００円としており

ます。国の補正予算に伴い、一部前倒しで実施

するため、追加するものでございます。 

 次の項６・住宅費の災害公営住宅整備事業

（豪雨災害）では、１０１６万５０００円に６

３８４万６０００円を追加し、７４０１万１０

００円としております。造成工事における国・

県との協議による施工順序の変更等に伴い、追

加するものでございます。 

 一番下の、款１０・災害復旧費、項２・公共
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土木施設災害復旧費の道路橋梁施設災害復旧事

業では、２億５７６６万７０００円に６６６４

万６０００円を追加し、３億２４３１万３００

０円としております。市道八八重～四方田線の

地滑り調査が８月の台風による道路陥没で遅れ

たため、追加するものでございます。 

 ６ページをお願いします。 

 第３表、債務負担行為補正でございますが、

１、廃止としまして、電気自動車急速充電器リ

ース経費は、本庁舎敷地内に急速充電器の設置

を予定しておりましたが、年度内の補助事業の

採択が見込めなくなり、事業手法の再検討を行

うため、一旦、債務負担行為を廃止するもので

ございます。 

 ７ページをお願いします。 

 第４表、地方債補正でございますが、上段の

表、１、追加の災害時拠点強靱化緊急促進事業

は、限度額を７０万円としております。 

 次に、下段の表、２、変更の、上から、土地

改良事業は、補正前の限度額８９３０万円に２

７１０万円を追加し、補正後の限度額を１億１

６４０万円、次の河川海岸整備事業では、２９

３０万円に７００万円を追加し、３６３０万

円、次の港湾整備事業は、１億８８００万円に

３８６０万円を追加し、２億２６６０万円、次

の街路整備事業は、１億４１００万円に３１６

０万円を追加し、１億７２６０万円、次の公園

整備事業は、４４１０万円に３７０万円を追加

し、４７８０万円、最後の災害復旧事業は、７

億２９４０万円に１５３０万円を追加し、７億

４４７０万円としております。 

 なお、詳しい内容は、後ほど、歳入、款２

２・市債で説明をいたします。 

 続きまして、歳入の内容を説明します。 

 １１ページをお願いします。 

 上段の表、款１１、項１、目１、節１・地方

交付税では、４億２１１２万４０００円追加し

ておりまして、今回の補正予算の一般財源でご

ざいます。 

 次に、下段の表、款１５・国庫支出金、項

１・国庫負担金、目２・民生費国庫負担金は２

億５２１５万５０００円を追加しております。

このうち、節１・社会福祉費負担金の４２８９

万７０００円としまして、内訳は、説明欄の上

から、障害者自立支援給付費負担金１７０２万

６０００円、更生医療費負担金１９２６万７０

００円、障がい児通所支援事業負担金６６０万

４０００円で、いずれもサービス受給者の増加

や医療給付費の高騰などにより、不足する給付

費を補う国の負担金で、交付率は２分の１でご

ざいます。 

 次の節２・児童福祉費負担金の子どものため

の教育・保育給付交付金１億２２４４万７００

０円は、私立保育所や認定こども園等におい

て、国の公定価格改正の告示や入園児の増加な

どによる給付費の不足を補う国の交付金で、交

付率は２分の１でございます。 

 次の節３・生活保護費負担金の８６８１万１

０００円は、高齢者世帯及び単身世帯の増加

や、生活費、住宅費、１人当たり医療費単価の

増加などによる不足額を補う国の負担金で、交

付率は４分の３でございます。 

 １番下の、目５・災害復旧費国庫負担金、節

１・公共土木施設災害復旧費負担金３０６８万

２０００円を追加しております。 

 これは、令和５年台風６号により被災した市

道五家荘～椎葉線の災害復旧に要する経費の一

部を負担する国の負担金で、交付率は１０分の

６.６７でございます。 

 １２ページをお願いいたします。 

 上段の表、項２・国庫補助金、目１・総務費

国庫補助金、節１・総務管理費補助金で、社会

保障・税番号制度システム整備費補助金８２５

万円を追加しております。 

 これは、先ほど、繰越明許費でも申しました

ように、住民票等にふりがなを記載するため
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の、住民基本台帳のシステム改修にかかる経費

全額を補助する国の補助金でございます。 

 次の目４・土木費国庫補助金、節３・都市計

画費補助金では、３５３０万円を追加しており

ます。 

 このうち、説明欄の公園施設長寿命化対策支

援事業交付金３７０万円及び西片西宮線道路整

備事業交付金３１６０万円は、国の１次補正予

算に伴い、令和６年度予定を一部前倒しで実施

するために要する経費の一部を負担する国の交

付金で、交付率はそれぞれ２分の１でございま

す。 

 次に、下段の表、款１６・県支出金、項１・

県負担金、目１・民生費県負担金は、７３３１

万５０００円を追加しております。 

 このうち、節１・社会福祉費負担金は２１４

４万８０００円でございますが、内訳は、説明

欄の上から、障害者自立支援給付費負担金８５

１万３０００円、更生医療費負担金９６３万３

０００円、障がい児通所支援事業負担金３３０

万２０００円で、いずれも、先ほど国庫負担金

で申しました事業に係る不足する給付費を補う

県の負担金で、交付率は４分の１でございま

す。 

 次の節２・児童福祉費負担金で、子どものた

めの教育・保育給付費負担金５１８６万７００

０円についても、先ほど国庫負担金で申しまし

た私立保育所や認定こども園等の給付費の不足

を補う県の負担金で、交付率は４分の１でござ

います。 

 １３ページをお願いします。 

 上段の表、項２・県補助金、目１・総務費県

補助金、節１・総務管理費補助金は、１億６８

１１万９０００円を追加しております。 

 内訳として、説明欄１つ目の熊本地震復興基

金交付金１億４９３６万２０００円は、県から

基金交付金として一括交付されたものでござい

ます。 

 説明欄２つ目の、熊本県生活交通維持・活性

化総合交付金１８７５万７０００円は、本市の

地方バス路線維持事業に係る経費の一部を補助

する県の定額交付金でございます。 

 次の目２・民生費県補助金は、５３８万３０

００円を追加しております。このうち、節１・

社会福祉費補助金の介護基盤緊急整備特別対策

事業補助金３８２万円は、先ほど繰越明許費で

も申しました、植柳地区の老人介護保健施設１

施設が実施する家族面会施設の整備に要する経

費を補助する県の補助金でございます。 

 次の節２・児童福祉費補助金の地方単独費用

補助金１５６万３０００円は、先ほどの児童福

祉費負担金にあわせて、認定こども園において

給付金の不足分の一部を補助する県の補助金

で、交付率は２分の１でございます。 

 次の目４・農林水産業費県補助金、節１・農

業費補助金は２億３９９万６０００円を追加し

ております。内訳として、説明欄１つ目、強い

農業づくり総合支援交付金８２２８万５０００

円は、先ほど繰越明許費でも申しました、郡築

の１法人による集出荷貯蔵施設の整備に要する

対象経費を補助する県の交付金でございます。 

 次の説明欄２つ目、水利施設管理強化事業補

助金７９万４０００円は、土地改良区が管理す

る農業水利施設における、令和４年度から５年

度の電気料高騰分の７０％を補助する経費に係

る県の補助金で、さらに一つ飛んだ説明覧最後

の、農業水利施設電気料金高騰対策事業補助金

２９万円は、同様に、令和３年度から４年度の

電気料高騰分の５０％を補助する経費分でござ

います。 

 一つ戻って、説明欄３つ目、地籍調査事業補

助金１億２０６２万７０００円は、国の１次補

正予算に伴い、令和６年度予定を一部前倒しで

実施するために要する経費の一部を負担する県

の補助金で、交付率は４分の３でございます。 

 次に、下段の表、款１８、項１・寄附金、目
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１・総務費寄附金、節１・総務管理費寄附金の

ふるさと元気づくり応援寄附金１億５０００万

円及び次の目２・民生費寄附金、節１・社会福

祉費寄附金の地域福祉基金寄附金４２７万円

は、いずれも当初の予定を上回る寄附採納が見

込まれるため、追加して補正するものでござい

ます。 

 １４ページをお願いいたします。 

 上段の表、款１９・繰入金、項１・基金繰入

金、目７、節１・ふるさと八代元気づくり応援

基金繰入金は、９１６４万２０００円を追加し

ておりまして、こども医療費助成事業の財源で

ございます。 

 次に、中段の表、款２０、項１、目１、節

１・繰越金は、４億３２００万円を追加してお

りまして、今回の補正予算の一般財源でござい

ます。 

 その下、下段の表、款２１・諸収入、項３・

貸付金元利収入、目１・総務費貸付金元利収

入、節１・総務管理費貸付金元利収入は、地域

総合整備資金貸付金の元金収入５４７６万４０

００円を追加しております。 

 これは、この資金を貸し付けた１事業者から

残高を繰上償還する申出があったことから、追

加するものでございます。 

 １５ページをお願いいたします。 

 款２２、項１・市債でございます。 

 説明欄の上から、目３・衛生債、節２・保健

衛生債の災害時拠点強靱化緊急促進事業負担金

７０万円は、熊本労災病院が行う、この事業に

係る熊本県及び八代医療圏域の負担分のうち、

本市の負担分経費の一部に充てるもので、充当

率９０％の公共事業等債でございます。 

 次の目４・農林水産業債、節１・農業債３４

１０万円のうち、説明欄の、県営経営体育成基

盤整備事業負担金３１０万円、県営排水対策特

別事業負担金２４００万円及び県営海岸保全事

業負担金７００万円は、いずれも国の１次補正

予算に伴い、令和６年度予定の県営土地改良事

業を一部前倒して実施するための負担金の一部

に充てるもので、充当率１００％の公共事業等

債でございます。 

 次の目６・土木債７３９０万円のうち、節

３・港湾債の八代港県営事業負担金３８６０万

円は、国の１次補正予算に伴い、令和６年度予

定の港湾整備事業に追加となる負担金の一部に

充てるもので、充当率１００％の公共事業等債

でございます。 

 次の節４・都市計画債の３５３０万円の西片

西宮線道路整備事業３１６０万円及び公園施設

長寿命化対策支援事業３７０万円につきまして

も、国の１次補正予算に伴い、令和６年度予定

の事業を一部前倒して行う経費に充てるもの

で、充当率１００％の防災・減災・国土強靱化

緊急対策事業債でございます。 

 最後の目９・災害復旧債、節２・公共土木施

設災害復旧債の道路橋梁施設災害復旧事業１５

３０万円は、先ほど国庫支出金で申しました令

和５年台風６号により被災した市道五家荘～椎

葉線の災害復旧に要する経費に充てるもので、

充当率１００％の補助災害復旧事業債でござい

ます。 

 以上が歳入の説明でございます。 

 引き続き、歳出の説明をいたします。 

 １６ページをお願いします。 

 上段の表、款２・総務費、項１・総務管理

費、目１・一般管理費では、２億７７４５万７

０００円を追加しております。 

 このうち、説明欄１つ目の、職員給与経費

（退職手当）７７４５万７０００円は、退職者

が見込みより増加したことによるものでござい

ます。 

 説明欄２つ目の、ふるさと納税事業２億円

は、先ほど歳入の寄附金で申しました、ふるさ

と元気づくり応援寄附金が、当初予定を上回る

見込みであるため、寄附金に関連して発生する
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返礼品代の不足額を追加するものでございま

す。 

 次の目７・交通防犯対策費は、生活交通確保

維持事業２億５２５３万４０００円を追加して

おります。先ほど歳入の県補助金で申しまし

た、地方バス路線維持費補助金として、バス事

業者の欠損額について、産交バスなど１８系統

分の路線維持のため補助するもの及び八代市乗

合タクシー運行事業補助金として、路線変更や

運行を見直したことにより、不足する運行経費

を補助するものでございます。 

 次の目１１・諸費では、２億１９９０万４０

００円を追加しております。このうち、説明欄

１つ目の、国県支出金等返還金事業２億９０万

４０００円は、過年度の国県支出金の精算に伴

う超過交付分の返還金として、また、説明欄２

つ目の、市税還付金事業１９００万円は、過年

度の法人市民税等に高額の還付金が生じたこと

で、還付金の不足が見込まれるため、それぞれ

追加するものでございます。 

 次に、下段の表、項３、目１・戸籍住民基本

台帳費は、先ほど繰越明許費及び国庫補助金で

も申しましたように、戸籍法及び住民基本台帳

法の一部改正に伴い、住民票等にふりがなを記

載するための住民基本台帳システム改修経費と

して、節１２・委託料８２５万円を追加するも

のでございます。 

 次は、少し飛びまして、２１ページをお願い

します。 

 中段の表になります、款１１、項１・公債費

で、目１・元金は、４１０７万４０００円を追

加しております。これは、先ほど諸収入で申し

ました、地域総合整備資金貸付金を貸し付けた

１事業者の早期返済に伴い、繰上償還するもの

でございます。 

 次に、下段の表、款１２・諸支出金、項１・

基金費、目３・減債基金費は、１億５１７６万

２０００円を追加しております。これは、国の

補正予算において、普通地方交付税に臨時財政

対策債償還基金費が創設されたことから、令和

６年度及び７年度において、臨時財政対策債の

償還費とするため、積み立てるものでございま

す。 

 次の目４・ふるさと八代元気づくり応援基金

費は、５０００万円を減額しております。これ

は、ふるさと納税返礼品の予約発送や定期発送

など、年度をまたぐ発送の影響などから、返礼

品代が見込みを上回ったため、予算の組替えを

行うものでございます。 

 最後に、目６・平成２８年熊本地震復興基金

費は１億４９３６万２０００円を追加しており

ます。これは、先ほど県補助金で申しました、

熊本地震からの復旧・復興の総仕上げとして、

熊本県から一括交付されたもので、令和６年度

以降の復旧・復興の財源とするため、基金に積

み立てるものでございます。以上で説明を終わ

ります。御審議のほど、よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 歳出の件で何点かござ

います。 

 すいません、職員給与で退職手当の不足額補

正というのありましたけど、何名分なのかとい

うのが一つあります。 

 ２点目なんですが、生活交通確保維持事業と

いうことで、何社かにですね、赤字補填のやつ

が多分あったかと思いますけれども、ここ数年

の推移というか、それをちょっと教えていただ

ければというふうに思います。 

 あと、乗合タクシーのやつなんですけど、運

行経費がちょっと増加したっていう話なんです

けど、その増加した内容をですね、教えてくだ

さい。 

 あと、電気自動車の急速充電器のリースのや
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つがなくなりましたよというのがあったんです

けれども、補助事業採択困難となったというそ

の理由と今後の予定をちょっと教えていただけ

ればと思います。 

 以上、お願いします。 

○人事課長（松本康祐君） 皆さん、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり） 

 委員御質問の１点目ですね、退職手当の人数

に関してですけれども、もともと年度途中の自

己退職者とかですね、早期退職募集に手を挙げ

る職員がいるために、当初から足りない部分を

補正するという仕組みになっております。 

 今回は、６０歳での退職が今回６１歳に延び

たことによって若干少ない見積りだったんです

けども、当初より６０歳での退職が１人プラス

と、早期退職は何人手を挙げるかちょっと分か

らないものですから、ゼロだったのを今回３名

分と、自己退職、自己都合は――結婚とか、ほ

かの職場への転職とか、いろいろあるんです

が、そこでの当初見積りは１人分という形だっ

たのが結果９名ということで、合計１２名分の

追加分の補正という形になります。 

 以上です。 

○理事兼企画政策課長（田島功一郎君） 企画

政策課、田島です。よろしくお願いします。 

 先ほどの生活交通確保維持事業、こちらのバ

スのほうの対象の会社でございますが、こちら

は、産交バスさんと麻生バス――麻生交通です

ね、こちらのバスは２社でございます。ちなみ

に、タクシー会社は８社ございます。 

 それと、近年の補助金額の推移でございます

けれども、令和元年度、こちらが２億６０３７

万９０００円、それと令和２年度が２億６３９

７万、続きまして令和３年度が２億９１４９万

８０００円、令和４年度が３億１５２１万８０

００円、それと令和５年度が３億２２９１万５

０００円ということで、やはり年々上がってき

ております。燃油だったりとか、経費分です

ね、人件費等も影響をいたしておりまして、年

々増加しているような状況でございます。 

 それと、乗合タクシーの増加の件でございま

すけれども、こちらにつきましては、本年度で

すね、１０月から、坂本をバスが走っておりま

したけれども、バスを乗合タクシーに換えた

と、変更したということで、その乗合タクシー

の分が増加しているというような状況でござい

ます。 

 以上でございます。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）財産経営課の塩塚でございます。 

 委員御質問の急速充電器の廃止の理由と今後

につきましてでございますが、急速充電器のま

ず廃止の理由でございますが、補助申請の際に

ですね、採択が困難ということになりましたも

のですから、今回、見送ることになったんでご

ざいますが、今回はですね、設置費の一部にで

すね、補助金を活用する予定でございました。

補助金の採択がなければですね、全て一般財源

で賄う必要がございましたものですから、見送

ったものでございます。 

 それから、今後のことについてでございます

が、本年の１月にですね、ＤＭＭ.ｃｏｍさん

と充電インフラに関する連携協定を締結させて

いただいておりますものですから、そちらので

すね、民間資金の活用も検討いたしているとこ

ろでございまして、現在、協議がまだ始まった

ばかりではございますが、本市のですね、設置

費の負担がない方向での設置を検討していると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、今の件で

もう１回。 

 電気自動車のやつですけど、すいません、ち

ょっと聞き逃したんですけど、事業者さんなん



 

－9－

かを言われたと思ったんですけど、どこか、も

う１回。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） 失礼します。

ＤＭＭ.ｃｏｍというところでございます。

（委員野﨑伸也君「ＤＭＭ.ｃｏｍですね」と

呼ぶ）本年１月にですね、連携協定を締結させ

ていただいてます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） ちょっと同じところっ

ちゅうか、採択が何で駄目になったのか、その

理由を教えてくださいという話だったんですけ

ど、内容が多分なかったかなという。何かの理

由があって八代市さん駄目ですよという話なん

だろうと思うんですけど。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） 失礼します。 

 本年ですね、予算を認めていただきました後

に、補助申請のですね、時期のタイミングを見

計らっていたところでございますが、９月ぐら

いにですね、補助申請をする予定であったんで

すけれども、既にですね、７月に補助の受付第

１期目の受付期限を迎えていたというところ

で、次の第２期、第３期というふうにですね、

補助申請の時期を見計らっていたところではご

ざいますが、本庁舎分がですね、それ以降は対

象にならないということが判明したというとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。

それはあんまり聞かんほうがよかったかなとい

うふうに思ったんですけれども、ただ、言われ

たように、ＤＭＭ.ｃｏｍさんとのですね、そ

っちのほうがあったんで、ある意味よかったの

かなというふうに思います。 

 すいません、ちょっと答弁あったところで、

歳入のところでですね、さっきの地方バス路線

維持事業の補助金ということで、県の補助金の

ほうが歳入で１８７５万７０００円というのが

あったんですけれども、これはどういった推移

になっていますか。変わっていますか。 

 私、前もですね、総務委員会におったとき

に、県のほうにやはり補助金をね、地方自治体

というのは非常に大変なんで、ここへ出してく

ださいというようなことを要望してくださいよ

というふうに言っていたんですけど、それはど

うなっています。 

○理事兼企画政策課長（田島功一郎君） すい

ません、補助金の推移でございますが、ちょっ

と手持ちには持ってきておりませんが、年々、

そちらのほうもですね、減ってきているという

ような状況でございまして、以前も、国・県の

ほうにですね、そういった要望とかですね、そ

ういったものをしていくべきじゃないかという

ようなお話も受けております。 

 なかなか、国の対象になる路線とか、これは

市町村をまたがにゃいかんとか、そういったも

のがございますので、なかなか市内の循環バス

とか、そういったものに対しては、なかなか

国・県の対象にならないっちゅうことで、補助

額のほうはですね、歳入としてはちょっと少な

いというような状況になっておるところでござ

います。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。ありが

とうございます。 

○委員（太田広則君） 先ほどの野﨑委員と全

く私も同じような質問をしたくてですね、あれ

してるんですが、先ほどの県の補助金、これは

２億５２５３万４０００円の歳出の中で県の補

助金が１８７５万７０００円。それで、先ほど

野﨑委員が言われるとおりだと思うんですが、

定額って書いてあるんですね。この定額の根拠

は何なんですかね。 

○理事兼企画政策課長（田島功一郎君） 国の

ほうから県のほうに対しまして、路線に対する

国の国庫の調整額ということで、県のほうに配

分がされます。そのうちの、それぞれの市町村

ごとに路線ごとに割り振って、県のほうから来
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るということで、一応定額という形になってお

るところでございます。 

○委員（太田広則君） これがもう何年も続い

ていますか。 

○理事兼企画政策課長（田島功一郎君） 先ほ

ど、ちょっと資料がないということで申し上げ

ましたが、一応、令和元年度からですね、国・

県のそれぞれの補助金額ございますので、そち

らのほうをお伝えいたします。 

 まず、国のほうですけれども、令和元年度が

１１２４万７０００円、令和２年度が１００３

万５０００円、令和３年度が７８３万６０００

円、令和４年度が８５３万９０００円、令和５

年度が９０５万４０００円。 

 続きまして、県の補助金でございますが、こ

ちらが、令和元年度が１９２５万７０００円、

それと令和２年度が１８６２万９０００円、そ

れと令和３年度が２１９５万９０００円、それ

と令和４年度が１８９１万３０００円、それと

令和５年度が１８７５万７０００円というよう

な推移になっているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（太田広則君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかはありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（太田広則君） すいません、先ほどの

１点だけ。２億５０００万の歳出ですね。平成

２１年頃から、八代市は循環バスをですね、導

入して、それから乗合タクシー等を今やってい

るんですけども、当時、私が質問したときが２

億円近い予算だったもんですから、２億円もで

すね、しかも、ある民間企業に補助金を出して

るということで質問をして。その当時からし

て、２億円。それからすると、今、２億５００

０万。逆に言うと、よく乗合タクシー等も含め

てですね、数年たっていますけども、逆に５０

００万ぐらいで抑えているなあという気持ちは

持っているんですけども、ただただ、やはり人

口減少の中で利用者が少なくなっているという

中でですね、やはり、先ほどの国の補助金とか

県の補助金が少ないなあと思っています。 

 ですから私自身も、国政政党としてしっかり

この辺を言っていきたいなと思っております

が、この予算の中でですね、しっかりやはり利

用者の増をですね、頑張っていただきたいなと

いうふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかはありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 太田委員が言われまし

たけれども、非常にどんどんどんどん赤字が増

えてきているというのはあるんですけれども、

多分、この間にコロナの関係で、業者さんにも

国からですね、県からということで、多分、補

助金が出てると思うとですよね、いろんな。燃

料とかですね、そういうのも多分出ているんだ

ろうと思うんですけれども、それがあってもこ

れというのは、やはり太田委員も言われたよう

に、やっぱり乗る人が少なくなっているという

のもあるんだろうし、そういったところも含め

て、八代市からですね、事業者さんに対して何

か言うっていうのもあんまり、業務改善とかを

お願いしますというのも、一自治体がですね、

言うのもちょっとおかしいかなというふうに思

うんで、やはり国のほうですね、県のほうに対

して、何回もですね、地方のですね、現状をや

っぱり理解していただいてですね、補助金を出

していただかんと、自治体自体がですね、ちょ

っと大変な状況になってきていると思います。

ぜひですね、県・国に対してですね、要望等を

ですね、ぜひしっかりやっていただきたいなと
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いうふうに思います。できればですね、バスの

在り方というのもですね、どうにかやっぱ考え

ていかんばいかんとかなというふうに思うんで

すけど、まずはそこですね。国・県のほうに要

望等をよろしくお願いしたいというふうに思い

ます。 

 あともう１点、先ほどの電気自動車の関係で

すね。国のほうもですね、電気自動車の普及と

いうのを進めたいんだろうというふうに思いま

すので、八代市もちょっと使い勝手がいいよう

にですね、早くできるように取組のほうをよろ

しくお願いしたいというふうに思います。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１号・令和５年度八代市一般会計補正

予算・第１２号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第４号・令和６年度八代市一般会計予算

（関係分） 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第４号・

令和６年度八代市一般会計予算中、当委員会関

係分を議題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳入等について、財務部から説明

願います。 

○財務部長（谷脇信博君） 引き続き、よろし

くお願いいたします。 

 議案第４号・令和６年度八代市一般会計予算

の関係分、歳入につきまして、岩瀬財務部次長

より説明いたさせますので、よろしくお願いい

たします。 

○財務部次長（岩瀬隆敏君） 財務部、岩瀬で

ございます。再びよろしくお願いいたします。

失礼しまして、着座にて説明いたします。 

 それでは、お手元のタブレットにて、議案第

４号・令和６年度八代市一般会計予算をお願い

いたします。 

 総務委員会付託分のうち、まず、歳入等につ

いて説明いたします。説明に当たっては、新規

の案件や予算額の大きいものを中心に説明いた

します。 

 １ページをお願いします。 

 まず、第１条、歳入歳出予算の総額でござい

ますが、歳入歳出それぞれ６６７億１６３０万

円としております。 

 また、第２条で債務負担行為を、第３条で地

方債をお願いしておりますが、内容につきまし

ては、７ページ以降で説明いたします。 

 次に、第４条の一時借入金でございますが、

本市の歳計現金に不足が生じた場合、その支払

いの資金を補うため、一時的に金融機関から借

入れを行う際の限度額を８５億円と定めており

ます。 

 次に、第５条、歳出予算の流用でございます

が、各項の経費の金額を流用することができる

場合を定めております。 

 それでは、７ページをお願いします。 

 第２表、債務負担行為でございます。 

 まず最初の、市公式ホームページシステム保

守料は、期間を令和７年度から令和１０年度ま

で、限度額を４５４万１０００円としておりま

す。これは、本市の新たな公式ホームページに

係るシステム保守料でございます。 

 次の公用車管理システム使用料は、期間を令

和６年度から令和１１年度まで、限度額を２１

０４万１０００円としております。これは公用

車管理の効率化のため、集中管理を行うシステ
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ムの導入に必要な経費の限度額でございます。 

 次の新八代駅周辺大規模集客施設等整備基本

計画策定業務委託は、期間を令和７年度、限度

額を５０８１万４０００円としております。こ

れは、大規模集客施設を中心とした新八代駅周

辺整備に係る基本計画の策定を委託するもので

ございます。 

 次の内部情報システム使用料は、期間を令和

７年度から令和１１年度まで、限度額を８９９

７万７０００円としております。これは、財務

会計や人事給与、グループウェアなど、内部情

報システムの使用料でございます。 

 次のＩＴ資産管理ツール賃借料及びその次の

地方公共団体情報システム運用経費（令和６年

度運用開始分）は、期間を令和７年度から令和

１１年度まで、限度額を２２７３万２０００円

及び１億９１１４万７０００円としておりま

す。これは、全国的に実施される自治体情報シ

ステムの標準化・共通化に伴う印刷ログ管理の

導入経費やガバメントクラウド運用管理補助委

託料及びシステム使用料でございます。 

 次の坂本支所等建設工事は、期間を令和７年

度、限度額を９億２８８０万円としておりま

す。これは、令和２年７月豪雨で被災した坂本

支所、坂本コミュニティセンター等を建設する

ものでございます。 

 飛びまして、下から２つ目の、市民課窓口業

務委託は、期間を令和７年度から令和９年度ま

で、限度額を２億３６４２万２０００円として

おります。これは、市民課の窓口業務の一部を

民間委託するものでございます。 

 次の障害者相談支援事業委託は、期間を令和

６年度から令和８年度まで、限度額を４６５７

万２０００円としております。これは、各種障

害者サービスを受けるための相談員派遣に係る

業務委託でございます。 

 ８ページをお願いします。 

 １つ目の、衛生処理センター解体工事及び次

の衛生処理センター解体監理業務委託は、期間

を令和７年度、限度額を４億５００万円及び１

７５０万円としております。これは、衛生処理

センターの解体に係る経費でございます。 

 次の令和６年度土地改良融資事業に対する元

利補給金は、期間を令和７年度から令和２１年

度、限度額を７０２０万６０００円としており

ます。これは、岡町谷川のかんがい排水路改修

工事など５件の非補助土地改良事業における地

元分担金支払いのため、地元が借り入れた日本

政策金融公庫への償還補助を行うものでござい

ます。 

 次の企業振興促進条例補助金（令和６年度）

は、期間を令和７年度から令和１０年度まで、

限度額を１億６４１１万円としております。こ

れは、企業振興促進条例に基づく適用を受けた

５社の工事等建設補助金及び用地取得等補助金

に係る経費でございます。 

 次の都市計画マスタープラン改定業務委託

は、期間を令和７年度、限度額を９２０万円と

しております。これは、本市の将来ビジョンや

土地利用方針を示した都市計画マスタープラン

の改定を委託するものでございます。 

 次の災害公営住宅建設工事及び次の災害公営

住宅建設監理業務委託は、期間を令和７年度、

限度額を２億７３３０万円及び２７７万２００

０円としております。これは坂本町の松崎地区

に災害公営住宅を整備するものでございます。 

 ２つ飛びまして、博物館大規模改修工事及び

最後の博物館大規模改修工事監理業務委託は、

期間を令和７年度、限度額を６億９０００万円

及び１０９９万円としております。これは、博

物館の大規模改修に係るものでございます。 

 ９ページをお願いします。 

 第３表、地方債でございますが、それぞれ、

起債の目的、限度額、起債の方法などを定めて

いるところでございます。詳細につきまして

は、４９ページから５１ページの款２２・市債
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で説明いたします。 

 続いて、１４ページをお願いいたします。 

 歳入でございます。 

 款１・市税から款１２・交通安全対策特別交

付金については、令和５年度決算見込みや国の

地方財政計画などを参考に見込んだところでご

ざいます。 

 それでは、まず、上段の表、款１・市税でご

ざいます。項１・市民税、目１・個人で５０億

５５００万円、目２・法人で１０億６００万円

を計上しております。前年度と比較して、個人

で８１００万円、法人で４００万円の増加を見

込んだところでございます。全体としては、景

気が回復基調にあることや、人件費の上昇など

を踏まえ、計上したところでございます。 

 次に、下段の表、項２、目１・固定資産税は

８６億８４００万円を計上しております。３年

ごとの評価替えにより家屋が減少するものの、

償却資産の増加により、前年度と比較して、６

３９３万７０００円の増加を見込んだところで

ございます。 

 １５ページをお願いします。 

 上段の表、項３・軽自動車税では、目１・環

境性能割は２０００万円、目２・種別割は４億

６５００万円を計上しております。令和５年度

決算見込みなどから、前年度と同額で見込んだ

ところでございます。 

 次に、中段の表、項４、目１・市たばこ税は

９億５４００万円で、地方財政計画などを参考

に、前年度比５４００万円増を見込んでおりま

す。 

 １６ページをお願いします。 

 款２・地方譲与税ですが、上段の表、項１、

目１・地方揮発油譲与税は１億２６００万円、

次の中段の表、項２、目１・自動車重量譲与税

は４億円、その下、下段の表、項３、目１・森

林環境譲与税は１億３０００万円で、いずれ

も、地方財政計画などから前年度比増で見込ん

だところでございます。 

 １７ページをお願いします。 

 上段の表、項４、目１・特別とん譲与税２５

００万円から、１８ページにかけまして、上段

の表、款５、項１、目１・株式等譲渡所得割交

付金４２００万円につきましても、地方財政計

画などから見込んだところでございます。 

 次に、中段の表、款６、項１、目１・法人事

業税交付金は２億３４００万円、その下、下段

の表、款７、項１、目１・地方消費税交付金は

３１億５４００万円、１９ページにわたりまし

て、下段の表、款１０、項１・地方特例交付

金、目１・減収補てん特例交付金は１億５００

万円で、いずれも前年度の決算見込みなどから

見込んだところでございます。 

 ２０ページをお願いします。 

 上段の表、項２、目１・新型コロナウイルス

感染症対策地方税減収補てん特別交付金は１５

００万円で、新型コロナウイルス感染症の影響

を受けながらも、新規に設備投資を行う中小事

業者等に対する固定資産税の軽減額を補塡する

交付金でございます。 

 次に、中段の表、款１１、項１、目１・地方

交付税は１６１億９７００万円でございます。

これは、普通交付税における合併特例債や災害

復旧事業債、償還額等の算入に基づく基準財政

需要額の増及び特別交付税における令和２年７

月豪雨災害に係る連年災の措置分の終了による

減を反映させつつ、地方財政計画の伸び率を参

考に、（仮称）新南部学校給食センター整備な

ど、今後予定される補正予算の財源分を見込み

ながら、前年度比３.７％、５億７７００万円

の増としております。 

 ２１ページをお願いします。 

 上段の表、款１３・分担金及び負担金、項

１・分担金、目１・農林水産業費分担金は６０

００万円でございます。これは、岡町谷川のか

んがい排水路など５か所の農道改良工事及び非
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補助排水路等改修事業分担金で、前年度と同額

でございます。 

 次に、下段の表、項２・負担金のうち、２つ

目、目２・民生費負担金は５８８８万３０００

円を計上しております。昨年９月からの全ての

子供の保育料無償化により、前年度比８７０８

万円の減を見込んでおります。 

 なお、主なものは、節１・社会福祉費負担金

５５４４万１０００円のうち、説明欄１つ目、

老人福祉施設入所者負担金４７１０万９０００

円でございます。 

 ２２ページをお願いします。 

 上段の表、目３・衛生費負担金は１億４７９

０万２０００円を計上しております。環境セン

ター運営費等における新たな氷川町の負担金な

どにより、前年度比１億４２５４万４０００円

の増としております。その主なものは、節２・

生活環境費負担金１億３８４２万１０００円

で、説明欄の環境センター管理運営費負担金

（氷川町分）６９０２万６０００円及び環境セ

ンター特別負担金（氷川町分）６９３９万５０

００円を見込んでおります。 

 次に、少し飛びまして、下段の表、款１４・

使用料及び手数料でございます。項１・使用

料、目１・総務使用料は４０７７万４０００円

を計上しております。説明欄１つ目、新八代駅

東口駐車場使用料１６０６万円、３つ目、庁舎

使用料１０１５万１０００円や、２３ページに

続きまして、説明欄１つ目、コミュニティセン

ター使用料１３５７万７０００円が主なもので

ございます。 

 １つ飛びまして、目３・衛生使用料の２７２

０万９０００円は、節１・保健衛生使用料２１

０４万円のうち、説明欄１つ目、斎場使用料８

３５万２０００円や、３つ目、千丁健康温泉セ

ンター使用料（温泉入館料）１２６８万４００

０円が主なものでございます。 

 少し飛びまして、２４ページをお願いしま

す。 

 中段の目６・土木使用料は２億４１３３万６

０００円を計上しております。このうち主なも

のは、節１・道路橋梁使用料４９７０万２００

０円のうち、電柱等の道路占用料４６８０万１

０００円や節４・住宅使用料１億８８１５万９

０００円のうち、３１団地分の公営住宅使用料

１億８５８３万３０００円でございます。 

 １つ飛んで、目８・教育使用料は２７１８万

９０００円を計上しております。このうち主な

ものは、２５ページに続きまして、節３・社会

教育施設使用料１１８６万６０００円のうち、

説明欄１つ目の公民館使用料３５８万６０００

円、その次の鏡文化センター施設使用料３６０

万円や、節４・社会体育施設使用料１０３９万

５０００円のうち、説明欄最後の夜間照明使用

料４８８万６０００円などでございます。 

 ２６ページをお願いします。 

 項２・手数料、目１・総務手数料６２５１万

９０００円を計上しております。節３・戸籍住

民基本台帳手数料４９２０万４０００円が主な

ものでございます。 

 次の目２・衛生手数料は３億５２９３万５０

００円を計上しております。主なものは、節

２・生活環境手数料３億４９５３万円のうち、

説明欄１つ目、搬入ごみ処理手数料１億３３９

４万４０００円や説明欄最後の有料指定袋（ご

み）処理手数料２億１２４６万５０００円など

でございます。 

 飛びまして、２７ページをお願いします。 

 下段の表、款１５・国庫支出金でございま

す。 

 項１・国庫負担金、目１・民生費国庫負担金

は８５億４００５万６０００円を計上しており

ます。医療扶助等の生活保護費の増加などによ

り、前年度比１億７５２６万４０００円の増と

しております。このうち主なものは、節１・社

会福祉費負担金２３億５９５万２０００円のう
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ち、説明欄１つ目、国民健康保険基盤安定保険

者支援分負担金１億７１１４万２０００円、４

つ目、障害者自立支援給付費負担金１５億３３

７２万９０００円、その２つ下、更生医療費負

担金１億１６４７万７０００円、さらにその２

つ下、障がい児通所支援事業負担金３億１１２

５万２０００円、また、２８ページに続きまし

て、上段の表、節２・児童福祉費負担金３９億

３２４１万６０００円のうち、説明欄１つ目、

子どものための教育・保育給付交付金２４億８

８６３万６０００円やその下の児童手当交付金

１２億３１７万５０００円、さらに２つ下の児

童扶養手当給付費負担金２億２１９１万３００

０円、また、次の節３・生活保護費負担金２３

億１６８万８０００円などでございます。 

 １つ飛んで、目３・災害復旧費国庫負担金１

億４４７０万円は、令和２年７月豪雨により被

災した市道枳ノ俣線ほか、道路橋梁施設の災害

復旧に要する経費の一部を負担する国の負担金

でございます。復旧工事の進捗等により、前年

度比４億２５９２万９０００円の減を見込んで

おります。 

 次に、下段の表、項２・国庫補助金、目１・

総務費国庫補助金は１億７１６８万６０００円

を計上しております。主なものは、説明欄１つ

目のマイナンバーカード交付事務費補助金４６

７１万３０００円、２９ページに続きまして、

説明欄２つ目のデジタル田園都市国家構想交付

金（地方創生推進）４７８０万８０００円など

でございます。 

 次の、目２・民生費国庫補助金は４億５４４

７万９０００円を計上しております。私立保育

所１施設において、令和５年度から実施してい

る老朽施設整備などで、前年度比１億４０５３

万６０００円の増としております。このうち主

なものは、節１・社会福祉費補助金８３５３万

６０００円のうち、説明欄１つ目、地域生活支

援事業補助金５２１７万７０００円、節２・児

童福祉費補助金３億６５１２万３０００円のう

ち、説明欄３つ目、子ども・子育て支援交付金

１億８５０４万円、その２つ下、出産・子育て

応援交付金４８３５万３０００円、その下の保

育所等整備交付金１億１３１４万２０００円な

どでございます。 

 次の目３・衛生費国庫補助金は１億６３１９

万３０００円を計上しております。前年度比１

億２５４１万７０００円の増としております

が、節２・生活環境費補助金１億５８１０万２

０００円のうち、説明欄の衛生処理センター解

体事業交付金１億３８７０万円が主なものでご

ざいます。 

 次に、目４・土木費国庫補助金は６億４３４

５万７０００円を計上しております。坂本町の

災害公営住宅建築県補助金などにより、前年度

比１億３７８０万５０００円の増を見込んでお

りますが、このうち主なものは、節１・道路橋

梁費補助金３億５８９１万５０００円のうち、

説明欄１つ目、道路維持事業交付金１億７７５

万円や、２つ目、市内一円道路改良事業交付金

１億４７４０万円、３０ページにかけまして、

節４・住宅費補助金１億８４６５万５０００円

のうち、説明欄下から２つ目の、災害公営住宅

建設費補助金１億１７７５万４０００円などで

ございます。 

 次に、目５・消防費国庫補助金は３１２５万

円を計上しております。これは、災害時用備蓄

資材整備のため、新開備蓄倉庫を整備する等に

より、前年度比２４６０万２０００円の増を見

込んでおります。 

 次に、目６・教育費国庫補助金は２億６１６

３万２０００円を計上しております。学校トイ

レの洋式化をさらに進めるため、小学校８校、

中学校２校の整備などにより、前年度比１億９

６２６万６０００円の増を見込んでおります

が、このうち主なものは、節２・小学校費補助

金１億８４７０万３０００円のうち、説明欄最
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後の、小学校施設トイレ改修事業補助金１億５

９８０万円及び節３・中学校費補助金６１５２

万９０００円のうち、３１ページ上段になりま

すが、説明欄３つ目、中学校施設トイレ改修事

業補助金４４３８万円などでございます。 

 次に、下段の表、項３・委託金の２つ目、目

２・民生費委託金、節１・社会福祉費委託金３

３６２万円は、説明欄１つ目の基礎年金等事務

費交付金３２４８万４０００円が主なものでご

ざいます。 

 飛びまして、３２ページをお願いします。 

 款１６・県支出金でございます。 

 項１・県負担金、目１・民生費県負担金は３

４億１６０８万２０００円を計上しておりま

す。このうち、主なものは、節１・社会福祉費

負担金２１億１１４８万円のうち、説明欄１つ

目、国民健康保険基盤安定保険税軽減分負担金

４億８１９２万円、５つ目、後期高齢者医療保

険基盤安定負担金５億７５２万６０００円な

ど、保険税の軽減等に関するものや、その下、

６つ目の、障害者自立支援給付費負担金７億６

６８６万４０００円、下から３つ目、障がい児

通所支援事業負担金１億５５６２万６０００

円、また、節２・児童福祉費負担金１２億９５

０４万４０００円のうち、説明欄１つ目、子ど

ものための教育・保育給付費負担金１０億２７

８７万６０００円、２つ目、児童手当交付金２

億５７８２万３０００円などでございます。 

 少し飛びまして、３３ページをお願いしま

す。 

 項２・県補助金、目１・総務費県補助金は３

億７０２３万円を計上しております。説明欄、

下から２つ目、豪雨被災者等支援交付金３億５

１９７万９０００円が主なもので、再建住宅の

整備などにより、前年度比２億７６２３万６０

００円の増を見込んでおります。 

 次に、目２・民生費県補助金は４億６８１７

万２０００円を計上しております。このうち主

なものは、節１・社会福祉費補助金１億３６０

０万５０００円のうち、説明欄３つ目、重度心

身障がい者医療費助成事業費補助金１億２２１

万６０００円、節２・児童福祉費補助金３億３

２０８万５０００円のうち、説明欄１つ目、放

課後児童健全育成事業等補助金１億１６２７万

９０００円などでございます。 

 ３４ページをお願いします。 

 目３・衛生費県補助金は４８９６万２０００

円を計上しております。前年度比３９０８万７

０００円の減を見込んでおりますが、節１・保

健衛生費補助金４２５７万８０００円のうち、

説明欄１つ目、子ども医療費助成事業費補助金

２９９４万３０００円などが主なものでござい

ます。 

 ３５ページをお願いします。 

 目４・農林水産業費県補助金は４億８７６６

万２０００円を計上しております。このうち主

なものは、節１・農業費補助金４億１５８８万

４０００円のうち、説明欄の中段、下から９つ

目、多面的機能支払交付金事業補助金２億７２

９万５０００円や節２・林業費補助金６６７９

万円のうち、３６ページにかけまして、説明欄

４つ目、鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業補

助金３０２６万７０００円などでございます。 

 次に、目５・土木費県補助金は２３５９万６

０００円を計上しております。主に、節１・河

川費補助金９００万円の土砂災害危険住宅移転

促進事業補助金の進捗等により、前年度より２

２８８万５０００円の減と見込んでおります。 

 次の目６・消防費県補助金１５７４万１００

０円を計上しております。主に、石油貯蔵施設

立地対策等交付金が要件を満たさず対象外とな

ったため、前年度より１４０１万８０００円の

減と見込んでおります。 

 飛びまして、１番下の目８・災害復旧費県補

助金、節１・農林水産業施設災害復旧費補助金

は、５億２４８１万７０００円を計上しており
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ます。令和２年７月豪雨や令和４年台風１４号

により被災した福根線など１４路線、３４か所

の林道施設の復旧に要する経費等に補助される

もので、前年度比１億６２００万４０００円の

増としております。 

 ３７ページをお願いします。 

 項３・委託金、目１・総務費委託金は２億３

１３万７０００円を計上しております。このう

ち主なものは、節２・徴税費委託金で、県民税

徴収事務委託金１億８５２０万円などでござい

ます。 

 飛びまして、３８ページをお願いします。 

 下段の表になります。款１７・財産収入でご

ざいます。項１・財産運用収入、目１・財産貸

付収入は２７０１万１０００円を計上しており

ます。説明欄１つ目、土地建物貸付収入１６４

４万３０００円が主なものでございます。 

 次の目２・利子及び配当金は２５０７万６０

００円を計上しております。３９ページにかけ

まして、各基金の利子でございます。 

 ４０ページをお願いします。 

 上段の表、項２・財産売払収入、目１・不動

産売払収入は３３６１万６０００円を計上して

おります。説明欄１つ目の八千把地区土地区画

整理事業保留地売払収入２５６１万４０００円

が主なものでございます。 

 次に、下段の表、款１８・寄附金でございま

す。 

 項１・寄附金、目１・総務費寄附金は、２２

億２４８６万２０００円を計上しております。

前年度比２億２４５万２０００円の増を見込ん

でおりますが、ふるさと元気づくり応援寄附金

２２億円が主なものでございます。 

 飛びまして、４１ページをお願いします。 

 下段の表、款１９・繰入金でございます。 

 項１・基金繰入金のうち、主なものとしまし

て、目１・財政調整基金繰入金６２５８万５０

００円は、災害公営住宅整備及び再建住宅の整

備に係る財源の一部とするもの、目２・減債基

金繰入金２億５７０２万８０００円は、環境セ

ンター建設及び新庁舎建設に伴う市債の元金償

還の財源の一部とするもの、少し飛んで、４２

ページにかけまして、中程の、目８・ふるさと

八代元気づくり応援基金繰入金８億５１６７万

２０００円は、こども医療費助成事業や出産祝

い金給付事業など４１事業の財源の一部とし

て、下から３つ目の、目１０・まちづくり交流

基金繰入金７６４５万９０００円は、九州国際

スリーデーマーチ事業や坂本ふるさとまつり事

業ほか旧市町村のイベントなど１３事業の財源

の一部として、少し飛んで、４３ページにかけ

まして、３項目めの目１５・新型コロナウイル

ス感染症対策基金繰入金１億６４７７万８００

０円は、中小事業者のコロナ関連融資資金に伴

う金融円滑化特別資金利子補給事業など４事業

の財源の一部として、下から２つ目の、目１

９・森林環境譲与税基金繰入金４２２９万円

は、再造林促進のための補助を行う森林整備事

業等の財源の一部として、それぞれ繰り入れる

ものでございます。 

 ４４ページをお願いします。 

 中段の表、款２０、項１、目１・繰越金でご

ざいます。令和５年度からの繰越金を前年度比

４０００万円増の１１億４０００万円としてお

ります。 

 次に、下段の表、款２１・諸収入、項１・延

滞金加算金及び過料、目１・延滞金は、前年度

の決算見込みなどから１５００万円を計上して

おります。 

 ４５ページをお願いします。 

 項３・貸付金元利収入でございます。このう

ち、目１・総務費貸付金元利収入３１９５万６

０００円は、地域総合整備財団の支援により、

市が民間事業者に無利子で貸し付けた地域総合

整備資金貸付金元金収入が主なものでございま

す。 
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 ２つ飛んで、目４・商工費貸付金元利収入５

億６５万円は、中小企業経営安定特別融資預託

金元金収入や八代市創業者支援融資預託金元金

収入など各種の預託金等の元金収入でございま

す。 

 ４６ページをお願いします。 

 項４・雑入でございます。目５・雑入は７億

７６１６万６０００円を計上しております。こ

のうち、節２・消防団員等公務災害補償等共済

基金収入の５２６０万円や、４７ページに続い

て、節８・雑入の６億７４８５万８０００円の

うち、説明欄１つ目、デジタル基盤改革支援補

助金３億２５１万１０００円の自治体システム

標準化に関するものなど、４８ページにかけ

て、その他雑入まででございます。 

 ４９ページをお願いします。 

 款２２、項１・市債でございます。まず、目

１・総務債、節１・総務管理債は５億５９００

万円で、このうち、説明欄１つ目、臨時財政対

策債１億９４０万円は、一般財源でございま

す。２つ目、コミュニティセンター施設整備事

業１０７０万円は、鏡コミュニティセンター外

壁及び屋上防水改修工事の実施設計業務委託に

必要な経費に充てるもので、充当率１００％の

過疎債、また、金剛コミュニティセンター建替

用地の不動産鑑定及び測量業務委託に必要な経

費に充てるもので、充当率１００％の緊急防

災・減災事業債でございます。３つ目、鏡支所

庁舎施設整備事業１億５６７０万円は、令和５

年度から実施している庁舎空調・照明改修及び

鏡保健センター移転に伴う改修工事に必要な経

費に充てるもので、充当率９５％の合併特例債

でございます。４つ目の、坂本支所等建設事業

８６２０万円は、支所等の建設に必要な経費に

充てるもので、充当率１００％の過疎債及び充

当率９５％の合併特例債でございます。５つ目

の、難視聴地域テレビ放送設備構築事業１億９

６００万円は、坂本・東陽・泉地域において、

ケーブルテレビから光ファイバー網を活用した

映像配信への更新に必要な経費に充てるもの

で、充当率１００％の過疎債でございます。 

 次に、目２・民生債は６９９０万円を見込ん

でおります。このうち、節１・社会福祉債の１

６２０万円は、説明欄１つ目の、五家荘デイサ

ービスセンター管理運営事業及び泉地域福祉セ

ンター管理運営事業に係る指定管理業務委託に

必要な経費に充てるもので、充当率１００％の

過疎債でございます。 

 次の節２・児童福祉債の５３７０万円は、先

ほど国庫補助金でも申しました、私立保育所１

施設の整備に必要な経費に充てるもので、充当

率９５％の合併特例債でございます。 

 次に、目３・衛生債は７億９６００万円を見

込んでおります。このうち、節１・保健衛生債

の２５８０万円としまして、説明欄の災害時拠

点強靱化緊急促進事業負担金１６７０万円は、

熊本労災病院が令和５年度から７年度まで行う

災害時拠点強靱化緊急促進事業に係る令和６年

度の本市負担分経費に充てるもので、充当率９

０％の公共事業等債でございます。 

 その下、保健センター管理運営事業９１０万

円は、保健センターの屋外防水工事に必要な経

費に充てるもので、充当率９５％の合併特例債

でございます。 

 次の節２・生活環境債７億７０２０万円とし

まして、説明欄の衛生処理センター解体事業１

億３１８０万円及びその下、清掃センター解体

事業６億３８４０万円は、それぞれ施設の解体

に必要な経費に充てるもので、いずれも充当率

９５％の合併特例債でございます。 

 次に、目４・農林水産業債は２億３５８０万

円を見込んでおります。このうち、主なもの

は、節１・農業債の１億８４６０万円としまし

て、説明欄２つ目、県営排水対策特別事業負担

金３４８０万円は、土地改良事業負担金の対象

経費に充てる充当率９０％の公共事業等債、４
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つ目の、市内一円道路整備事業４４３０万円

は、道路改良等の対象経費に充てる充当率９

０％の地方道路等整備事業債や充当率１００％

の過疎債、また、節２・林業債の５１２０万円

としまして、説明欄３つ目、道整備交付金事業

２８３０万円は、林道改良等の対象経費に充て

る充当率１００％の過疎債及び辺地債などでご

ざいます。 

 ５０ページをお願いします。 

 目５・商工債は１億５３７０万円で、このう

ち主なものは、節２・観光債の１億３９５０万

円として、説明欄１つ目、さかもと温泉センタ

ー「クレオン」管理運営事業３５９０万円は、

指定管理業務委託に必要な経費に充てるもの

で、充当率１００％の過疎債、説明欄中程の観

光漁業基地管理運営事業４２４０万円は、三ツ

島観光漁業基地桟橋等の改修工事の経費に充て

るもので、充当率９５％の合併特例債でござい

ます。 

 次に、目６・土木債は１６億１１５０万円

で、このうち主なものは、節１・道路橋梁債の

市内一円道路整備事業７億９４００万円で、道

路改良等の対象経費に充てる充当率９０％の地

方道路等整備事業債や充当率１００％の過疎債

ほか、それぞれの条件に応じた有利な起債、ま

た、節３・港湾債の２億１６００万円としまし

て、説明欄１つ目、八代港県営事業負担金１億

８０００万円は、対象負担金の経費に充てる充

当率９０％の公共事業等債、また、節４・都市

計画債の４億６５０万円としまして、説明欄１

つ目、南部幹線道路整備事業１億９４７０万円

は、県事業負担金の経費に充てる充当率９５％

の合併特例債、一番下の八千把地区土地区画整

理事業１億１１２０万円は、事業等の経費に充

てる充当率９０％の地方道路等整備事業債、５

１ページにかけまして、上から、節５・住宅債

の７８７０万円としまして、説明欄１つ目、公

営住宅整備事業４０９０万円は、流藻川団地給

水設備等改修工事など４団地の改修経費、その

下、災害公営住宅整備事業３７８０万円は、坂

本町松崎地区の公営住宅建設経費に充てる充当

率１００％の公営住宅建設事業債でございま

す。 

 次に、目７、節１・消防債は８億４４２０万

円で、このうち主なものとして、説明欄３つ

目、広域行政事務組合負担金４億６２２０万円

は、新開消防署庁舎建設にかかる負担金に充て

る充当率９５％の合併特例債、その下の避難所

等設備整備事業３億１８１０万円は、学校施設

体育館の空調設備設置工事などの経費に充てる

充当率１００％の緊急防災・減災事業債でござ

います。 

 次に、目８・教育債は１４億１５４０万円

で、このうち主なものは、節１・小学校債の５

億４２２０万円としまして、説明欄２つ目、小

学校施設トイレ改修事業４億５３３０万円及び

節２・中学校債の２億１０７０万円としまし

て、説明欄２つ目、中学校施設トイレ改修事業

１億７５７０万円は、いずれも、国庫補助金で

も申しました学校トイレの洋式化をさらに進め

るため、工事等の経費に充てる充当率１００％

の緊急防災・減災事業債及び充当率９５％の合

併特例債でございます。 

 また、節４・社会教育債の５億４０２０万円

としまして、説明欄１つ目、鏡文化センター施

設整備事業９３９０万円は、高圧受電設備の改

修工事に係る経費に充てる充当率１００％の過

疎債、説明欄２つ目、博物館施設整備事業４億

４１４０万円は、大規模改修工事に係る経費に

充てる充当率９５％の合併特例債でございま

す。 

 最後の、目９・災害復旧債は６億９６５０万

円で、このうち主なものとして、節２・公共土

木施設災害復旧債の道路橋梁施設災害復旧事業

６４１０万円は、令和２年７月豪雨及び令和４

年台風１４号による市道の災害復旧工事に係る
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経費に充てる充当率１００％及び９０％の補助

及び単独災害復旧事業債、また、節３・その他

公共・公用施設災害復旧債６億１４４０万円と

して、説明欄最後の、坂本支所等建設事業５億

２８７０万円は、坂本支所及びコミュニティセ

ンターなどの工事に係る経費に充てる充当率１

００％の単独災害復旧事業債などでございま

す。 

 以上が、歳入の説明でございます。御審議の

ほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すいません。４０ペー

ジ、款１７だったと思うんですけれども、財産

収入のところで３点。土地のほうですね。 

 １点目、八千把地区土地区画整理事業の保留

地売払収入、そして法定外公共物売払収入、そ

の他土地の売払収入というのがあるんですけれ

ども、場所とかをちょっと教えてほしいんです

けれども。法定外のほうは、何が売れたのかと

いうやつですね。 

○建設部総括審議員兼次長（宮端晋也君） 建

設部、宮端でございます。 

 ただいま御質問の、八千把地区土地区画整理

事業の場所でございますけども、すいません、

手元に資料がございませんので、ちょっとお時

間をいただければと思います。（委員野﨑伸也

君「面積とかも分かれば」と呼ぶ）場所と面積

ですね。（委員野﨑伸也君「後から聞きましょ

うか。また」と呼ぶ） 

○委員（野﨑伸也君） じゃあ、すいません、

同じページで寄附金のほうですね。款１８・寄

附金なんですが、総務費寄附金のところで、中

央競馬会とサテライトのほうで寄附金が上がっ

てますけど、そちらの推移というのが変動があ

っとりますかね。そこをちょっと確認したいと

いうのと、多分、地域にもお金が分配されてい

るんじゃないかなというふうに思いますけれど

も、まず入ってきたお金が、八代市に入って、

その分の分配はどのようにされているのかとい

う内容をちょっと教えてほしいんですけど。 

○理事兼企画政策課長（田島功一郎君） すい

ません、ちょっと資料を持ってきておりません

ので、調べさせてください。（委員野﨑伸也君

「じゃあ、また後ほど聞きます」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかにありません

か。 

○委員（太田広則君） 聞き損じとったらすい

ません。３４ページの県の補助金のところで、

前年度でちょっと減額が大きかったのがありま

したですね。衛生費のところが、結構これは前

年度からすると５０％近く半額になっているん

ですが、子ども医療費助成のところの２９９４

万３０００円の説明があったんですが、何か県

の補助金がこれだけ半額に減額されたというの

は、何か主な理由とかございますか。 

○理事兼財政課長（中村光宏君） 財政課の中

村でございます。 

 県支出金のですね、衛生費のほうの減額につ

きましてはですね、子ども医療費助成事業の助

成金のほうが、大体３９００万ほど減額になっ

ているのが主な要因ということになります。

（委員太田広則君「減額の理由は何ですか」と

呼ぶ）これにつきましては、実績から予算化を

しておりまして、それが減額の理由かなという

ふうに思っております。 

○委員（太田広則君） 実績といいますと、例

えば、こども医療費――八代の子供さんが医療

費を使ってないというふうな捉え方でよろしい

んですか。もうちょっと分かりやすく説明して

くれんかな。 

○理事兼財政課長（中村光宏君） すいませ

ん、ちょっと説明のほうが不足しておりました

けれども、医療費助成のほうにつきましてはで

すね、伸びてるような状況はありますけれど
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も、当初予算についてはですね、過去の実績等

を見て査定をしておりますので、減額になった

ということだと思っております。 

 以上です。 

○委員（太田広則君） 何かぴんとこんとです

けど。要は県の補助金が半額になったわけよ

ね。３９００万の減額になった。全部子ども医

療費助成がメインを占めているという中で、前

年度を例にされたというたらちょっと……。も

うちょっと何か納得いくような何かはないんか

な。県が半額にしたわけよね。もっと出してよ

って八代市は思いたいんじゃないとですか。違

うとですか。 

○財政課長補佐（米村寛樹君） 財政課課長補

佐、米村でございます。 

 こども医療費につきましては、令和５年度か

ら県のほうが補助金を拡充されたんですね。そ

れで、倍近くに令和５年度の予算はしたんです

けども、実際に県が拡充されたんですけれど

も、八代市に実績の対象となる方がちょっと少

なくて、本来の実績の額、令和５年の決算見込

みの額に戻したような額になっております。 

○委員（太田広則君） だから減額が大きく目

立っているということ。（財政課長補佐米村寛

樹君「はい」と呼ぶ）分かりました。 

○委員長（中村和美君） ほかにありません

か。 

○理事兼企画政策課長（田島功一郎君） 先ほ

ど御質問のあったＪＲＡと、あとサテライト、

こちらの補助金額の推移でございますけれど

も、まず、ＪＲＡのほうからですけれども、令

和２年度、こちらが１１９７万円、令和３年度

が１１７５万円、令和４年度１１８２万円、令

和５年度、こちらが１１２０万円という状況で

ございます。 

 それと、サテライトのほうですね。こちらが

令和２年度が１６６万５０００円、令和３年度

が５０９万３０００円、令和４年度が５５９万

円、令和５年度が５３４万２０００円という状

況でございます。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） 推移は分かりました。

地域への分配というのはどのような形になっと

っとでしょうか。 

○理事兼企画政策課長（田島功一郎君） 地域

への分配でございますけれども、ＪＲＡのほう

につきましては、日奈久地区ですね、こちらの

地域要望ですとか、そういったところから要望

が出てきている分を、土木課のほうとですね、

こちらのほうと協議をした中で、優先順位と

か、地域要望のですね、中から選んだところ

で、配分を日奈久地域のところで行っていると

いうことでございます。 

 それと、サテライトのほうにつきましては、

松高校区ですね、こちらのほうの事業に使って

いるというような状況でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 具体的なやつが知りた

かったんですよ。例えば、日奈久地区であれ

ば、毎年幾らずつ日奈久地区にやっているのか

という話です。松高もですね、お金が入ってい

るうちの幾らがそこに入っているのかというの

を知りたいんです。 

○理事兼企画政策課長（田島功一郎君） 校区

で言いますと、ＪＲＡにつきましては全て日奈

久地区、サテライトにつきましても松高地区、

そこの事業に使用しているという状況でござい

ます。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、多分、全

額行ってないでしょう、入ってきたお金が。全

額行ってますか。地域に対してお金をやる分

と、八代市で、さっき言いなったように、道路

だったりとかそういうとこに使うやつというこ

とで分けられていると思うんですよ。例えば、

ＪＲＡが１０００万ぐらいあるんですけど、そ

れは全部、地域にお金を渡しているわけじゃな
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いでしょう。それは説明できないですか。 

○理事兼企画政策課長（田島功一郎君） 地域

というのは、直接地域に行ってるかということ

ですか。（委員野﨑伸也君「そうです、そうで

す。協議会とかに」と呼ぶ）全て、市の事業で

実施する分について、その分を行っているとい

うことです。 

○委員（野﨑伸也君） 部長、ちょっと分かり

ますかね、私が言ってる意味は。 

○財務部長（谷脇信博君） ＪＲＡの寄附金に

つきましてはですね、私ちょっとＪＲＡのしか

分からないんですけど、そもそも、当時２００

０万とか１５００万とかあったんですが、全部

１回市に寄附されるんですよね。（委員野﨑伸

也「そうですよね」と呼ぶ）市に寄附したやつ

を、町内といいますか、校区の事業に充当して

いるんですよ。 

 だけん、最初のうちはいろいろ、あんなもの

をつくりたい、こんなものをつくりたいという

のがあったときは、そこのほうに充当して、市

がする事業の事業費に充てよったんですけど、

ちょっと、最近は見えない、要は道路整備であ

ったり排水路整備とかに寄附金が充当されて、

一応、地元に還元しています。あれはたしか環

境整備寄附金か何かという名前でたしか入って

いたかと思うんですけども、そんな感じで今、

歳出予算の中に組み込まれているというふうに

認識してます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

 以前から、地域の協議会だったりとか、そこ

に対して何か使いたいものがあればって、そこ

に対する協力金ということでやられていたと。

当初はですね、そうだったと思うんですけど、

今はそういう地域自体に直接お金を渡すという

のはもうないんですね。 

○財務部長（谷脇信博君） 今が、すいませ

ん、どうか分かりませんけど、地域に協力金じ

ゃないけど、お祭りのときとか、ああいうとき

に幾ばくかの協力をさしたりとか、地元が草刈

り機を買うからちゅうてから買ってくれると

か、そういうのがあったかのように聞いており

ます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。また後

ほどちょっと聞かせていただければと思いま

す。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） 失礼します。 

 先ほど野﨑委員がお尋ねになりました、土地

売払収入のその他土地売払収入につきまして、

当課の所管でございますので、そちらについて

お答えさせていただきます。 

 予算に計上しております５００万１０００円

につきましては、現在、特段の土地の売払いの

見込みはございませんけども、例年、見込みで

５００万１０００円を計上させていただいてい

るところでございます。失礼しました。（委員

野﨑伸也君「見込みですね。分かりました。ほ

かのもそうですか、法定外のやつ。それも一緒

ですか」と呼ぶ）今、調べています。 

○委員長（中村和美君） ほかはありません

か。 

○委員（山本敬晃君） 地方交付税について、

ちょっとお尋ねしたいんですけど、今回、５億

７７００万円増ということで、昨年度が、令和

５年度が令和４年度と比べて、２億７４００万

の減だったんですけど、今回こうやって大幅増

になった理由というのが何かあれば教えていた

だければと思います。 

○理事兼財政課長（中村光宏君） 交付税のほ

うが増えた要因につきましてはですね、合併特

例債ですとか、災害復旧事業債の返済のほうが

本格的に始まると。新庁舎建設とですね、環境

センターの建設の返済のほうが本格的に始まり

ますので、その分を見込んで増額になります。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（山本敬晃君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかはありません
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か。 

○建設部総括審議員兼次長（宮端晋也君） 失

礼しました。先ほどお尋ねの八千把地区土地区

画整理事業保留地売払収入に関しまして、ま

ず、場所でございますけども、区画整理地区内

のですね、ちょっと言葉で表現が難しいんです

けども、南西側の端っこに１か所、南東側の一

番端になるんですけども、そこに２か所、合わ

せて３か所でございます。面積のほうですけど

も、３か所合わせて９９４平方メートルでござ

います。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で歳

入等についてを終了します。 

 それでは、午前中の審査を終了し、しばらく

休憩いたします。午後は１３時から再開いたし

ますので、よろしくお願いします。 

（午前１１時５９分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時００分 開議） 

○委員長（中村和美君） 休憩前に引き続き、

総務委員会を再開いたします。 

 執行部より発言の申出があっておりますの

で、これを許可します。 

○建設部総括審議員兼次長（宮端晋也君） こ

んにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）建

設部、宮端でございます。 

 先ほど、午前中の審査の中で、令和６年度一

般会計の歳入のほうで野﨑委員さんから御質問

をいただきました、不動産売払収入の中の法定

外公共物売払収入３００万円につきましてです

が、回答が漏れておりましたので申し訳ござい

ません。 

 こちらは、里道・水路などの用途廃止が見込

まれるということで３００万円を計上しており

ますが、これは見込みの額でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） それでは次に、歳出

について説明を求めます。 

 まず、第１款・議会費について、議会事務局

から説明願います。 

○議会事務局長（宮川武晴君） 皆様、改めま

してこんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り）議会事務局、宮川ございます。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 私からは、議案第４号・令和６年度八代市一

般会計予算中、議会費の審議をお願いするに当

たりまして、概要及びその所見について御説明

を申し上げます。着座にて御説明をいたしたい

が、よろしいでしょうか。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○議会事務局長（宮川武晴君） それでは、令

和６年度八代市一般会計予算書５２ページを御

確認いただきたいと存じます。 

 令和６年度予算の議会費総額は３億６７８５

万５０００円で、前年度と比べまして１８２１

万円の増額の歳出予算となっております。 

 議会費につきましては、義務的経費の占める

割合が大きく、節１・報酬から節４・共済費ま

での経費を合計いたしますと、３億２１２７万

１０００円で、議会費全体の８７.３％を占め

ているところでございます。 

 また、需用費、委託料等の経常的経費につき

ましては、原油・原材料等の価格高騰に伴う経

費の増加が見込まれる中、今年度実績を十分精

査した上で、市の予算編成方針に基づき、予算

計上をいたしたところでございます。 
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 増額の主な理由といたしましては、報酬や給

料の改定に伴いますベースアップ分や、昨年９

月に新たな調査特別委員会を設置いただいてお

りますことから、その行政視察旅費の増加等が

主な理由でございます。 

 令和６年度予算におきましても、引き続き、

効率的かつ効果的な事務事業の推進と予算執行

に取り組んでまいります。 

 説明の欄の記載の議会運営事務事業及び政務

活動費交付事業、これらの執行に当たっては、

市議会の運営全般及びこれに関わる事務処理、

会計処理を確実に実施することはもとより、２

７名の議員の方々の職務を補助する組織とし

て、事務局職員のスキルアップを継続的に図

り、必要な情報の収集、提供や行政視察の対応

などを行いながら、議員各位の議会活動が円滑

に実施できますよう、質の高い職務環境の提供

に努めてまいります。 

 特に、現在導入しておりますタブレット端末

を活用して、ペーパーレス化や双方向での情報

共有化を図っておりますが、今後は市議会内に

おけるデジタル化を一層推進し、タブレットの

操作研修等も実施しながら、効率的かつ効果的

な議会運営に努めてまいります。 

 また、市民の皆様に対しましては、議会だよ

りやホームページ、昨年６月にリニューアルい

たしましたフェイスブック等を通じ、議会日程

や審議内容をはじめ、各委員会活動や正副議長

の動向、政務活動費の収支報告など、議会情報

の積極的な発信をさらに進めるとともに、昨年

７月には、新庁舎議場の見学スキームを整えて

ございまして、これまで以上に、親子傍聴席の

利用や議場見学など、市民に親しまれる開かれ

た市議会の実現に向けて取り組んでまいりま

す。 

 以上、令和６年度八代市一般会計予算中、議

会費を御審議いただくに当たっての概要説明及

びその所見とさせていただきます。 

 それでは、予算の詳細につきましては、議会

事務局、土田次長より御説明申し上げますの

で、御審議のほど、よろしくお願い申し上げま

す。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 皆さん、こ

んにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）議

会事務局の土田でございます。 

 歳出の議会費につきまして御説明させていた

だきたいと思います。説明に当たりましては、

今しがた局長より総括の部分と重複する部分が

ありますことをお許しいただければと思いま

す。恐れ入りますが、説明につきましては着座

にてさせていただければと思います。 

 それでは、令和６年度八代市一般会計予算書

の５２ページを御覧ください。 

 款１・議会費、項１・議会費、目１・議会費

といたしまして、３億６７８５万５０００円を

計上いたしております。 

 令和５年度と比較いたしますと、１８２１万

円の増、率にして約５.２％の増となっており

まして、その主な要因は、先ほど局長からあり

ましたとおり、議員報酬や職員給与の改定、会

計年度任用職員への勤勉手当の支給に伴います

人件費の増額によるもの、また、昨年新たに設

置されました企業誘致用地及び新八代駅周辺整

備に関する調査特別委員会の管外行政視察旅費

や、議員の皆様の海外行政視察に伴う旅費の増

額などによるものでございます。 

 それでは、説明欄に基づき、節区分と併せな

がら、説明させていただきます。 

 まず、節１・報酬から節４・共済費までは、

議員２７人、一般職１１人及び会計年度任用職

員２人分の報酬・給料等といたしまして、３億

２１２７万１０００円を計上いたしておりま

す。すいません、議員２７名です。すいませ

ん、失礼いたしました。 

 続きまして、説明欄２段目の議会運営事務事

業４２９４万２０００円は、議会運営の円滑な
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遂行を図ることを目的とするもので、節区分に

併せまして、主なものを申し上げます。 

 節８・旅費の１７８９万７０００円は、常任

委員会や特別委員会、議会運営委員会の管外行

政視察旅費７３５万円のほか、議員の皆さんが

本会議や各委員会に出席される際に支給される

費用弁償５３１万４０００円、海外行政視察８

名分の旅費１６０万円などでございます。 

 次に、節９・交際費の５４万７０００円は、

議長が各種総会等へ出席される際の会費や慶弔

費などでございます。 

 次に、節１０・需用費の６９５万４０００円

は、やつしろ市議会だより４万９６５０部の年

４回分の印刷経費５３６万４０００円が主なも

のでございます。 

 次に、節１１・役務費２万７０００円は、公

用車の法定点検等に要する経費でございます。 

 次に、節１２・委託料の７５７万３０００円

は、議会中継システム機器等保守料２９７万

円、常任委員会や議会運営委員会などの各委員

会記録等の作成に要します経費１７９万１００

０円及び本会議録の作成に要します経費１７０

万５０００円などでございます。 

 次に、節１３・使用料及び賃借料の２４１万

円は、会議録検索システムリース料３７万円の

ほか、会議アプリ使用料９９万円、タブレット

ＬＴＥ回線使用料５２万４０００円、ビジネス

チャットアプリ使用料２５万７０００円が主な

ものでございます。 

 次に、節１７・備品購入費の８万円は、会議

記録用レコーダー３万円、全員協議会室演台２

万円が主なものでございます。 

 最後に、節１８・負担金補助及び交付金の１

１０９万６０００円は、全国市議会議長会や九

州市議会議長会、熊本県市議会議長会などへの

負担金１３７万６０００円及び政務活動費交付

事業といたしまして、各会派に交付いたします

政務活動費９７２万円でございます。 

 以上が、令和６年度当初予算における議会費

の概要でございます。御審議のほど、よろしく

お願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で、第１款・議

会費についてを終了します。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後１時０９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時１０分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、第２款・総務費、第１１款・公債費、

第１２款・諸支出金及び第１３款・予備費につ

いて説明を求めます。 

○市長公室長（沖田良三君） 皆様、こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）市長公室

の沖田でございます。 

 それでは、令和６年度の当初予算案に係る総

務費の歳出予算を御審議いただくに当たりまし

て、関係します各部長から予算案に対する考え

方、総括等を順に述べさせていただきます。そ

れでは、着座にて説明させていただきます。 

 まず、市長公室では、第２次八代市総合計画

で掲げる将来像の実現に向けて、特に重点的に

取り組む５つの重点戦略のうち、持続可能な選

ばれるまち“スマートシティやつしろ”を推進

するため、所属課の各事業を通じて展開してま

いります。 

 まず、秘書広報課の広報広聴活動事業では、

市政の見える化の推進に向けて、市の取組を幅

広く市民にお知らせするため、広報やつしろの
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発行のほか、ホームページ、ＳＮＳといった様

々な媒体を活用して、市政に関する情報の発信

を行います。また、ＦＭやつしろなど、報道機

関とも連携し、市民が求める市政情報の迅速か

つ適切な提供に努めます。 

 特に、本市の公式ホームページにつきまして

は令和６年１０月に全面リニューアルを行い、

市の魅力をより効果的に発信できるようデザイ

ン等の大幅な刷新を行うとともに、利用者にと

って欲しい情報が見つかる、ストレスの少ない

ホームページとなるよう取組を進めてまいりま

す。 

 また、今年度に引き続き市政懇談会を開催

し、市民の皆様と本市の暮らしや将来について

語り合い、市民の皆様と一緒になって、幸せあ

ふれるまちづくりに向けた取組を進めてまいり

ます。 

 次に、人事課では、多様化・複雑化する行政

ニーズに対応するためには市職員の意識改革と

能力開発が不可欠と考え、職員自身のスキルア

ップやモチベーション向上など職員の資質のよ

り一層の向上と人を育てる職場環境形成の両面

から、人材育成に取り組んでまいります。 

 特に研修関係では、若手職員のなお一層の育

成を図るため、新規採用職員や新任主任に対す

る研修の大幅な見直しを行い、また、管理監督

職のさらなる意識改革を図るため、働きやすい

職場環境づくりの研修にも力を入れてまいりま

す。人口減少や自然災害への対応、市町村間の

企業誘致競争等の山積する地域課題に、限られ

た人員で的確かつ適切に対応できるよう、職員

の育成に努めてまいります。 

 最後に、国際課では、友好提携都市である台

湾・基隆市との交流の充実や中国・北海市との

人的交流の再開に向けて取り組むとともに、新

たな交流先として台湾・新竹市と友好関係の構

築を図るなど、幅広い分野での国際交流につな

がるよう積極的に取組を進めてまいります。 

 多文化共生社会の実現に向けては、やつしろ

国際協会を中心に官民が一体となり、日本人、

外国人の相互交流や異文化理解に取り組みま

す。また、協会の活動を地域全体に広げるた

め、広報、周知活動にも力を入れてまいりま

す。さらに、市役所の手続や相談などで活用で

きる多言語通訳システムの利用促進や外国人と

のコミュニケーションツールとなるやさしい日

本語の普及や情報発信など、引き続き、日本

人、外国人がともに安心して暮らせるまちづく

りの推進に取り組んでまいります。 

 このように市長公室では、市政の見える化の

推進、市職員の意識改革と能力開発への取組、

国際交流や多文化共生の推進と、それぞれが継

続した取組を要する課題ではありますが、本市

の将来像の実現に向けて一つ一つ確実に進めて

まいりたいと考えております。 

 以上、総務費における市長公室の総括とさせ

ていただきます。 

○総務企画部長（濱田浩介君） 皆様、こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）総務企

画部の濱田でございます。よろしくお願いいた

します。着座にて説明させていただきます。 

 それでは、総務企画部の総括を申し上げま

す。 

 まず、総合計画策定事業では、第２次総合計

画が令和７年度をもって終了することから、第

３次八代市総合計画を令和６年度から２か年で

策定します。 

 令和６年度は、第２次総合計画の進捗状況等

を踏まえ、現況把握や市民アンケートによる意

向調査等の基礎調査を行い、その調査結果を基

に課題等の整理を行ってまいります。 

 次に、定住促進対策事業では、東京圏から本

市に移住し、就職や起業等を行う方へ支給する

移住支援金制度や、県外から本市に移住し、住

宅を取得または賃貸された若者世代を支援する

移住・定住促進補助金制度などに引き続き取り
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組みます。 

 さらに、令和６年度からは、これまで取り組

んできた移住施策のさらなる推進と市内に居住

される方々が将来にわたって住み続けられるよ

う定住対策の強化を図るため、新たに地域政策

課を設置し、移住・定住促進施策を進めてまい

ります。 

 次に、生活交通確保維持事業では、八代市地

域公共交通計画が令和７年９月をもって終了す

ることから、次期計画を令和６年度から２か年

で策定します。令和６年度は、市民アンケート

調査等による現況の課題整理や次期計画の基本

方針の検討等を行ってまいります。 

 また、引き続き、路線バスや乗合タクシー、

五家荘地域における自家用有償旅客運送、通称

ごかぐるまの運行経費の補助を行うことによ

り、市民の生活交通の確保、利便性の向上に取

り組んでまいります。 

 次に、基幹システム運用事業では、地方公共

団体情報システムの標準化に関する法律に基づ

き、令和７年度末までに、国が指定する税・福

祉などの２０業務を標準化システムに移行する

こととしております。 

 現在、国が示す手順書に基づきシステム移行

に向けた作業を進めており、令和６年度には、

住民記録・固定資産税等の１２業務、令和７年

度には、福祉・戸籍業務等の８業務を標準化シ

ステムに移行する計画としております。 

 次に、地域情報化事業では、坂本・東陽・泉

地域における難視聴対策として、市が実施して

いるケーブルテレビ事業から、民間放送事業者

の施設整備や運営費に対して市が応分の負担を

行い、民間のテレビ放送サービスに移行するこ

ととしております。 

 現在、放送事業者であるテレビやつしろ株式

会社が放送に必要な設備を構築中であり、令和

６年１０月には坂本地域から順次移行を進め、

令和８年度末までに完了する計画でございま

す。 

 次に、法令関係一般事務事業では、行政処分

に係る審査請求について調査審議する行政不服

審査会の運営や庁内の法務相談、法令改正等に

伴う本市の例規の制定改廃に係る審査業務など

を行っております。 

 令和６年度は、国においてデジタル技術の活

用による省力化や合理化を妨げるアナログ規制

をデジタル社会に応じたルールとするための見

直しが実施されることを踏まえて、本市におい

ても同様の見直しを行うに当たり、本市の例規

について、アナログ的な手法を義務づけている

規定の洗い出しを行うこととしております。 

 次に、基幹統計調査として、農林業センサス

と全国家計構造調査を実施します。 

 農林業センサスは、令和７年２月１日を調査

基準日として、農林業労働力、農作物の作付面

積、保有山林面積、居住世帯などに関する調査

を実施するもので、本市では約２８００経営体

が対象となります。 

 全国家計構造調査は、日々の家計の収入と支

出、年間収入、預貯金などの家計資産のほか、

世帯の状況や住宅・宅地の保有状況などに関す

る調査を令和６年１０月から１１月の２か月間

において実施するもので、本市では約５０世帯

が対象となります。 

 いずれの調査も５年ごとに実施される統計調

査であり、その重要性をしっかりと認識し、調

査への協力が得られるよう丁寧に周知を図りな

がら進めてまいります。 

 最後に東陽支所庁舎の管理運営事業では、今

後の東陽支所庁舎機能の方向性を検討するた

め、建築・設備の両面において、支所庁舎劣化

度調査を行うこととしております。 

 また、八代市東陽町河俣集会所は、昭和３４

年に建設され、築後６５年を経過し老朽化が進

んでおり、施設の今後の在り方について、地元

と協議を重ね、全部撤去との結論に至ったた
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め、解体工事を行うこととしております。 

 総括は以上でございますが、総務企画部では

４月から、移住・定住促進施策や公共交通施策

等を強化するため、新たに総務企画部内に地域

政策課を設置するとともに、新規事業等の特命

事項を推進する体制を強化するため、企画政策

課の係を再編する予定でございます。 

 今後も引き続き、市の各部はもとより、国・

県など様々な関係機関と連携し、市政の総合的

な推進を図ってまいります。 

 以上が総務企画部の総括となります。よろし

くお願いいたします。 

○財務部長（谷脇信博君） 皆さん、こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）財務部の

谷脇でございます。 

 財務部が所管いたします当初予算関連の主な

事業、取組につきまして、総括を申し上げま

す。着座にて説明させていただきます。 

 まず予算でございますが、今回の予算編成に

当たりましては、坂本町の創造的復興を最優先

課題としながら、特に重点的に取り組む施策で

ある５つの重点戦略を計画的に推進し、さらに

は、八代の未来を切り拓く施策として、新八代

駅周辺整備に関連する予算を盛り込んでおりま

す。 

 また、これらの事業を限られた一般財源枠に

おいて実現していくために、事業実施の必要性

をゼロベースで見直すとともに、厳格な優先順

位づけによるビルド・アンド・スクラップを実

施するなど、真に市民生活の向上に資する予算

編成に取り組んだところでございます。 

 予算規模は、令和２年７月豪雨災害関連の坂

本支所建設や災害公営住宅建設に加え、学校施

設トイレ改修、博物館大規模改修、衛生処理セ

ンター解体など、令和７年度までが期限となっ

ている合併特例債を活用した大型事業の増加な

どもあり、合併後２番目の規模となっておりま

す。 

 今後も国の動向に注視しながら事務効率化や

経費削減に努め、国・県の補助制度や交付税の

措置率が高い有利な市債を活用することで、将

来的にも持続可能な財政運営に努めてまいりま

す。 

 次に、入札・契約・検査事務関係でございま

すが、今年度、入札・契約事務の効率化のため

導入を進めておりました契約管理システムにつ

きましては構築が進んでおり、今年４月からは

本格稼働に向けテスト運用を行っております。

今後も引き続き入札制度の調査・研究を進め、

公正・公明な業務に努めてまいります。 

 次に、公用車の管理運用では、各課で管理し

ている公用車を集中管理に移行するため、新た

に公用車管理システムの導入を計画しておりま

す。公用車の鍵の持ち出しの状況や車両の予

約、燃料の残量などの運行記録などを一元的に

管理し、効率的な公用車の管理運営を図ること

としており、令和７年４月１日から運用開始に

向けて準備を進めております。 

 また、市有施設全体におけるファシリティー

マネジメントの取組としましては、引き続き、

総合管理計画に基づき、未利用財産の売却や貸

付けなど有効活用を図るとともに、既存施設に

ついては、長寿命化に向けた効率的かつ効果的

な予防保全に努めてまいります。 

 次に、税関係でございます。 

 市民税につきましては、先週の一般質問最終

日に追加提案しましたように、物価高騰に賃金

上昇が追いつかない市民の負担軽減、デフレか

らの脱却のための措置として、所得税・個人住

民税の減税が行われますが、減税分について

は、国からの交付金で補塡されますことや、市

税につきましては、物価高騰に追いつかないま

でも賃金上昇や企業実績も堅調なことから、個

人及び法人のいずれも税収増を見込んでおりま

す。 

 また、たばこ税につきましても、加熱式たば
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この増税等も予定されており、増収を見込んで

いるところでございます。 

 次に、固定資産税におきましては、地価の下

落が縮小傾向にある中、農地等の宅地化などに

より、土地の税収は微増と見込んでおります

が、家屋は評価替えに伴い減少を見込んでおり

ます。 

 また、償却資産につきましては、コロナ禍か

らの回復が見られ、新規設備投資が進んでいる

ことから増収を見込んでいるところでございま

す。 

 今後も引き続き、公平公正な課税に努めてま

いります。 

 最後に、税の徴収につきましては、引き続き

滞納整理の早期着手を行い、現年度課税分の収

納率向上と翌年度への滞納繰越の抑制を図りま

す。 

 また、財産調査の徹底により差押え等の滞納

処分を強化し、税負担の公平性を確保するとと

もに、滞納案件の分析、検討を行い、回収不能

案件の整理を進め、累積滞納額の縮減に努めま

す。 

 以上、財務部の総括とさせていただきます。 

○市民環境部長（嶋田和博君） 市民環境部の

嶋田でございます。よろしくお願いします。 

 それでは、総務費中、市民環境部が所管いた

します当初予算の主な事業につきまして総括を

述べさせていただきます。着座にて失礼いたし

ます。 

 まず、市民活動政策課分でございます。 

 初めに、住民自治の推進についてですが、新

型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが５

類に移行したことにより、各地域においてまち

づくり活動が再開されております。来年度は、

それぞれの地域協議会が中心となられて、創意

工夫の下、地域の特色を生かしたまちづくり活

動がさらに活発化するものと考えております。 

 市としましても、地域協議会活動交付金や地

域みらいづくり補助金などの財政的支援を行い

ますとともに、地域の人材育成にも引き続き取

り組んでまいります。 

 次に、コミュニティセンターの施設整備でご

ざいますが、今後も防災拠点としての機能の充

実を図りますとともに、地域活動の拠点とし

て、安全で安心な誰もが利用しやすい施設とな

るよう、令和６年度は鏡コミュニティセンター

の外壁及び屋上防水改修に向けた実施設計業務

委託や各コミュニティセンターの不良箇所の修

繕などを計画的に進めてまいります。 

 また、金剛コミュニティセンター建て替えに

つきましては、令和６年度は建て替えに係る調

査・測量等を進めてまいります。 

 次に、市政協力員関係でございますが、市政

協力員の皆様には、市の多くの部署が様々な事

務をお願いしており、市民と行政をつなぐ重要

な役割を担っていただいております。 

 特に、災害時におきましては、担当地区内の

被害や避難状況の連絡などを担っていただいて

おり、住民の皆様が安心して暮らせるまちづく

りのために御尽力いただいているところでござ

います。 

 しかしながら、近年、コミュニティの希薄化

や急速な高齢化などがあり、市政協力員の成り

手不足が懸念されますことから、各地域の御意

見を伺いながら、引き続き、担当地区の再編や

業務の見直しなどを図ってまいります。 

 次に、人権政策課でございます。 

 まず、人権啓発についてでございますが、誰

もがいきいきと暮らせるまち、人権が尊重され

るまちづくりの実現を目指し、人権啓発センタ

ーを活用しながら、人権尊重の意識と実践力を

養う学習活動を展開することで、市民の人権意

識の高揚が図られますよう、啓発活動の推進に

取り組んでまいります。 

 男女共同参画につきましては、あらゆる分野

において、男女がともに活躍できる社会づくり
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に向け、様々な取組を引き続き進めておりま

す。 

 また、第２次八代市男女共同参画計画の計画

期間が本年度末で終了し、令和６年度からは、

新たに策定した第３次計画に基づき、社会の変

化や新たな課題へ対応していくため、男女共同

参画社会の実現に向けて取り組んでまいりま

す。 

 青少年健全育成につきましては、地域協議会

や学校、警察及び青少年指導員による巡回街頭

指導、八代地区保護司会等と連携した社会を明

るくする運動などを通して、今後も啓発活動を

実施してまいります。 

 最後に市民課でございます。 

 市民課では、これまでキャッシュレス決済や

証明書のコンビニ交付、オンライン申請など、

窓口のデジタル化を進めてまいりましたが、本

年３月からは、本籍地以外での戸籍証明書等の

取得が可能となる戸籍証明書等の広域交付が始

まるなど、戸籍事務においてもデジタル化が進

んでおります。 

 さらに今後は、行政機関等に提出する証明を

省略可能とすることを目的とした戸籍証明書の

情報連携や電子化なども予定されていることか

ら、これら行政手続のデジタル化に速やかに対

応していくとともに、市民の皆様に便利さをよ

り共有していただけるよう、丁寧な周知・広報

に努めてまいります。 

 また、これまでのお悔やみコーナーによる手

続のワンストップ化や引っ越しシーズンの休日

窓口開設による窓口の混雑緩和といった取組に

加えまして、令和７年１月から、窓口業務など

を委託することにより、民間の活力を生かした

窓口運営に取り組み、一層の市民サービスの向

上を図ることとしております。 

 このほか、本年１２月に予定されております

マイナ保険証移行に伴う駆け込み申請などに体

制を整え対応するとともに、企業や学校、福祉

施設などへの出張申請や、申請に来庁すること

が困難な高齢者などを対象とした訪問申請な

ど、マイナンバーカード普及促進策を引き続き

実施することといたしております。 

 以上でございますが、今後も市議会をはじ

め、市民の皆様の御意見をお聞きしながら、地

域課題等の解決や市民サービスの向上に向け、

事業の着実な遂行に努めてまいりたいと考えて

おります。 

 以上、市民環境部の総括とさせていただきま

す。 

○財務部長（谷脇信博君） 改めまして、皆

様、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り） 

 議案第４号・令和６年度八代市一般会計予算

のうち、歳出、款２・総務費及び款１１・公債

費及び諸支出金、予備費など関係分につきまし

て、財務部の岩瀬次長より説明いたさせます。

よろしくお願いいたします。 

○財務部次長（岩瀬隆敏君） 皆様、こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）財務部、

岩瀬でございます。よろしくお願いいたしま

す。失礼しまして、着座にて説明いたします。 

 それでは、お手元のタブレットにて議案第４

号・令和６年度八代市一般会計予算をお願いい

たします。 

 総務委員会付託分のうち、款２・総務費、款

１１・公債費、款１２・諸支出金、款１３・予

備費について説明いたします。 

 説明に当たりましては、職員給与経費はおお

むね省略しまして、新規の取組や事業費の大き

いものを中心に説明いたします。 

 それでは、５２ページをお願いします。 

 下段の表、款２・総務費でございます。 

 項１・総務管理費、目１・一般管理費は３５

億１９６９万８０００円を計上しております。

前年度と比較して、１億３５６１万６０００円

の増でございますが、主な要因としましては、
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説明欄の１つ目の、一般職において職員の定年

引上げに伴い退職手当が増加するとともに、会

計年度任用職員の勤勉手当への支給開始などに

よるものでございます。 

 ５３ページへ続きまして、説明欄１つ目、法

令関係一般事務事業８００万円は、法令審議会

や法令改廃情報収集などを行うところ、国にお

いては、目視や対面等のアナログ的な手法をデ

ジタル社会に応じたルールとする法改正が行わ

れることから、本市の例規についても、新たに

同様の点検見直しの業務委託を行うものでござ

います。 

 次に、下から５つ目、職員研修事業８９５万

１０００円は、階層別研修として、新たに新規

採用職員を対象とした本庁舎の総合案内業務体

験や新規主任職員を対象とした消防学校１日入

校体験など、接遇や災害対応力向上に向けた研

修を実施することとしております。 

 その下、説明欄下から４つ目のふるさと納税

事業１１億４２５７万５０００円は、当初予算

の歳入の際申し上げましたように、令和６年度

は前年度より２億円増の２２億円の寄附を見込

んでおりますので、特産品などのふるさと納税

謝礼に６億９２２７万５０００円、ポータルサ

イト利用料に２億２６８６万円、ふるさと納税

業務委託料に１億６４６２万１０００円、郵便

料１６８３万８０００円、クレジットカード決

済手数料９８４万８０００円などを計上してお

ります。 

 次に、その下のふるさと納税ＰＲ事業２７９

９万４０００円は、新聞・雑誌掲載、パンフレ

ット作成等委託費、各種イベント出展経費など

を計上しております。 

 ５４ページをお願いします。 

 上段、目１の説明欄下から４つ目、市政協力

員関係事業１億１２６４万９０００円は、各地

区の市政協力員３３０人への委託料１億４２１

万５０００円のほか、市政協力員事務費、市政

協力員研修費等補助金などを計上しておりま

す。 

 次に、説明欄の下から２つ目、国際交流推進

事業１０００万５０００円は、やつしろ国際協

会の活動などを通して、多文化共生の推進や市

民の国際理解の促進に取り組むもので、国際交

流員の活動経費ほか、これまでの友好都市に加

えて、新たな都市との交流として、台湾・新竹

市などを訪問する本市代表団派遣旅費などを計

上しております。 

 続きまして、中段の目２・文書広報費は１億

８３５８万５０００円を計上しております。 

 説明欄下から２つ目、広報広聴活動事業５７

１２万４０００円は、広報やつしろの印刷製本

費が主なものでございますが、新たに、本市の

公式ホームページのリニューアル業務委託など

を計上しております。なお、当初予算の歳入の

際申し上げました、リニューアル後のホームペ

ージシステム保守料は、債務負担行為を設定し

ております。 

 次の目３・会計管理費は４９１２万７０００

円を計上しております。前年度比２６５０万円

の増でございますが、令和６年１０月から新た

に公金支払いに係る振込手数料が発生するこ

と、また、ＯＣＲ読取プログラム改修委託など

によるものでございます。 

 ５５ページをお願いします。 

 目４・財産管理費は、６億２９４９万３００

０円を計上しております。 

 説明欄２つ目の、市庁舎管理運営事業（本

庁）２億４２３０万２０００円は、本庁舎の維

持管理に係る経費が主なもので、施設の常駐管

理や保安警備、受付業務などの包括委託を行う

総合管理業務委託や、電気料、ガス代、電話

料、また、坂本支庁仮設庁舎のリース料などで

ございます。 

 次に、６つ目、市庁舎管理運営事業（東陽支

所）２２８８万３０００円は、支所庁舎の保全
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と集会施設の機能統合や集約化を検討するた

め、東陽支所庁舎劣化度調査業務委託、河俣集

会所の解体工事、支所庁舎高圧ケーブル更新工

事などでございます。 

 次に、説明欄の中ほどの、市有財産管理事業

（本庁）１０３８万３０００円は、普通財産の

運用管理や未利用財産の活用、公用車の保守や

維持管理を行うもので、新たに新開分署跡地の

境界確認業務委託や公用車の集中管理に不可欠

な公用車管理システムについては、令和７年度

当初に運用開始を予定していることから、その

使用料について、債務負担行為を設定している

ところでございます。 

 次に、説明欄一番下の、市庁舎施設整備事業

（鏡支所）１億６５００万円は、支所庁舎の空

調・照明の改修や別棟の鏡保健センターの機能

を支所庁舎内に移転する等のため、令和５年

度、６年度の２か年で改修するもので、２年目

の工事費でございます。 

 次に、下段の目５・企画費は２億８４８６万

円を計上しております。前年度比２億２４９０

万円の減の主な要因は、５６ページにかけまし

て、説明欄一番下の復興推進事業で、復旧工事

の進捗等によるものでございますが、令和２年

７月豪雨に関する特別委員会の付託事項となり

ますので、内容の説明は省略いたします。 

 これ以外としまして、説明欄の中ほど、５つ

目の、住民自治推進事業７３０８万９０００円

は、住民自治組織である２１か所の地域協議会

の運営を支援するための地域協議会活動交付金

や地域みらいづくり補助金など、また、説明欄

の下から５つ目、総合計画策定事業４３１万円

は、令和８年度を計画初年度とする第３次八代

市総合計画を新たに策定するため、支援業務委

託などでございます。 

 なお、説明欄の下から２つ目、新八代駅周辺

大規模集客施設等整備基本計画策定事業は、企

業誘致用地及び新八代駅周辺整備に関する調査

特別委員会の付託事項となりますので、内容の

説明は省略いたします。 

 次に、目６・情報推進費は８億４０３１万４

０００円を計上しております。前年度比５億８

０２万７０００円の増でございますが、説明欄

１つ目、基幹システム運用事業４億１１４９万

４０００円や、説明欄の下から２つ目、地域情

報化事業２億２３７０万７０００円が主な要因

となります。 

 このうち、基幹システム運用事業は、全国的

に進められる自治体システムを標準化するため

の業務委託やシステム使用料などでございま

す。 

 また、地域情報化事業は、難視聴地域におけ

る超高速ブロードバンドの整備が令和４年度で

完了したことから、令和５年度から８年度ま

で、総事業費４億１３４０万円で、現行のケー

ブルテレビから光ファイバー網を活用した民間

放送事業者によるテレビ放送設備構築事業への

補助を行うもの等でございます。 

 ５７ページをお願いします。 

 目７・交通防犯対策費は１億５８３４万１０

００円を計上しております。説明欄中ほど、下

から５つ目の防犯活動推進事業８８７万２００

０円は、街頭での犯罪抑止のため、新八代駅周

辺に防犯カメラを新たに設置することによる使

用料など、また、説明欄一番下の生活交通確保

維持事業９８９２万１０００円は、中山間地域

の交通移動手段確保の一環として、乗合タクシ

ー運行事業補助金、五家荘地域自家用有償旅客

運送事業補助金などでございます。 

 次に、目８・人権啓発費は１億２７５万９０

００円を計上しております。説明欄一番下の青

少年健全育成事業９６７万円は、青少年相談員

や青少年指導員２００名、いじめ調査委員会委

員６名の報酬などでございます。 

 ５８ページをお願いします。 

 目９・コミュニティセンター費は１億６８８
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６万２０００円を計上しております。説明欄２

つ目、コミュニティセンター施設整備事業２４

９０万円は、鏡コミュニティセンター改修工事

の実施設計業務委託及び金剛コミュニティセン

ター建替用地の不動産鑑定及び測量等の関係経

費などでございます。 

 次に、中段の目１０・公平委員会費では、公

平委員会事務事業費として１１４万８０００円

を計上しております。 

 次に、下段の目１１・諸費は６２４９万３０

００円を計上しております。主に過年度の国県

支出金の精算に伴う準備金として、説明欄下か

ら３つ目の、国県支出金等返還金事業１０００

万円や、前年度の法人市民税などの精算に伴う

還付金の準備金として、説明欄下から２つ目

の、市税還付金事業５０００万円などでござい

ます。 

 ５９ページをお願いします。 

 上段の表、目１２・支所建設費は、令和２年

７月豪雨に関する特別委員会の付託事項となり

ますので、内容の説明は省略いたします。 

 次に、下段の表、項２・徴税費、目１・税務

総務費は５億２７４１万円を計上しておりま

す。主に、市民税・資産税の事務事業経費でご

ざいます。 

 次に、目２・賦課徴収費は１億５６４万円を

計上しております。説明欄１つ目、市民税賦課

徴収事務事業３９６４万円は、納付書印刷・印

字・封緘業務委託、地方税共同機構負担金な

ど、次の説明欄２つ目、資産税賦課徴収事務事

業３８０９万４０００円は、地番現況図等作成

業務委託、不動産鑑定業務委託、納税通知書作

成等業務委託などでございます。 

 なお、令和７年度の市県民税、軽自動車税、

固定資産税の納税通知書については、令和６年

度から７年度までの債務負担行為を設定してお

ります。 

 ６０ページをお願いします。 

 下段の表になります。項３、目１・戸籍住民

基本台帳費は３億２６２１万１０００円を計上

しております。説明欄２つ目の、戸籍住民基本

台帳事務事業７９４２万１０００円は、事務補

助員経費、戸籍システムリース料のほか、柔軟

な人員体制による窓口運営の効率化等のため、

令和７年１月より、新たに市民課窓口業務の一

部を民間委託することから、令和７年度から９

年度までの債務負担行為を設定しております。 

 説明欄３つ目の番号制度導入事業５４４６万

６０００円は、マイナンバーカードの交付・更

新・申請などの業務に伴う対応機器のリース

料、郵便料などでございます。 

 ６１ページをお願いします。 

 下段の表、項４・選挙費、目１・選挙管理委

員会費は４４２７万７０００円を計上しており

ます。説明欄の選挙管理委員会事務事業２６７

万９０００円は、選挙管理委員４名分の報酬１

３３万円が主なものでございます。 

 ６２ページをお願いします。 

 上段の表、項５・統計調査費、目１・統計調

査総務費は２２２１万１０００円を計上してお

ります。また、次の目２・基幹統計費は１２１

９万４０００円を計上しております。前年度比

２２５万３０００円の増でございますが、説明

欄の中ほどの農林業センサス事業９０７万８０

００円などによるものでございます。 

 次に、下段の表、項６、目１・監査委員費は

５２３０万１０００円を計上しております。常

勤監査委員や一般職の職員給与費のほか、説明

欄２つ目の監査事務事業２２８万９０００円

は、非常勤監査委員２名分の報酬１５９万２０

００円が主なものでございます。 

 以上が総務費でございます。 

 続いて、大きく飛びまして、１０９ページを

お願いいたします。 

 下段の表、款１１・公債費でございます。 

 項１・公債費、目１・元金は６９億２６３２
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万４０００円を計上しております。前年度比２

億６５８２万２０００円でございますが、説明

欄の長期債償還元金事業のうち、新庁舎建設費

借入金の本格償還開始などによるものでござい

ます。 

 次の目２・利子は３億２０４１万４０００円

を計上しております。説明欄の長期債償還利子

事業３億２０３１万円及び一時借入金利子事業

１０万４０００円でございます。 

 １１０ページをお願いします。 

 上段の表、款１２・諸支出金でございます。

項１・基金費で、目１・財政調整基金費８４６

万円、目２・市有施設整備基金費４１０万１０

００円、目３・減債基金費６３１万４０００円

は、いずれも基金の運用で生じた利子を基金に

積み立てるものでございます。 

 次の目４・ふるさと八代元気づくり応援基金

費１０億３１６６万８０００円は、本市へのふ

るさと納税寄附金から、返礼品等に係るふるさ

と納税事業及びふるさと納税ＰＲ事業に充当し

た残りと、基金運用利子を積み立てるものでご

ざいます。 

 次の目５・まちづくり交流基金費７８万２０

００円及び、次の目６・平成２８年熊本地震復

興基金費３１万９０００円及び、次の目７・新

型コロナウイルス感染症対策基金費１５万３０

００円は、基金運用利子を積み立てるものでご

ざいます。 

 最後に、下段の表、款１３、項１、目１・予

備費でございます。 

 予算執行における緊急対応分として、予備費

２０００万円を計上しております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すいません。海外の北

海市交流事業（派遣）の関係と、あと基隆市、

新たに新竹市、３つありますけれども、それぞ

れどなたが行かれるのか、どういった行事等が

あるのか教えていただければと思います。 

○国際課長（秋田大助君） 皆さん、こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）国際課の

秋田でございます。 

 来年度予算といたしましては、北海市、それ

と台湾・基隆市、新竹市に行く予定ということ

で、旅費のほうを計上しているところでござい

ます。 

 それぞれ誰が行くかというところでございま

すが、まず北海市でございますが、コロナ禍は

収まっておりますが、ただ中国に渡るにはビザ

が必要ということで、令和７年度からの青少年

交流事業を実施するに当たっての事務協議とし

ていくことにしております。行く予定の者は、

職員が行く予定にしております。 

 次に基隆市でございますが、令和５年度友好

交流協定締結５周年事業ということで、市民使

節団が相互訪問したところでございますけれど

も、今後も引き続き交流を図っていくというこ

とで、事務協議で行く予定にしております。ま

た併せてですね、代表団も行く予定にしている

ところでございます。一応代表団だということ

でございますので、市長をはじめとする代表団

ということで考えているところでございます。 

 また、新竹市でございますが、今年１月にで

すね、初めて先方の高虹安市長を表敬訪問した

ところでございますが、来年度も友好交流協定

締結に向けた事務協議を行う予定としておりま

す。こちらも事務方が行く予定にしておりまし

て、協議が調いましたら、また代表団のほうが

行く予定にしておりまして、市長をはじめ、ま

た議会のほうにもですね、よろしければお一人

どなたか一緒に行っていただければというとこ

ろで、旅費のほうを計上しているところでござ

います。 
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 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

 あともう１点、国際交流員活動経費というの

がありましたけれども、これＪＥＴの負担金と

かっていうのも入っているというふうなことで

すけど、これ今、八代市、何人おられるのかと

いうことと、どういった活動をですね、してい

ただいているのかっちゅうのをちょっと教えて

ください。 

○国際課長（秋田大助君） 国際交流員でござ

いますが、現在八代市にはお一人、女性の方が

アメリカからお越しになっていただいておりま

す。この任期がですね、令和６年の８月までと

なっておりまして、またそれ以降、新たにお一

人の国際交流員に来ていただけるように、今要

望を出しているところでございます。 

 活動内容といたしましては、ＪＩＣＡと一緒

になって市内の各小中学校に行ってアメリカの

話をしたりとかですね、また、世界の料理教室

といいまして、アメリカの――御出身のです

ね、料理などを市内の小学校の親子の方と作っ

ていただいたり、あと、ＦＭやつしろに出演し

て、国際交流、多文化共生に向けたお話をして

いただいたりしているところでございます。ま

た、併せてですね、秋頃には図書館で英語ブッ

クフェアであったりとか、いろんなほかの自治

体の国際交流員と一緒になって（聴取不能）と

いうことで、八代の子供たちの国際交流の意識

醸成に係る取組を進めていただいているところ

でございます。 

 以上でございます。（委員野﨑伸也君「は

い」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（山本敬晃君） ＳＤＧｓ推進事業につ

いて伺いたいんですけども、この普及啓発業務

委託というのは、今年度ですね、ＳＤＧｓの日

というのが開催されたと思うんですけど、それ

の業務委託ってことでよろしかったでしょう

か。あと、その今年度と予算の増減とかあれば

教えてください。 

○理事兼企画政策課長（田島功一郎君） 失礼

します。ＳＤＧｓの日の予算、こちらの先般行

いましたＳＤＧｓの日、あれはこちらの予算で

執行をいたしております。 

 来年度につきましても、現段階ではシンポジ

ウムですとか、あと企業向けセミナー、職員研

修とかそういったものを計画をいたしておると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○委員（山本敬晃君） 分かりました。 

 今年度そのＳＤＧｓの日で、吉本興業さんを

お願いされてたと思うんです。何か市長も何か

ステージですね、出演されたりとかしてました

けども、来年度もそういった何か吉本興業さん

とかにお願いされる予定なんですか。それとも

別の方というか、どこにお願いするよっていう

のを。そこを伺いたいです。 

○理事兼企画政策課長（田島功一郎君） 今年

度は一応吉本興業さんに来ていただきまして、

あちらの吉本興業さんもＳＤＧｓ関連の取組を

されているということで、市民ができるだけ取

り組みやすいといいますか――取り付きやすい

ようにということで今回、吉本興業さんをお願

いしたところでございます。 

 ただ、来年度につきましてはまた、内容につ

きましてはどういった形にするのかは検討を行

っていきたいと思っておりますので、同じよう

な形でするというところではまだございませ

ん。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（太田広則君） 戸籍住民基本台帳事務

事業の、令和７年１月から市民課窓口を業務委

託をされるということで、この業務委託に至っ

た経緯と、あと何人ぐらいの方を、どういった

会社に頼んで、何人ぐらいの方が業務委託にな
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るのか、ちょっとその辺の詳細を教えてくださ

い。 

○市民課長（山内真奈美君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）市民課、山内

です。よろしくお願いいたします。 

 窓口業務の委託につきましては、もう何年も

ですね、ずっと行政改革の一環として検討はな

されていたところでございます。今までも何度

もですね、内部のほうでずっと協議を行ってお

りましたが、今回、市民課の窓口業務を委託す

るということで、この１年間かけてですね、う

ちの幹事会、また行革の推進本部と協議をしま

して、今回市民課の窓口を委託するという形で

記載させていただきました。 

 窓口業務といいましても、市民課の場合は大

きく４つございます。証明書の窓口、あと異動

の窓口、それとマイナンバー関係の窓口、それ

と戸籍関係の窓口がございますが、今回委託の

ほうをさせていただくのは証明書の窓口と異動

のほうの窓口を主にさせていただきます。 

 やはり委託はできない部分もございますの

で、そちらの審査関係、あと決裁関係につきま

しては、これまでどおり市民課職員のほうが行

うということになります。 

 あと、（委員太田広則君「何人ぐらい」と呼

ぶ）何人ぐらいということですね。今のところ

の積算ではですね、会計年度の任用職員が行っ

ている部分を委託するような形になりますけれ

ども、今の想定では２０名の方を雇用するとい

う形、――委託の人件費分という形で人件費の

ほうは計上させていただいております。 

 以上です。 

○委員（太田広則君） ２０名ぐらいってなる

と、それ専門の方ですか。派遣会社か何かに頼

むんかな。何か、どういったところに業務委

託、会社っちゅうか。 

○市民課長（山内真奈美君） 業績のあられ

る、派遣という形ではなく、委託という形にな

りますので、その業務自体を委託するという形

になります。実績のある業者さんあたりにお願

いしたいと思っておりますので、これまで先進

事例といいますか、熊本市あたりも既になさっ

ていらっしゃいますので、そういった業者さ

ん、同じような業者さんになるかと思います。 

 来年度は、その業者選定からプロポーザルで

させていただこうと思っておりますが、まず今

任用している会計年度さんあたりをですね、ち

ゃんと雇用していただくような業者さんあたり

を重点的に、私たちのほうもプロポーザルの中

で審査させていただきたいと思っております。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（太田広則君） 大体分かったんです

が、会計年度任用職員でそのままここに採用さ

れるという場合もあるというふうに捉えていい

のか。 

○市民課長（山内真奈美君） これまでいろん

な業者さんの御意見も聞かせていただきました

が、どの業者さんもやはりこのノウハウを知っ

ている職員の方を雇用したいということでは御

意見いただいております。ですので、今、任用

されている会計年度さんの方々はですね、でき

るだけ任用していただくような形でお願いして

おりますし、その意向を酌んで今後協議のほう

をしていただきたいと思っております。 

 以上です。（委員太田広則君「分かりまし

た」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 今ので関連になります

けど、会計年度職員さんが、この委託によって

八代市からの、何でしょう、職員ではなくなっ

て、そっちの別の会社の委託会社のほうで雇っ

ていただけるようにお願いしますよって話だっ

たんですけど、それによって、今働いている処

遇というのが下がるというのはありますか。 

○市民課長（山内真奈美君） 処遇等の御心配
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ということだと思いますけれども、私どものほ

うも委託したから悪くなるということはしたく

ないと思っておりますので、そちらのほうにつ

いてはしっかりと委託の業者さんあたりとです

ね、協議はしたいと思っております。 

 あと、おっしゃるように会計年度任用職員と

いう身分が変わりますので、例えば健康保険と

かですね、そういったものについては切替えが

必要となると思いますけれども、処遇自体はも

う遜色がないような形で私たちも考えたいと思

っております。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） すいません。業務を委

託することによって八代市の支出が少なくなる

んじゃないかというふうに私は思うんですよ。

それがメリットじゃないかと思うんですけれど

も、今の話を聞くと全然下がらないような、八

代市のほうは得をしないような感じで聞こえた

んですけども、どこが得になるんですかね。 

○市民課長（山内真奈美君） 会計年度さんっ

て見ると多分イコールというイメージですけれ

ども、今、窓口のほうは職員のほうが出ており

ます。その職員分の削減の部分は確実に出てま

いります。 

 最終的にはですね、令和６年度はちょっと途

中ですので、令和５年と令和７年を比較したと

きに、窓口に出ていた職員分を７名は削減でき

ると今のところ計画していますので、その分の

人件費分についてはマイナスになると。 

 おっしゃるように、処遇の部分についてはイ

コールですので下がる部分はないだろうという

ことで、大体ペイみたいな形になるんですけれ

ども、正規職員の分をその分削減で、費用対効

果といいますか、出させていただきたいと思っ

ております。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、そもそも

のところでお聞きしたいんですけど、八代市の

ほうは職員さんというのを削減していきたいと

いうような方針を持っているんですか。増やし

たいというふうに思ってる。どっちなんです

か。 

○人事課長（松本康祐君） 失礼します。今、

委員おっしゃった職員の数なんですけれども、

この会計年度も含めてなんですけれども、定年

が延びることによって、そこでもちょっと定員

の関係が出てきます。ですので、八代市定員管

理計画というものを去年の３月に策定しまし

て、今後６５歳まで定年が延びる部分とです

ね、それと合わせてですね、職員のほうの計画

というものを、この計画によって策定していき

たいというふうに考えております。 

○委員（野﨑伸也君） 端的に、減らしたいの

か増やしたいのか、どっちなんですか。 

○人事課長（松本康祐君） 計画によると、増

え過ぎても当然人件費等がかかってきて市の財

政を圧迫することもありますので、今の状態で

は１１０２名というところで維持をしていきた

いというふうに考えております。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

 別の質問よろしいですか。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○委員（野﨑伸也君） すいません。市庁舎管

理運営事業ということで２億４２３０万ぐらい

全体であったと思うんですけど、その中に電気

代、ガス代、電話料とかというのがあったんで

すけれども、これは、あれですかね、毎年どん

な状況ですか。上がってきているのか、下がっ

てきているのかっていうのは分かりますかね。 

 あと、支出削減対策とかっていうのがどのよ

うにやられているのかというのを。例えば、安

い業者さんにお願いしたりとか、変えたりとか

ですね、そういったことをやられているのかと

いうのをちょっとお聞きしたいというのと、あ

と、清掃業務委託と市庁舎総合管理業務委託と

いうのをされてるというふうに思うんですけれ
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ども、こちらのほう結構高額な金額になってい

るかと思いますけれども、これどちらのほうに

されているのか。業者さんだと思うんですけど

も教えていただきたい。それは毎年変わるのか

どうか、選んでいるのかどうかというのを、話

をちょっと聞きたい。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） こんにちは。

財産経営課の塩塚でございます。 

 まず、市庁舎管理運営事業の電気代とかの光

熱費の上昇・下降などの状態ということですけ

ども、まだ本庁舎が開庁してまだ２年ちょっと

ということですので、まだその推移というのが

ですね、どのぐらいというかというのは、ちょ

っとなかなか分析が難しいところでございま

す。 

 それと、総合管理業務と清掃業務の委託の関

係につきましてですけども、まず総合管理業務

につきましての委託の業者さんはですね、日本

管財さんと熊本環境サービスさんの共同企業体

でございまして、３２か月間の長期継続契約と

いうことで令和６年の１０月末までが委託契約

期間になっておりますので、それ以降、また契

約の更新が必要になるかと思います。 

 それと清掃業務委託に関しましては、八代弘

済会さんと今現在、業務委託を契約締結してお

りまして、これもまた令和６年１０月末で契約

が満了するということで、それ以降もまた業者

選定を行う必要があるかと考えております。 

 それと、委託業者の点検業務とかの見直しと

いうお尋ねだったかと思いますけども、一応定

期点検業務とかも全て含めて委託業者さんのほ

うと契約をしておりますので、その中でいろん

な業者選定をその都度されておられますので、

市との契約自体は一つの定額といいますか、金

額となっております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。よく分

かりました。 

 もう１点、別件なんですけど、廃校施設管理

事業というのがちょっとありまして、新規で旧

浜分校トイレ賃借料というのがありました。そ

れと、旧鏡西部小学校利活用事業ということ

で、民間事業者２社に貸付けをしますよという

ようなことでもあったんですけれども、これは

どういった会社に、何をするのに貸されるのか

お聞きしたいというふうに思います。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） 失礼します。

お尋ねの旧鏡西部小学校の業者さんにつきまし

ては、現在２社と協議を重ねておるところでは

ございますが、まだ２社中１社としか協議が調

っておりませんので、１社のほうの情報だけ御

説明をいたします。 

 １社のほうがですね、事業内容が障害児通所

支援事業ということで行われる予定でございま

して、鏡町に所在のですね、株式会社さきたま

さんのほうが、今現在契約をいたしておりまし

て、４月から開所予定となっております。 

 もう１社のほうは、今現在まだ協議を重ねて

おりますが、まだ新規事業をされるということ

なものですから、いろいろ手続を多方面に今、

行っておられますので、それに手続の時間を要

しておられますので、まだ契約までには至って

いないところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） もう１社のほうも同じ

ような関係の事業、新しい事業というのか、全

然違う事業ですか。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） お尋ねのもう

１社のほうの事業の内容としましては、サーモ

ンのですね、陸上養殖事業を計画中でございま

す。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） あと、旧浜分校のトイ

レ賃借は何のため。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） 失礼します。

旧浜分校のトイレの設置につきましては、昨年
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度、地域との市政懇談会の際にも地元から御要

望いただいておりまして、そちらは旧浜分校の

ですね、跡地を地域で活用するためにはトイレ

が必要ということで、今回予算に計上している

ところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

 ほかありませんか。 

○委員（太田広則君） 広報広聴活動事業の公

式ホームページリニューアル、これは大いに期

待をしているんですけれども、実際にリニュー

アルは公表されると思うんですが、大体目安と

すればいつ頃になるんですか。 

 令和７年からの債務負担行為をとってあるん

で、令和７年１月になるんですかね。その辺、

大体の目安で、リニューアル目標。 

○秘書広報課長（浅川公利君） 秘書広報課の

浅川でございます。 

 ホームページのリニューアルにつきましては

今年の１０月を予定しております。今現在、業

者とのやり取りをしている段階でございまし

て、１０月の全面リニューアルに向けて随時協

議を行っているところでございます。 

 以上です。 

○委員（太田広則君） １０月１日で大丈夫で

すか。 

○秘書広報課長（浅川公利君） そのように認

識していただいて結構です。（委員太田広則君

「分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（山本敬晃君） すいません。防犯活動

推進事業の、新規で防犯カメラ使用料が新八代

駅西口にありますけど、これ、白百合高校の道

路沿いのところだと思うんですけど、あと新幹

線側のほうと、あと、がめさん公園側、そっち

のほうのとこには設置ちゅうか、そういうのは

されない。何でここに決まったか、ちょっと教

えていただければと思います。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） こんにちは。市民活動政

策課、長舩でございます。 

 今回、設置予定でございます新八代駅西口で

ございますが、これは事前に警察署のほうと協

議を重ねまして、今現在、自転車盗難、あと呼

びかけといいますか、声かけですね、事案がか

なり発生しているということから、優先しまし

て新八代駅西口になっております。ほかの公園

等につきましてはですね、今のところ事案的に

は、優先順位でいきますと新八代駅のほうが多

かったということ。 

 あとは、基本的に市の施設において防犯カメ

ラの設置を検討しているというところでござい

ましたので、新八代駅西口からということで設

置を予定しております。 

 以上、お答えといたします。 

○委員（山本敬晃君） いや、公園じゃなく

て、新八代駅の西口と、あそこは何ですか、南

口か東口か分かんないですけども、もう１個東

口のほうに駐輪場あると思うんですけど、私は

そちらのほうでも盗難があったって聞いている

んですよ。それは、西口と東口、そっちのほう

は、西口の盗難が多かったから西口になった

と。東口は盗難もあっているけども、優先順位

的に件数が多い西口ということで決まったとい

うことで理解よろしいですか。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） 今、委員おっしゃったと

おりでございます。確かに東口のほうも報告等

あっておりますけども、まずは西口のほうか

ら。カメラの位置からしますと、ちょっと遠隔

的にも撮れるような状況で設置を考えておりま

すので、取りあえずそれでカバーしていこうと

考えております。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（山本敬晃君） すいません。防犯灯設
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置事業について伺いたいんですけど、これまず

予算の増減と、あと設置を要望される、多分地

域要望とかあると思うんですけども、それの件

数の増減とか分かればちょっと教えていただき

たいです。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） 委員のお尋ねでございま

すが、毎年要望をいただいておりまして、Ｒ５

年度、今年度でいきますと１５６件の要望に、

設置数が１４３件、昨年、Ｒ４年度でいきます

と、これは１７２件の要望で、設置数１７２件

ということで１００％になっておりますけど

も、大体、なかなか要望どおりはいけていない

んですけども、９割弱ぐらいの要望にお答えし

ております。 

 ちょっと予算の限度がありますので、１地域

１か所ということでお願いして要望をいただい

ております。 

 以上でございます。 

○委員（山本敬晃君） その１地域１か所とい

うのは伺っていたんですけど、それはその１地

域１か所を要望されているから、この達成率で

あって、実はそれ以上要望をされたいという地

域とかやっぱあるんですか。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） 大体前年度の２月に要望

調査を行いましてですね、そこで大体件数は出

るんですけど、中には何か所かつけたいという

要望はあっております。 

 そこはもう、市のほうでは１か所ですけど

も、あと町内のほうで自分たちでつける、設置

するということでですね、そこは御了承いただ

いてということになっております。 

 以上です。 

○委員（山本敬晃君） 町内もですよ、人口が

多いとことか、新しくですね、住宅が増えてい

るとことかだと、やっぱりより防犯灯がです

ね、より必要なってくるとこの地域とかもある

と思うんですけど。だから、それでいくと、や

っぱり１地域１か所っていうと、それでちょっ

と追いつかないところ出てくると思うんですけ

ど、そういったところは対応というのはできな

いんですかね。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） １地域１か所ですけど

も、それは状況を見てですね。事案――警察事

案とかですね、いろいろ確かに増えている、多

いとか、あと、防犯灯と防犯灯の間は５０メー

トルとかですね、距離的なのもありまして、あ

と、道路が明るいのがいいってあれば道路街路

灯みたいなのがありますので、道路管理者等と

も協議してですね。そこの状況をまずは把握し

てということになります。 

 予算あるんですけども、一通りしまして残が

出たら、優先順位で落ちたところでもまた声か

けしてですね、そこを入れ込んでいくというこ

ともできますので、一応そういった対応でやっ

ております。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） 失礼します。

先ほど野﨑委員からのお尋ねで、庁舎の総合管

理業務と、それから清掃業務委託についての期

間の誤りがございましたので、ここで訂正をさ

せていただければと思います。 

 本庁舎のですね、総合管理業務の現在の委託

期間でございますが、令和４年３月１日から、

本年ですね、来年度の１０月末までということ

で、３２か月間の長期継続契約でございまし

た。 

 それと、清掃業務委託につきましても、昨

年、令和４年の２月から令和６年１０月末まで

の３３か月間の長期継続契約でございました。 

 大変失礼しました。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（中村和美君） それでは、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（太田広則君） 先ほどの市民課窓口業

務委託のところですね。この１年間かけて、令

和７年１月に向かって、プロポーザル方式で業

者選定に入って、大体２０人ぐらいの採用とい

うことで。その後の野﨑委員の質問で、職員削

減を何名っていうと、７名ということで、２０

名と７名で費用対効果が出るのかなとちょっと

懸念しているんですけれども。 

 要はですね、コストダウンもそうですが、人

が変わるということによって、サービスと質、

これがですね、窓口で一番、我々がいろんな苦

情いただくときに、窓口の職員の対応というの

が非常に過去において多かったものですから、

外部業務委託によるコストダウンを目指すとい

うのは結構なことなんですが、サービスと質が

ですね、落ちないように、ぜひともそこだけは

注意しながら業者選定を行っていただきたいな

というふうに要望しておきます。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（髙山正夫君） 今のに関連して、例え

ば受付、委託。現在もう既に委託されていると

こも、部署はあるんでしょうけども、その委託

を受けたところで働いている職員の方からの話

でですね、あんたを辞めさすっとはいつでも俺

の胸三寸で辞めさせらるっとだいけんと言った

上司がいたと。これをよく私が調べてみたら、

それは委託業者だったということで、要はです

ね、よそにそういったことを言うていうこと

は、外では市の職員が言ったということになる

わけですよ。勤めてらっしゃる認識は、市の内

部で仕事しているっちゅうことは、市役所の中

で仕事しているんだという意識でいますので、

要はですね、何を言いたいかっちゅうと、やっ

ぱり委託――受託者ですかね、委託される、そ

ういった資質ですね。そういうのは十分です

ね、何か指導できるような、何かそういうのが

ないかなというふうに思います。 

 要は、先ほども言いました、市の中のどの部

署であっても、それが委託だろうが、市の直轄

だろうがですね、やはり働いている方は同じ意

識を持って、例えば悪いことがあれば、市の職

員が言ったとか、そういうのがありますので、

ぜひ受託者に関してはですね、そういった資質

面、コンプライアンスとかですね、その辺り

の、何ですか――教育といいますか、そういう

のはよろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（山本敬晃君） さっきのＳＤＧｓので

すね、普及啓発について関連してなんですけ

ど、私もですね、今年のいっそＤＥフェスタと

続けてあった、いっそＤＥフェスタがあってＳ

ＤＧｓの日があって、どちらもちょっと見学さ

せていただいたんですけども、いっそＤＥフェ

スタはですね、本当にステージイベントの最

後、歌手の方が来られてて、もう満席みたいな

形になってて、ちょっとＳＤＧｓのほうのステ

ージのほうがですね、ちょっとお客さんが入り

がちょっと悪かったかなというところで、こう

見てみると、やっぱ業務委託費で、いっそＤＥ

フェスタは９１万４０００円で、大体４分の１

なんですよね。ＳＤＧｓのやつと比べてです

ね。 

 これだけ、いっそＤＥフェスタと比べて４倍

ぐらいお金をですね、かけるのであれば、しっ

かり費用対効果といいますか、しっかり人が呼

べるようなですね、ステージを考えていただけ

ればというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で、第２款・総

務費、第１１款・公債費、第１２款・諸支出金
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及び第１３款・予備費についてを終了します。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後２時２８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時３９分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、第８款・消防費について、総務企画部

から説明願います。 

○総務企画部長（濱田浩介君） 皆様、こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）総務企

画部の濱田でございます。よろしくお願いいた

します。それでは、着座にて説明させていただ

きます。 

 それでは、令和６年度一般会計予算、第８

款・消防費につきまして、総括をさせていただ

きます。 

 初めに、避難所等設備整備事業につきまして

は、近年は、毎年のように全国各地で自然災害

が頻発し、甚大な被害が発生しており、本年１

月に発生した能登半島地震から２か月半が経過

しましたが、いまだ多くの方が避難所での生活

を余儀なくされているところであり、本市にお

いても、このような大規模な災害を想定し、避

難所の機能強化などを推し進める必要があると

再認識したところでございます。 

 本市では、地域住民の緊急避難場所として重

要な役割を果たしている小・中学校体育館への

空調設備等の整備を本年度から３か年計画で行

っておりまして、令和６年度における設置場所

としましては、八代小学校をはじめ６校を予定

しております。 

 次に、広域行政事務組合負担金事業では、令

和５年度から６年度にかけて建設する新開消防

署庁舎の令和６年度分の本体工事費等を負担す

ることとしております。 

 次に、災害時用備蓄資材整備事業では、地域

防災計画に基づき、避難所収容人数の１日相当

分の備蓄品を確保・保管し、発災時における被

災者への早期支援を実施するため、現在、市内

複数か所に拠点となる大型の防災備蓄倉庫の整

備を進めており、令和６年度は、現在建設中の

新開消防署の敷地内に新設することとしており

ます。 

 次に、消防団活動事業では、消防団員確保に

よる消防団の強化・充実は大変重要ですが、近

年、加入者が減少しており、団員の確保は大き

な課題となっております。今後さらに、市民や

市職員、女性、学生に向けた加入への呼びかけ

や、退団予定者等への限定活動団員としての入

団案内を行っていくなど、消防団組織の維持・

強化に努めてまいります。 

 最後に、防災対策事業では、利便性の高い避

難所運営を図るため、避難所での入退所管理を

ＱＲコードで行い、避難者の安否情報を家族へ

自動通知するなど、デジタル技術を活用したス

マート避難所システムの運用を開始します。本

システムは、大規模災害時には、健康情報の管

理や避難者の救援品等の要望を収集できる機能

も実装しており、きめ細やかな支援につなげて

まいります。 

 そのほか、逃げ遅れゼロの実現に向けた取組

として、ウェブ版ハザードマップの情報を更新

し、本市の災害リスクや避難場所、河川情報等

の周知を行ってまいります。 

 さらに、自助・共助による地域防災力向上の

取組については、自主防災組織等の活動の活性

化を図るため、引き続き、講演会や研修会の開

催や訓練等の支援に取り組んでまいります。 

 今後とも、災害に強く、安全・安心なまちづ

くりに向け、各関係機関との連携・協力の下、

防災基盤・体制の充実に取り組んでまいりま

す。 

 以上、消防費の総括といたします。 

 詳細につきましては、豊田危機管理監から説

明いたします。よろしくお願いいたします。 

○総務企画部危機管理監（豊田正樹君） 皆さ
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ん、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り）総務企画部の豊田でございます。恐れ入り

ますが着座にて説明をさせていただきます。 

 議案第４号・令和６年度八代市一般会計予算

のうち、歳出の消防費分について説明させてい

ただきます。 

 それでは、一般会計予算書の９３ページをお

願いいたします。 

 下段の表になります。款８・消防費、項１・

消防費、目１・常備消防費として２３億４５９

万９０００円を計上しております。これは広域

行政事務組合負担金事業で、八代広域行政事務

組合消防本部通常消防負担金１８億１７９７万

２０００円、新開消防署の建設に係る負担金４

億８５６４万６０００円、坂本分署復旧に係る

負担金９２万９０００円、権限移譲事務負担金

５万２０００円となっております。 

 なお、前年度に比べ８８４９万４０００円の

減となっていますが、これは、令和５年度と６

年度にかけて建設する新開消防署の本体工事に

係る負担金の減が主な要因です。 

 特定財源として、権限移譲委託金など県支出

金２４万４０００円、合併特例債４億６２２０

万円、平成２８年熊本地震復興基金繰入金な

ど、その他の財源２４３５万４０００円があり

ます。 

 次に、目２・非常備消防費で２億６８５４万

８０００円を計上しております。前年度に比べ

３０８７万円の減となっておりますが、これ

は、前年度に比べ、消防団員数の減少による報

酬及び退職報償金の減、さらには小型ポンプ積

載車の更新台数が少ないことが主な要因です。 

 特定財源として、電源立地地域対策交付金及

び球磨川水系防災・減災ソフト対策等補助金の

県支出金、合計１１６３万６０００円、地方債

といたしまして、緊急防災・減災事業債２２９

０万円、消防団員退職報償金などのその他の財

源５２７１万９０００円となっております。 

 説明欄を御覧ください。 

 消防操法大会等事業１８９万７０００円は、

出初式のテント・椅子等の設置委託料３７万５

０００円、市操法大会及び県操法大会出場に係

る補助金８６万円が主なものでございます。 

 次の、消防団育成及び消防団員教育事業６４

５万８０００円は、消防団幹部先進地視察研修

旅費９４万８０００円、消防団７３分団の運営

補助金１９４万２０００円、団本部運営補助金

５３万２０００円、年末警戒補助金２３４万円

が主なものでございます。 

 次の消防団活動事業２億１５３７万１０００

円は、消防団員２１００名の報酬８１８６万６

０００円、退職報償金掛金４８００万円、退職

報償金５１６０万円、出動手当１８７０万円が

主なものです。 

 次の消防団整備事業４４８２万２０００円

は、備品購入費で、小型動力ポンプ積載普通車

２台１３００万円、軽自動車１台５５０万円、

小型動力ポンプ５台１２５０万円が主なもので

ございます。 

 ９４ページをお願いいたします。 

 次に、目３・消防施設費で２０６１万３００

０円を計上しております。これは、消防施設整

備事業で、日奈久山下町防火水槽設置工事９８

０万円、消火栓ホース格納箱購入１５０万円、

消火栓負担金６２２万３０００円が主なもので

ございます。前年度に比べ、４２２万２０００

円の減となっておりますが、これは水道局、八

代生活環境事務組合などへの消火栓の新設や工

事に係る負担金の減額が主な要因でございま

す。 

 特定財源は、地方債として緊急防災・減災事

業債９８０万円があります。 

 次に、目４・防災管理費で４億２９５５万４

０００円を計上しております。前年度に比べ４

４９０万１０００円の増となっておりますが、

これは、現在建設中の新開消防署の敷地内に整
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備する備蓄倉庫の新設工事が主な要因でござい

ます。 

 特定財源は、国庫支出金である防災・安全交

付金と県支出金である球磨川水系防災・減災ソ

フト対策等補助金の合計３８３６万８０００

円、地方債といたしまして、緊急防災・減災事

業債が３億４９３０万円、その他の財源といた

しまして、平成２８年度熊本地震復興基金繰入

金及び地域福祉基金繰入金で、合計５３８万２

０００円となっております。 

 説明欄の上から２つ目、防災行政情報通信シ

ステム管理運営事業１６０８万４０００円は、

システム運用保守業務委託料１０１２万円、電

話回線使用料３７３万５０００円が主なもので

ございます。 

 次の防災訓練事業１６０万８０００円は、総

合防災訓練会場のテント・椅子や訓練用仮設堤

防・倒壊家屋の設置委託１４３万７０００円が

主なものでございます。 

 次の、防災対策事業２０７３万５０００円

は、令和６年度から運用を予定しておりますス

マート避難所システムの保守業務委託３４０万

８０００円、衛星無線設備の更新に係る負担金

６４３万円、本庁舎への衛星携帯電話用屋外ア

ンテナの設置工事２１３万４０００円、ＷＥＢ

版ハザードマップ更新業務委託１７８万２００

０円が主なものでございます。 

 次の、避難行動要支援者関係事業の健康福祉

政策課３４万７０００円は、高齢者や障害者の

方など、災害時の避難において支援を必要とす

る方の名簿でございます避難行動要支援者名簿

の作成・管理を行う経費でございます。また、

危機管理課４６万２０００円は、避難行動要支

援者システムの保守費用でございます。 

 次の、災害時用備蓄資材整備事業６８１１万

円は、食料や飲料水などの備蓄品購入５５０万

円、新開町備蓄倉庫新築工事６２５０万円が主

なものでございます。 

 説明欄最後の避難所等設備整備事業３億１８

７６万２０００円は、学校施設体育館への空調

設備工事として、令和６年度実施予定６校分、

３億１００万円、令和７年度工事予定６校分の

実施設計委託１７１０万円が主なものでござい

ます。 

 以上で、消防費の説明を終わります。御審議

よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（山本敬晃君） 部長の所見であったと

ころで、限定活動団員の数、増加傾向にあるの

かというところも含めて教えていただきたいで

す。数年分ぐらい。 

○理事兼危機管理課長（増田智郁君） こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）危機管

理課、増田でございます。 

 山本委員さんお尋ねの限定活動団員でござい

ますが、実情といたしまして６８名いらっしゃ

います。詳細につきましては、八代方面隊が５

名、坂本方面隊が５６名、泉方面隊が７名の６

８名ということでございます。 

 増加傾向にあるのかということでございます

が、八代市――行政といたしましては、先日も

団本部会議を行いましたが、全体的に限定活動

団員以外の通常の団員さんも減少しているとい

う状況でございますので、退団される際は、限

定活動団員をそれぞれの方面隊でも加入いただ

くようにですね、推奨してくださいという御協

力依頼を先日も行っておりますので、これから

限定活動団員さんも増えるのではなかろうかと

いうようなところで見込んでいるところでござ

います。 

 以上でございます。 

○委員（山本敬晃君） 限定活動団員さんとい

うのは、もうずっと消防団されてたけども御高

齢とかで退団をされる方の中で、限定で残って
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いただける方に対してお勧めされているってこ

とですか。 

○理事兼危機管理課長（増田智郁君） 限定活

動団員さんということで、限定活動ということ

でございますので、通常の団員さんと違うとこ

ろで申し上げますと、年額報酬等はございませ

んので、その事案が生じたときに活動していた

だくということでございますので、年齢は関係

なく退団された方、もしくはその限定的に活動

したいという方がいらっしゃった場合は御加入

いただいて、消防力の強化に努めていただくと

いう趣旨でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

 ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４号・令和６年度八代市一般会計予算

中、当委員会関係分については、原案のとおり

決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後２時５４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時５５分 本会） 

◎議案第４４号・令和６年度八代市一般会計補

正予算・第１号（関係分） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４４号・令和６年度八代市一般

会計補正予算・第１号中、当委員会関係分を議

題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳入等及び歳出の第２款・総務費

について、財務部から説明願います。 

○財務部長（谷脇信博君） お疲れ様でござい

ます。 

 議案第４４号・令和６年度八代市一般会計補

正予算・第１号の関係分につきまして、岩瀬財

務部次長より説明いたさせます。よろしくお願

いいたします。 

○財務部次長（岩瀬隆敏君） 財務部、岩瀬で

ございます。再びよろしくお願いいたします。

失礼しまして着座にて説明いたします。 

 それでは、お手元のタブレットにて、議案第

４４号・令和６年度八代市一般会計補正予算・

第１号をお願いいたします。 

 これは、国の総合経済対策における措置とし

て、令和６年度税制改正による所得税・個人住

民税の定額減税を実施し、併せて、物価高騰の

影響の大きい低所得世帯の支援として、令和６

年度において、新たな住民税非課税及び均等割

のみ課税世帯等への給付及びこども加算の給

付、さらに、減税しきれなかった差額の調整給

付、この一連の給付を実施するため、事業取扱

いの詳細を捕捉した後、速やかにその効果を発

揮できるよう、早急に着手するためお願いする

ものでございます。 

 １ページをお願いします。 

 まず、第１条、歳入歳出予算の総額でござい

ますが、歳入歳出それぞれ１３億５９００万円

を追加し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ６

８０億７５３０万円としております。 

 続きまして、総務委員会付託分について説明

いたします。 

 ６ページをお願いします。 

 まず、歳入でございます。 

 上段の表、款１・市税、項１・市民税、目

１・個人、節１・現年課税分の所得割は５億８

５００万円の減としております。これは１人当

たり、令和６年分の所得税３万円、個人住民税
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１万円、合わせて４万円の定額減税の中で、個

人住民税１万円のうち、県税分を除く市税分６

０００円について、納税義務者及び被扶養者、

合わせて９万７５００人分を減額するものでご

ざいます。 

 次に、中段の表、款１０、項１・地方特例交

付金、目１、節１・減収補てん特例交付金の定

額減税減収補てん特例交付金は５億８５００万

円を追加しております。これは、市税減税分と

同額が国から補填されるものでございます。 

 次に、下段の表、款１１、項１、目１、節

１・地方交付税は、１０４万３０００円を追加

しております。これは、今回の補正に係る一般

財源でございます。 

 ７ページをお願いします。 

 款１５・国庫支出金、項２・国庫補助金、目

１・総務費国庫補助金、節１・総務管理費補助

金の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金

は１３億５７９５万７０００円を追加しており

ます。これは、先ほどの一連の給付である新た

な住民税非課税及び均等割のみの世帯等への給

付及びこども加算の給付、減税しきれなかった

差額の調整給付、それぞれに要する経費に係る

交付金でございます。 

 これらの給付に係る事業の歳出予算の内容に

つきましては、それぞれ付託された委員会で審

査されておりますが、参考までに申しますと、

新たな非課税及び均等割のみ課税世帯等への給

付については、１世帯当たり１０万円を給付す

るもので、基準日における対象世帯を２４００

世帯と見込み、事務費と合わせ２億４９５６万

１０００円、また、こども加算の給付について

は、同世帯のうち、１８歳以下の子供１人当た

り５万円を給付するもので、対象を６７０人と

見込み、事務費と合わせ、３６７０万５０００

円、さらに、調整給付については、減税しきれ

なかった差額を調整給付する分として、対象者

を５万１５００人と見込み、事務費と合わせ、

１０億５７９５万円を給付するものでございま

す。 

 以上が歳入でございます。 

 続いて、歳出のうち、総務費を説明いたしま

す。 

 ８ページをお願いします。 

 上段の表、款２・総務費、項１・総務管理

費、目１・一般管理費では、節１２・委託料で

１０４万３０００円を追加しております。これ

は定額減税に対応するための職員給与システム

の改修に要する経費でございます。 

 次に、下段の表、項２・徴税費、目２・賦課

徴収費は１３７４万１０００円を追加しており

ます。これは、定額減税において、減税額を算

出するため、節１・報酬から節８・旅費まで

は、会計年度任用職員の人件費や時間外手当な

ど、節１０・需用費２７９万３０００円は、通

知等の印刷製本費など、節１２・委託料２００

万円は、税務関係のシステムの改修分でござい

ます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４４号・令和６年度八代市一般会計補

正予算・第１号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本
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案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後３時０３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時０４分 本会） 

◎議案第８号・令和６年度八代市ケーブルテレ

ビ事業特別会計予算 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第８号・令和６年度八代市ケーブ

ルテレビ事業特別会計予算を議題とし、説明を

求めます。 

○総務企画部長（濱田浩介君） 皆さん、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）総務

企画部の濱田でございます。よろしくお願いい

たします。着座にて説明させていただきます。 

 それでは、議案第８号・令和６年度八代市ケ

ーブルテレビ事業特別会計予算につきまして、

総括を申し上げます。 

 本市のケーブルテレビ事業は、坂本・東陽・

泉地域におけるテレビの難視聴対策及び地域間

の情報格差是正を目的に、平成１６年度から平

成１８年度にかけて順次整備を行い、令和６年

度で、サービス開始から２１年目を迎えます。 

 まず、地域間の情報格差是正につきまして

は、令和元年度から進めてまいりました光ブロ

ードバンドの整備が令和４年度末に完了し、こ

の結果、市内全域で民間事業者による超高速イ

ンターネットを利用できる環境が整い、地域間

の情報格差が解消されております。 

 次に、テレビの難視聴対策でございますが、

現在、市が実施しているケーブルテレビ事業に

つきましては、令和８年度末までに、光回線を

活用した民間のテレビ放送サービスへ移行し、

事業を終了することとしております。 

 このことにつきましては、本年２月に、対象

となる坂本・東陽・泉地域へ、市報折り込みに

よる情報提供を行うとともに、地域ごとに住民

説明会を開催し、事業内容の説明や疑問点など

にお答えし、御理解をいただいているところで

ございます。 

 今後も引き続き、地域住民の皆様へ丁寧に説

明を行いながら、移行のための事業を着実に進

めてまいります。 

 以上、総括といたします。 

 詳細につきましては、田中デジタル推進課長

から説明させていただきます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

○デジタル推進課長（田中博之君） 皆様、こ

んにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）デ

ジタル推進課、田中でございます。 

 ただいま、総務企画部長から総括の説明があ

りましたが、私から予算の内容のほうをです

ね、説明させていただきます。よろしくお願い

いたします。失礼して着座にて説明をさせてい

ただきます。 

 それでは、令和６年度八代市ケーブルテレビ

特別会計予算書の１ページをお願いいたしま

す。 

 議案第８号・令和６年度八代市ケーブルテレ

ビ事業特別会計予算でございます。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出

それぞれ６０５６万５０００円と定めておりま

す。 

 次に、歳入から順に説明をさせていただきま

す。 

 ５ページをお願いいたします。 

 ２、歳入、款１・財産収入、項１・財産運用

収入、目１・財産貸付収入、節１・土地建物貸

付収入の６９万９０００円は、携帯電話事業者

に対し、携帯電話基地局用に伝送路の一部を貸

し付けているものでございます。 

 次の款２・繰入金、項１、目１、節１・一般

会計繰入金では、３９２６万７０００円を計上

しております。 

 次の款３・繰越金の項１、目１・繰越金に１

０００円を計上しております。 
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 続きまして、６ページをお願いいたします。 

 款４・諸収入の項１、目１・雑入の２０５９

万８０００円は、坂本地域におけるケーブルテ

レビ伝送路の支障移転に対する国の補償金でご

ざいます。 

 引き続き、歳出について説明をいたします。 

 ３、歳出、款１、項１・ケーブルテレビ事業

費、目１・一般管理費の５万７０００円は、ケ

ーブルテレビ事務事業で、放送番組審議会の開

催経費等でございます。 

 次の目２・施設維持管理費の節１０・需用費

６００万円は設備、機器及び伝送路等の修繕

費、節１１・役務費の１２万５０００円は光回

線の使用料、節１２・委託料の２２００万８０

００円は指定管理者であるテレビやつしろ株式

会社への指定管理委託料でございます。 

 次の目３・施設整備費の節１０・需用費２０

５９万８０００円は、坂本地域において、国が

実施する宅地や道路のかさ上げ工事に伴うケー

ブルテレビ伝送路の支障移転に係る費用でござ

います。こちらは国の補償を全額財源としてお

ります。 

 次に、款２、項１・公債費の目１・元金１１

５７万８０００円、目２・利子１９万９０００

円は、平成２６年度通信関連機器の更改に係る

施設整備事業債、平成２７年度台風１５号に伴

う災害復旧事業債、及び令和２年７月豪雨に伴

う災害復旧事業債の償還に係るものでございま

す。 

 以上で、説明を終わります。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第８号・令和６年度八代市ケーブルテレ

ビ事業特別会計予算については、原案のとおり

決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後３時１０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時１１分 本会） 

◎議案第１５号・専決処分の報告及びその承認

について（令和５年度八代市一般会計補正予

算・第１０号（関係分）） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、事件議案の審査に入ります。 

 まず、議案第１５号・令和５年度八代市一般

会計補正予算・第１０号中、当委員会関係分に

係る専決処分の報告及びその承認についてを議

題とし、説明を求めます。 

○財務部長（谷脇信博君） お世話になりま

す。 

 議案第１５号・専決処分の報告及びその承認

についての令和５年度八代市一般会計補正予

算・第１０号の関係分につきまして、岩瀬財務

部次長より説明いたさせます。よろしくお願い

いたします。 

○財務部次長（岩瀬隆敏君） 財務部、岩瀬で

ございます。よろしくお願いいたします。失礼

しまして着座にて説明いたします。 

 それでは、お手元のタブレットにて、議案書

の１ページをお願いいたします。 

 議案第１５号・専決処分の報告及びその承認

についてでございます。 

 ２ページをお願いします。 

 専決第１号・令和５年度八代市一般会計補正



 

－49－

予算・第１０号ですが、内容は物価高騰による

家計への影響が大きい低所得世帯等を引き続き

支援するため、速やかに給付金を支給できるよ

う、本年１月２３日付で専決処分を行ったもの

でございます。 

 それでは、５ページをお願いします。 

 第１条、歳入歳出予算の総額でございます

が、歳入歳出それぞれ５億５０８０万円を追加

し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ６７８億

８９１０万円としております。 

 また、第２条で繰越明許費の補正をお願いし

ておりますが、内容につきましては、７ページ

をお願いします。 

 第２表、繰越明許費補正でございますが、款

３・民生費のうち、項１・社会福祉費の物価高

騰重点支援給付金給付事業（均等割世帯）３億

９６６４万２０００円及び項２・児童福祉費の

物価高騰重点支援給付金給付事業（こども加

算）１億５４１５万８０００円をそれぞれ設定

しておりますが、いずれも本年度内の完了が見

込めないことから、事業費全額について繰越明

許費の設定を行っております。 

 それでは、総務委員会付託分について、歳入

のみとなりますが説明いたします。 

 １１ページをお願いします。 

 款１５・国庫支出金、項２・国庫補助金、目

１・総務費国庫補助金、節１・総務管理費補助

金で、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付

金５億５０８０万円を追加しております。これ

は、物価高騰による家計への影響が大きい住民

税均等割のみ課税される、低所得世帯等に対す

る１世帯当たり１０万円の物価高騰重点支援給

付金として、令和５年１２月１日現在で、対象

となる３９００世帯の支給分に、事務費を合わ

せ、３億９６６４万２０００円、並びに、住民

税非課税、及び住民税均等割のみ課税される低

所得の子育て世帯に対する１８歳以下の子供１

人当たり５万円の給付金として、令和５年１２

月１日現在で、対象となる子供３０００人分の

支給分に、事務費を合わせ、１億５４１５万８

０００円のそれぞれに要する経費に係る国の補

助金でございます。 

 以上で説明を終わります。御承認のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） それでは、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１５号・令和５年度八代市一般会計補

正予算・第１０号中、当委員会関係分に係る専

決処分の報告及びその承認については、承認す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は承認されました。 

                             

◎議案第１６号・専決処分の報告及びその承認

について（令和５年度八代市一般会計補正予

算・第１１号（関係分）） 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１６

号・令和５年度八代市一般会計補正予算・第１

１号中、当委員会関係分に係る専決処分の報告

及びその承認についてを議題とし、説明を求め

ます。 

○財務部長（谷脇信博君） 改めまして、財務

部、谷脇でございます。 

 議案第１６号・専決処分の報告及びその承認

について、令和５年度八代市一般会計補正予

算・第１１号の関係分につきまして、岩瀬財務

次長より説明いたさせます。よろしくお願いい
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たします。 

○財務部次長（岩瀬隆敏君） 財務部、岩瀬で

ございます。引き続きよろしくお願いいたしま

す。失礼しまして着座にて説明いたします。 

 それでは、お手元のタブレットにて、議案書

の１７ページをお願いいたします。 

 議案第１６号・専決処分の報告及びその承認

についてでございます。 

 １８ページをお願いします。 

 専決第２号・令和５年度八代市一般会計補正

予算・第１１号ですが、これは、令和６年能登

半島地震の被災地に対する支援について、本年

１月２６日付で専決処分を行ったものでござい

ます。 

 それでは、２１ページをお願いします。 

 第１条、歳入歳出予算の総額でございます

が、歳入歳出それぞれ４７７０万円を追加し、

補正後の総額を歳入歳出それぞれ６７９億３６

８０万円としております。 

 また、第２条で、繰越明許費の補正をお願い

しておりますが、内容につきましては、２３ペ

ージをお願いします。 

 第２表、繰越明許費補正でございますが、表

の上から、款２・総務費、項１・総務管理費の

令和６年能登半島地震支援事業（職員派遣）３

４０万円は、本市職員をチーム熊本の一員とし

て、被災地へ派遣いたしますが、派遣の日程が

定まらない部分が多いことから、派遣に要する

経費の半額が翌年度に必要になるものと見込

み、設定しております。 

 また、次の、款５・農林水産業費、項１・農

業費の令和６年能登半島地震支援事業（置き

畳）１７９万４０００円は、今回の地震の被害

に遭われた被災者に向けまして、避難所生活や

仮設住宅での生活に少しでもお役立ていただけ

るよう、半畳タイプの置き畳の製作や現地まで

の運搬料などの経費４０１９万４０００円のう

ち、被災地で職員が配布するなど、その他の経

費分を設定しております。 

 なお、この置き畳は、氷川町と連携し、八代

地域農業協同組合の協力の下、本市が３６００

枚、氷川町が１８００枚、合計５４００枚を予

定しております。 

 それでは、総務委員会付託分について説明い

たします。 

 ２７ページをお願いいたします。 

 まず、歳入ですが、上段の表、款１１、項

１、目１、節１・地方交付税では、４７７０万

円を追加しておりまして、今回の補正予算の一

般財源でございます。 

 次に、歳出ですが、中段の表になります。款

２・総務費、項１・総務管理費、目１・一般管

理費では、７５０万６０００円を追加しており

ます。内訳としまして、説明欄の１つ目、令和

６年能登半島地震支援事業（職員派遣）６８０

万円は、総務省の応急対策職員派遣制度によ

り、チーム熊本の一員として被災地に派遣する

本市職員２０人分の旅費及び時間外手当でござ

います。 

 また、説明欄２つ目、令和６年能登半島地震

支援事業（物資支援）７０万６０００円は、被

災地に対して、本市が所有する衣類や生活用品

などの備蓄資材を提供するための運搬料でござ

いまして、受入れ側の準備が整い次第、搬送を

予定しております。 

 以上で説明を終わります。御承認のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより
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採決いたします。 

 議案第１６号・令和５年度八代市一般会計補

正予算・第１１号中、当委員会関係分に係る専

決処分の報告及びその承認については、承認す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は承認されました。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後３時２２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時２３分 本会） 

◎議案第１７号・専決処分の報告及びその承認

について（八代市名誉市民の推挙について） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１７号・八代市名誉市民の推挙

についてに係る専決処分の報告及びその承認に

ついてを議題とし、説明を求めます。 

○市長公室長（沖田良三君） 市長公室の沖田

でございます。 

 それでは、本日、総務委員会に付託されまし

た事件議案のうち、専決に係る議案第１７号・

八代市名誉市民の推挙について、鋤田次長が御

説明いたしますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

○市長公室次長（鋤田敦信君） 市長公室の鋤

田でございます。よろしくお願いいたします。

失礼して着座にて説明をさせていただきます。 

 議案第１７号・専決処分の報告及びその承認

について御説明をいたします。 

 議案書３１ページからとなります。 

 故・八代亜紀さんを八代市名誉市民に推挙す

ることの専決処分でございます。 

 まず、八代市名誉市民の概要としましては、

条例では、本市に居住する者、もしくは本市に

縁故の深い者で、学術、技芸、産業及び公共の

福祉の増進等、広く文化の興隆に貢献し、また

は、地方自治の進展の功労者として、その功績

が顕著で、市民が郷土の誇りとして深く尊敬に

値すると認められる者に対して、八代市名誉市

民の称号を贈ると規定をされており、故人にも

追贈することができるとなっております。 

 それでは、３２ページの専決第３号を御覧く

ださい。 

 推挙者氏名は、八代亜紀さん、本名は橋本明

代さんでございます。 

 御経歴及び御功績でございますけれども、

故・八代亜紀さんは、昭和４６年に歌手として

デビューされ、昭和５５年には日本レコード大

賞を受賞するなど、日本を代表する歌手として

大成功を収められました。 

 絵画にも造詣が深く、フランスの由緒ある

ル・サロン展に５年連続入選し、永久会員とな

るなど、画家としても活躍をされております。 

 また、九州国際スリーデーマーチでの絵画展

やミニライブをはじめ、八代くま川祭り総踊り

への楽曲提供や八代よかとこ大使として、多方

面に本市の魅力を発信していただきました。 

 さらに、社会貢献活動にも熱心であり、熊本

地震や令和２年７月豪雨災害では、被災地での

無料コンサートや仮設住宅訪問などにより、被

災者の皆様に勇気と元気を届けていただきまし

た。 

 以上のように、八代さんのこれまでの御功績

は大変顕著であり、市民の皆様が、ふるさとの

誇りとして深く尊敬に値することから、八代市

名誉市民の称号をお贈りすることとさせていた

だいたものでございます。 

 なお、本来であれば、名誉市民につきまして

は、市長が市議会にお諮りをした上で推挙する

こととなっておりますけれども、熊本県でも県

民栄誉賞の授与について進められていたことか

ら、県と同日で授与するため、専決処分にて推

挙をさせていただいたところでございます。 

 以上が、専決処分に至った理由でございま

す。 
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 なお、２月２９日に開催いたしました八代亜

紀さんお別れの会におきまして、所属事務所で

あった株式会社ミリオン企画の大野誠代表取締

役に、八代市名誉市民証を贈呈させていただい

ております。 

 説明は以上でございます。御承認のほど、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（山本敬晃君） すいません、八代市市

民栄誉賞と八代市名誉市民の違いについてをち

ょっとお聞きしたいというところと、あと、こ

の八代市名誉市民に今までどういった方がなら

れているのかというところをお聞かせいただけ

ればと思います。 

○秘書広報課長（浅川公利君） 秘書広報課の

浅川でございます。 

 市民栄誉賞と名誉市民の違いでございます

が、市民栄誉賞につきましては、スポーツ、文

化等の分野で輝かしい成績だったり活躍をされ

た方で表彰に値する方ということで、名誉市民

に関しましては、今、次長のほうからも御説明

がありましたが、学術、技芸、産業、かなり広

い分野で公共の福祉に貢献された方ということ

での違いがございます。 

 今までの名誉市民の受賞者に関しましては、

御説明でもあったかと思いますが、新市になり

ましてからは、今回、八代亜紀さんが初めてで

ございます。例えば、旧市でございますと、か

なり古うございますが、全部で５名いらっしゃ

います。お名前を申しますと、伊豆富人さん―

―これは熊日新聞の初代社長、創設者の方であ

りまして、あと坂田道男さん、宮崎松記さん、

これはアジア救らいの父と言われた方ですね。

元市長の岩尾豊さん、それから坂田道太さんの

５名でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） ほかはありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１７号・八代市名誉市民の推挙につい

てに係る専決処分の報告及びその承認について

は、承認するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は承認されました。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後３時２９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時２９分 本会） 

◎議案第２１号・八代市会計年度任用職員の給

与等に関する条例の一部改正について 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、条例議案の審査に入ります。 

 まず、議案第２１号・八代市会計年度任用職

員の給与等に関する条例の一部改正についてを

議題とし、説明を求めます。 

○人事課長（松本康祐君） 人事課、松本でご

ざいます。よろしくお願いいたします。着座に

て説明をさせていただきます。 

 議案書は４１ページからになります。 

 また、議案書と別に配付しております資料、

右肩に議案第２１号関係資料と記載されている

ものも用いて説明をいたします。 

 まず、１、改正の趣旨でございますが、地方

自治法の改正により、会計年度任用職員が令和

６年度から勤勉手当の支給対象となったことか

ら、支給に当たっての必要な条例の改正を行う

ものでございます。 
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 次に、２、改正の概要を説明させていただき

ます。まず、（１）八代市会計年度任用職員の

給与等に関する条例の一部改正についてです

が、６月１日及び１２月１日を基準日として、

任期の定めが６月以上のものに対して勤勉手当

を支給できるよう改正を行うものです。 

 なお、支給月数については、常勤職員と同じ

く、６月期、１２月期ともに１.０２５月での

支給とし、年間２.０５月の支給となります。 

 次に、（２）八代市職員の育児休業等に関す

る条例の一部改正についてですが、こちらは、

育児休業を取得している会計年度任用職員につ

いても、常勤職員と同様に、勤務期間に応じ

て、勤勉手当の支給ができるよう改正をするも

のでございます。 

 最後に、３、施行期日につきましては、令和

６年４月１日からの施行としております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（山本敬晃君） すいません、会計年度

任用職員の方で、今まで育児休業を取得された

方ってどんくらいいらっしゃるんですか。 

○人事課長（松本康祐君） 大変申し訳ありま

せん。今、手元に資料がないものですから、ま

た後でですね、ちょっと数のほうを……。（委

員山本敬晃君「後で答弁いただくということ

で、分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（山本敬晃君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２１号・八代市会計年度任用職員の給

与等に関する条例の一部改正については、原案

のとおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案どおり可決されました。 

                              

◎議案第２３号・八代市長等の給与に関する条

例の一部改正について 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第２３

号・八代市長等の給与に関する条例の一部改正

についてを議題とし、説明を求めます。 

○人事課長（松本康祐君） 引き続き、着座に

て説明させていただきます。 

 議案書は４７ページからになりますが、議案

書と別に配付しております議案第２３号関係資

料を使って説明いたします。 

 まず、１、改正の趣旨でございますが、八代

市特別職報酬等審議会の答申に基づきまして、

市長等の特別職の給与月額を改定するに当た

り、必要な改正を行うものでございます。 

 このたび、市長の諮問に基づき、令和５年１

０月から１１月にかけて審議会が開催され、令

和６年１月に答申が行われました。審議会にお

いては、新型コロナウイルスの５類感染症移行

による社会経済情勢の変化等を踏まえるととも

に、市税の推移や新庁舎建設の影響を含めた中

期的な財政の見直し等の面からの調査・審議を

行った結果、令和３年４月から一律３％を減額

している特別職報酬等の額を、令和３年度の減

額前の水準に戻すべきであるとの結論に達して

おります。 

 本答申については、審議会で十分慎重に検討

されたものであり、その答申内容は尊重すべき

ものであるとの判断から、答申のとおりの改定

としております。 
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 次に、２、改正の内容でございますが、市長

につきましては、現行の月額８９万７０００円

を２万８０００円引き上げ９２万５０００円

に、副市長につきましては、現行の月額７２万

１０００円を２万３０００円引き上げ７４万４

０００円に、教育長につきましては、現行の月

額６５万３０００円を２万１０００円引き上げ

６７万４０００円に、監査委員につきまして

は、現行の月額４９万円を１万６０００円引き

上げ５０万６０００円に改定をお願いするもの

でございます。 

 最後に、３、施行期日につきましては、令和

６年４月１日からの施行としております。 

 説明は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、意見があ

りましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２３号・八代市長等の給与に関する条

例の一部改正については、原案のとおり決する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第２４号・組織機構改革に伴う関係条例

の整理に関する条例の制定について 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第２４

号・組織機構改革に伴う関係条例の整理に関す

る条例の制定についてを議題とし、説明を求め

ます。 

○人事課長（松本康祐君） 引き続き、着座に

て説明をさせていただきます。 

 議案書は４９ページからになりますが、議案

書と別に配付しております資料、右肩に議案第

２４号関係資料、組織機構改革に伴う関係条例

の整理に関する条例の制定について及び令和６

年度組織機構再編の概要を用いて説明いたしま

す。 

 まず、１、改正の趣旨につきましては、令和

６年度の組織機構改革のうち、現行の市民活動

政策課交通防犯係を総務企画部危機管理課に移

管するものについて、関係規定の所要の改正を

行うものでございます。 

 組織再編の内容については、別資料、令和６

年度組織機構再編の概要の３ページ目の３、そ

の他（係の新設等）のうち、３の①交通防犯係

の移管を御覧ください。 

 内容としましては、消防、自衛隊、警察から

の市窓口を危機管理課に一元化し、保安関係業

務に係る関係機関との連携を強化するため、交

通安全及び防犯に関する事務を市民活動政策課

から危機管理課へ移管するものでございます。 

 恐れ入りますが、すいません、資料について

は、条例の制定についてにお戻りください。 

 次に、２、改正の内容ですが、交通防犯係の

移管に伴い、八代市部設置条例におきまして、

市民環境部が所管する交通安全及び防犯に関す

ることを総務企画部の所管へと変更するもので

ございます。 

 また、事務の移管に伴いまして、交通安全及

び防犯に関する会議・協議会としまして、八代

市交通安全対策会議、八代市生活安全推進協議

会の庶務所管課を市民活動政策課から危機管理

課へ変更とするものでございます。 

 最後に、施行期日につきましては、令和６年

４月１日からの施行としております。 

 以上が条例の制定に係る内容でございます。 

 続きまして、ここからは条例の改正に関わる

ものではございませんが、令和６年度の組織再
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編全体に関しまして、併せて説明させていただ

きます。 

 資料、令和６年度組織機構再編の概要を御覧

ください。 

 令和６年度の組織再編につきましては、新た

な行政課題や市民ニーズに対応するとともに、

効率的かつ効果的な組織機構を構築するため、

課の新設、移管等を予定しております。 

 まず、総務企画部におきまして、１、地域政

策課の新設を行います。この地域政策課の新設

につきましては、人口減少を背景とする課題の

克服に向けて、移住・定住促進施策、買物弱者

対策、公共交通政策に係る体制を強化するため

新たに設置するものです。 

 また、これに併せて、企画政策課におきまし

ては、総合計画や地方創生等の全庁的な調整等

の業務を企画調整係に一元化することにより業

務効率化を図るとともに、特命事項を推進する

体制の強化として、政策推進係に再編するもの

でございます。 

 次に、経済文化交流部におきまして、概要の

２ページにありますですね、２、商工・港湾振

興課、観光・クルーズ振興課、イベント推進課

の３課再編を行います。 

 この再編につきましては、八代港振興に係る

機能を集約して、港湾・クルーズ振興課を新た

に設置するものです。 

 これに伴い、商工部門におきましては、課名

を商工政策課に改称するとともに、雇用創出及

び企業誘致に係る推進体制を強化するため、雇

用創出係及び企業立地推進係を設置するもので

す。 

 また、観光部門におきましては、課名を観光

振興課に改称するとともに、イベント推進課を

係として、観光振興課内に統合しております。 

 課の再編については以上でございますが、次

のページ、３、その他（係の新設等）につい

て、３の②から説明いたします。 

 市民環境部におきましては、３、②ゼロカー

ボン推進係の新設を行います。 

 この再編につきましては、ゼロカーボンシテ

ィの実現に向け、脱炭素をはじめとした環境政

策の推進体制の充実・強化を図るため、環境課

に新たにゼロカーボン推進係を設置するもので

す。 

 次の４ページ目、３の③、こども家庭センタ

ーの新設を行います。 

 この再編につきましては、児童福祉法等の一

部を改正する法律の施行に基づき、母子保健と

児童福祉の機能の連携を強化し、全ての妊産

婦、子育て世代、子供への一体的な相談支援を

行うため、健康福祉部に新たにこども家庭セン

ターを設置するものです。 

 ５ページに行きます。 

 次に、３の④下水道建設課における維持管理

係の新設、下水道総務課における水洗化促進係

の廃止を行います。 

 この再編につきましては、公共下水道、農業

集落排水及び公共浄化槽の施設の維持管理業務

を一元化することにより、業務効率化を図るた

め、２課の間で係を再編するものでございま

す。 

 次に、３の⑤未来の学校づくり推進室の新設

を行います。 

 この再編につきましては、第２次学校再編基

本計画の策定に専門的に取り組むため、教育部

に新たに設置するものでございます。 

 以上、組織再編全体の説明とさせていただき

ます。 

 御審議については、これらのうち、最初に申

しました交通防犯係の移管に係る再編に伴い、

関係条例の所要の改正を行うものでございま

す。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 
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（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２４号・組織機構改革に伴う関係条例

の整理に関する条例の制定については、原案の

とおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後３時４５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時４６分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 執行部より発言の申出があっておりますの

で、これを許可します。 

○人事課長（松本康祐君） 失礼します。先ほ

どのですね、議案第２１号・八代市会計年度任

用職員の給与等に関する条例の一部改正の中

で、山本敬晃委員のほうから、会計年度任用職

員の育児休業取得者は何人か分かるかというふ

うなお話がありました。すいません、今になり

ましたけれども、回答させていただきます。 

 令和４年度が３人、令和４年度から５年度に

わたっている人が１人、令和５年度が５人とい

うふうになっております。 

 以上です。 

                              

◎議案第２５号・八代市水道事業の設置等に関

する条例等の一部改正について 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第２５

号・八代市水道事業の設置等に関する条例等の

一部改正についてを議題とし、説明を求めま

す。 

○文書統計課長（福田裕之君） 皆さん、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）文書

統計課の福田でございます。よろしくお願いい

たします。失礼して着座にて説明をさせていた

だきます。 

 議案第２５号・八代市水道事業の設置等に関

する条例等の一部改正について御説明いたしま

す。 

 議案書は５１ページから５２ページでござい

ますが、別に配付しております、右肩に令和６

年３月定例会総務委員会資料（文書統計課）と

記載されている資料により御説明をいたしま

す。 

 今回の改正は、地方自治法の一部が改正され

たことに伴い、３本の条例、水道事業の設置等

に関する条例、下水道事業の設置等に関する条

例、また、簡易水道事業の設置等に関する条

例、これら３本の条例に引用する地方自治法の

条項の整理を行うものです。 

 資料の中ほどから記載しておりますように、

地方自治法における公金事務の私人への委託に

関する制度の見直しにより、同法への条項の追

加がなされ、条例中に引用する条項にずれが生

じたため、これを整理するために改正するもの

でありまして、改正する３本の条例の内容に変

更を生じるものではございません。 

 なお、施行期日は、地方自治法の改正日と同

日の令和６年４月１日としております。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２５号・八代市水道事業の設置等に関

する条例等の一部改正については、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後３時４９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５０分 本会） 

◎議案第２６号・八代市有線テレビジョン放送

施設等条例の一部改正について 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第２６号・八代市有線テレビジョ

ン放送施設等条例の一部改正についてを議題と

し、説明を求めます。 

○デジタル推進課長（田中博之君） デジタル

推進課、田中でございます。よろしくお願いい

たします。失礼して座って説明をさせていただ

きます。 

 それでは、議案第２６号・八代市有線テレビ

ジョン放送施設等条例の一部を改正する条例に

ついて説明させていただきます。 

 議案書は５３ページ以降になりますが、主に

別資料で、右肩に、議案第２６号関係と記載の

資料のほうで説明をさせていただきます。 

 まず、１ページ目、１、改正の趣旨でござい

ます。 

 令和５年３月定例会の所管事務調査で報告し

ておりますとおり、令和３年６月に東陽・泉地

域、令和５年３月には坂本地域において、光ブ

ロードバンドの整備が完了し、民間のインター

ネットサービスが利用可能となったことから、

令和６年３月末をもって、本市が提供しており

ますケーブルテレビによるインターネット接続

サービスを終了することにしております。 

 これに伴い、本条例のインターネット利用に

関する規定について削除する改正を行うもので

ございます。 

 次に、２、改正内容について、新旧対照表を

用いて、主な内容を御説明いたします。 

 まず、第２条に関しましては、第１１号を削

り、第１２号を第１１号に変更し、第１３号か

ら第１８号までを１号ずつ繰上げております。 

 次に、第７条に関しては、第２号中の音声告

知端末機、ケーブルモデムを音声告知端末機に

改めております。 

 次に、別紙第３に関しましては、１、ケーブ

ルテレビ利用料をケーブルテレビ利用料と改

め、２にありましたインターネット利用料の表

のほうをですね、削除しております。 

 次に、別紙第４の減免額の欄で、追加利用料

金並びにインターネット利用料の基本利用料金

及び追加利用料金を、追加利用料金に改めてお

ります。 

 最後に、３、施行日は、令和６年４月１日と

しております。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２６号・八代市有線テレビジョン放送

施設等条例の一部改正については、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本
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案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後３時５３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５３分 本会） 

◎議案第２７号・八代市東陽町河俣集会所条例

の廃止について 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第２７号・八代市東陽町河俣集会

所条例の廃止についてを議題とし、説明を求め

ます。 

○東陽支所地域振興課長（大谷栄樹君） 東陽

支所地域振興課の大谷でございます。よろしく

お願いいたします。恐れ入りますが着座にて説

明させていただきます。 

 それでは、議案第２７号・八代市東陽町河俣

集会所条例の廃止について説明いたします。 

 議案書は５５ページをお願いします。 

 また、詳細につきましては別添、右肩に令和

６年３月１８日、総務委員会、議案第２７号関

係資料、東陽支所地域振興課と記載された資料

を使って説明をさせていただきます。 

 まず、１、廃止の趣旨でございますが、八代

市東陽町河俣集会所は、昭和３４年に建設さ

れ、築後６５年が経過し老朽化が進んでおり、

耐震基準を満たしておらず、施設の今後の在り

方について地元との協議を重ね、令和５年１

月、河俣阿蘇神社氏子、河俣地区区長の総意と

して全部撤去との結論に至ったため、施設撤去

に向け、当該施設に関する条例を廃止するもの

でございます。 

 次に、２、施行期日でございますが、令和６

年４月１日としております。 

 最後に、３、その他でございますが、同施設

は、現在も河俣阿蘇神社の地域行事や河俣保育

園の資材置場として利用中の施設となっており

ますが、解体撤去後の新築の予定はありませ

ん。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２７号・八代市東陽町河俣集会所条例

の廃止については、原案のとおり決するに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後３時５６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５６分 本会） 

◎議案第２８号・八代市振興センター条例の一

部改正について 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第２８号・八代市振興センター条

例の一部改正についてを議題とし、説明を求め

ます。 

○泉支所地域振興課長（岩田 剛君） 皆さ

ん、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り）泉支所地域振興課の岩田でございます。よ

ろしくお願いいたします。恐れ入りますが着座

にて説明をさせていただきます。 

 それでは、泉支所移転に係る八代市振興セン

ター条例の一部改正について説明させていただ

きます。 

 議案書は５７ページをお願いします。 

 資料は、右肩に令和６年３月１８日、総務委
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員会、議案第２８号関係資料、泉支所地域振興

課と記載されたものにより、主な内容を説明さ

せていただきます。 

 さきの１２月定例会の所管事務調査では、建

設から５０年を経過し老朽化した泉支所の移転

について説明をさせていただきました。今回、

八代市振興センター条例の一部を改正する具体

的な内容としましては、泉支所の移転先である

振興センターいずみにおいて、移転に必要な改

修工事により供用を廃止する一部施設の使用料

の規定の削除を行うものでございます。 

 詳細につきましては、配付してございます八

代市振興センター条例新旧対照表、別表第２

（第１１条、第１５条関係）に記載のとおり、

農林研修室から図書閲覧室までを削除するもの

でございます。 

 資料の最後のページを御覧ください。 

 振興センターいずみの平面図でございます

が、２階の黄色で着色している部分が泉支所執

務室として利用することとしており、条例にお

いて使用料の削除が必要となった部分でござい

ます。 

 そのほか、文言の読替えや備考において別表

２の時間外の欄の内容など分かりづらかった部

分の説明の追加などを行っております。 

 以上で説明を終わらせていただきます。御審

議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２８号・八代市振興センター条例の一

部改正については、原案のとおり決するに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後３時５９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時００分 本会） 

◎議案第２９号・八代市報酬及び費用弁償条例

の一部改正について 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第２９号・八代市報酬及び費用弁

償条例の一部改正についてを議題とし、説明を

求めます。 

○会計管理者兼会計課長（丸山尊司君） 皆

様、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り）会計課、丸山でございます。 

 議案第２９号・八代市報酬及び費用弁償条例

の一部改正について、失礼ですが着座にて説明

させていただきます。 

 議案書は６１ページでございます。 

 また、議案書と別に配付しております、右肩

に令和６年３月１８日、総務委員会、議案第２

９号会計課と記載されているものを使って説明

をさせていただきます。 

 まず、１、改正の趣旨でございますが、本市

の非常勤特別職の報酬及び費用弁償に関して、

必要な事項を定める本条例において、月額報酬

の支給日が毎月２５日と規定されているもの

を、本年１０月からの銀行間手数料有料化に係

る支出を抑制するため定例振込日を変更したこ

とに伴い、所要の改正を行うものでございま

す。 

 次に、２、改正の内容について御説明いたし

ます。 

 本条例第４条において、非常勤特別職の報酬

及び費用弁償の支給日は、月額報酬は毎月２５
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日と規定されており、これに基づき、本条例の

別表第１に月額報酬の定めがある、具体的に

は、議選監査委員、識見監査委員、選挙管理委

員会委員、公平委員会委員、農業委員会委員、

農地利用最適化推進委員、福祉事務所嘱託医、

以上の非常勤特別職の報酬は、毎月２５日の定

例振込日に口座振替を行っているところです

が、本年１月末から、定例振込日を毎月１０

日、２０日、月末に変更したことに伴い、月額

報酬は毎月２５日にを、月額報酬は毎月２０日

に改めるものでございます。 

 また併せて、その他不要となっている規定の

削除や文言の整理を行っております。 

 最後に、３、施行日でございますが、令和６

年４月１日としております。 

 以上で説明終わります。御審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２９号・八代市報酬及び費用弁償条例

の一部改正については、原案のとおり決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後４時０３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時０３分 本会） 

◎議案第４５号・八代市消防団員等公務災害補

償条例の一部改正について 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４５号・八代市消防団員等公務

災害補償条例の一部改正についてを議題とし、

説明を求めます。 

○理事兼危機管理課長（増田智郁君） 改めま

して、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者

あり）危機管理課、増田でございます。それで

は説明のほうを行わさせていただきます。説明

につきましては、失礼いたしまして着座にて行

わさせていただきます。 

 議案第４５号・八代市消防団員等公務災害補

償条例の一部改正につきまして、御説明いたし

ます。 

 タブレット内の議案書１ページを御覧くださ

い。 

 なお、説明につきましては、議案第４５号関

係資料を用いまして説明をさせていただきま

す。 

 まず、１、改正の趣旨でございますが、非常

勤消防団員等が公務上の災害を受けた場合に、

市町村等が非常勤消防団員等またはその遺族に

対し、その災害によって生じた損害を補償し、

併せて、被災団員の社会復帰の促進、遺族の援

護等を図るために必要な福祉事業として、公務

災害補償制度が設けられております。 

 このたび、非常勤消防団員等に係る損害補償

の基準を定める政令の一部が改正する政令の改

正により、非常勤消防団員等に係る損害補償の

基準が引上げ改定されるため、本市で定められ

ている関係条例についても改正が必要なもので

ございます。 

 ２番目の改正の内容といたしましては、さき

に申し上げました公務災害補償制度の中で、療

養補償及び介護補償を除く損害補償並びに福祉

事業のうち、休業援護金及び各種特別給付金の

算定の基礎となる補償基礎額におきまして、階

級が団長及び副団長で勤続年数が１０年未満の
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場合、１万２４４０円から１万２５００円に引

き上げ、１０年以上２０年未満の場合、１万３

３２０円から１万３３５０円に引き上げられて

おります。 

 続きまして、階級が分団長及び副分団長で勤

続年数が１０年未満の場合、１万６７０円から

１万８００円に引き上げ、１０年以上２０年未

満の場合、１万１５５０円から１万１６５０円

に引き上げ、２０年以上の場合、１万２４４０

円から１万２５００円に引き上げられておりま

す。 

 続いて、階級が部長・班長及び団員で勤続年

数が１０年未満の場合、８９００円から９１０

０円引き上げ、１０年以上２０年未満の場合、

９７９０円から９９５０円に引き上げ、２０年

以上の場合、１万６７０円から１万８００円に

引き上げられております。 

 また、消防作業従事者等に対する損害補償に

係る基礎額が８９００円から９１００円に引き

上げられております。 

 最後に、施行期日につきましては、令和６年

４月１日からの施行としております。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４５号・八代市消防団員等公務災害補

償条例の一部改正については、原案のとおり決

するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部は退室願います。 

（執行部 退席） 

                              

○委員長（中村和美君） 次に、本委員会に付

託となっている請願・陳情はありませんが、郵

送等にて届いております要望書等につきまし

て、タブレット端末にて御確認願います。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

しました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会いたします。 

（午後４時０８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時１８分 本会） 

◎所管事務調査 

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調査 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 執行部より、総合計画の策定推進等に関する

諸問題の調査に関連して２件、発言の申出があ

っておりますので、これを許します。 

                              

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

（第３次八代市男女共同参画計画について） 

○委員長（中村和美君） それでは、まず、第

３次八代市男女共同参画計画について説明願い

ます。 

○人権政策課長（人権啓発センター所長兼務）
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（坂井健治君） こんにちは。（｢こんにち

は」と呼ぶ者あり）人権政策課の坂井でござい

ます。 

 第３次八代市男女共同参画計画について、着

座にて説明させていただきます。 

 それでは早速説明に入りたいと思いますが、

配付された資料の簡単な説明を行います。右肩

に、令和６年３月１８日、総務委員会所管事務

調査、人権政策課と書いてある資料でございま

す。その資料の１ページから５ページまでは計

画の位置づけなどの説明資料、６ページから１

１ページは計画書の概要版、１２ページから１

１０ページは計画書となっております。 

 なお、この計画は、令和６年度から実施する

ものです。 

 それでは、１ページをお願いいたします。 

 まず、今回策定の第３次八代市男女共同参画

計画の位置づけについてですが、この計画は男

女共同参画社会基本法に基づき策定するもので

す。 

 ここで、少し飛びますが、１５ページをお願

いします。 

 計画策定の趣旨、１行目に男女共同参画社会

について記載しております。男女共同参画社会

とは、男女が社会の対等な構成員として、自ら

の意思によって社会のあらゆる分野における活

動に参画する機会が確保され、もって男女が均

等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を

享受することができ、かつ、共に責任を担うべ

き社会と定義されており、男女共同参画社会の

実現は、２１世紀のわが国社会を決定する最重

要課題と位置づけられております。 

 それでは、すいませんが、１ページにお戻り

ください。 

 １ページの２つ目のポツですけれども、現在

の計画であります第２次計画の計画期間が令和

５年度末に終了するため、新たな第３次計画を

令和６年度から実施していきます。計画を策定

するに当たっては、国や県の計画を勘案しなが

らも、八代市男女共同参画審議会に意見を求め

るとともに、市民アンケートやパブリックコメ

ントなどにより、市民の意見を広く伺いながら

進めてきたところです。このことについては、

次のページで説明させていただきます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 計画の策定体制ですけれども、図の左上に、

今、八代市男女共同参画審議会がございます。

この審議会は、男女共同参画に関する施策や計

画策定などに対して御意見をいただくために設

置しており、学識経験者などに委員をお願いし

ております。 

 その下に、市民アンケート、事業所アンケー

トなどと記載しておりますが、こちらは令和４

年度に実施したもので、市民アンケートについ

ては、３０００人を対象に実施し、約４５％の

回答、事業所アンケートについては、２００か

所を対象に実施し、約５７％の回答をいただい

ております。 

 また、市民ワークショップも令和４年度に実

施しており、市民の方１７人に参加していただ

き、様々な御意見をいただいたところです。 

 パブリックコメントについては、まず令和５

年２月に骨子の段階で行い、さらに令和５年１

２月に計画案の段階で行い、２度行っておりま

す。 

 次に、右側に行政の体制を記載しておりま

す。行政では、計画策定部会、幹事会、行政推

進委員会と３つの会議を設置し、それぞれの会

で案を作成し、審議会に提案して御意見をいた

だき修正を行うということを繰り返すという方

法で計画の策定作業を進めました。 

 それでは、３ページをお願いいたします。 

 こちらが今申し上げました計画の策定作業の

経緯でございます。いつ、何を協議したか時系

列の記載をしており、左が令和４年度の取組内

容、右側が令和５年度の取組内容になります。
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右側の令和５年度ですが、本日３月１８日に総

務委員会での報告、４月に公表、施行という形

で考えております。 

 それでは、４ページをお願いいたします。 

 こちらは今の計画であります、第２次計画の

成果でございます。 

 まず、成果１としまして、男は仕事、女は家

庭といった固定的性別役割分担意識の解消が進

んでいるということがございます。以前は、男

は仕事、女は家庭という考えに賛成しない方が

７１％でしたが、今回８ポイント以上増加し、

７９.５％と約８割の方が賛成しないという結

果になっております。 

 次に、成果２としまして、家族経営協定を結

んでいらっしゃる農家の数が増加しており、約

５年間で７６戸増加しました。また、女性の認

定農業者数も１１人増加しております。 

 成果３としましては、市内事業所における男

性の育児休業取得率について、前回は７.６％

でございましたが、今回約１８ポイントと大幅

に増加し、２５.５％となっています。 

 以上の３つについては成果であると捉えてお

ります。 

 それでは、５ページをお願いいたします。 

 こちらには課題を４つ挙げております。 

 まず課題の１でございますが、あらゆる分野

における女性の活躍の推進において、市の審議

会等への女性の登用率がなかなか進んでおら

ず、現在の登用率は２９.４％で、目標の４

０％に達しておりません。また、市内事業所の

女性管理職の割合が現在２１.７％で、目標の

３０％に達成しておりません。あらゆる分野に

おける女性の活躍推進については、以上が課題

となっております。 

 次に、課題の２でございますが、誰もが安心

して暮らせる社会づくりにおいて、デートＤＶ

という言葉の認知度について、こちらは若年層

の男女間における暴力のことですが、この言葉

の認知度は以前と比べて増加していますが、目

標には達しておらず、また、被害経験のある方

で誰にも相談しなかった方が依然として約６割

いらっしゃいます。これらのことは、誰もが安

心して暮らせる社会づくりの中で課題となって

おります。 

 次に、課題３でございます。右上になります

が、男女の地位の平等感について、平等と思う

方が減少しています。以前は平等と思う方が２

１.１％でしたが、今回は７.３ポイント減少

し、１３.８％の方が平等と回答しており、不

平等感が増しています。これは、様々な学習の

機会に触れることで、不平等に気づく方が増え

た結果であると捉えることもできますが、不平

等な環境については改善を進めていく必要があ

ると考えております。 

 最後に、課題４でございますが、こちらは市

の取組の推進についてでございます。市の管理

職員に占める女性の割合は、課長級以上が１

２.５％で目標の１５％に達しておらず、係長

級以上についても２５.８％と、目標の２７％

に達していない状況でございます。また、市職

員の年間平均超過勤務時間についても１３８.

７時間と、目標の８７.２時間を達成しており

ません。市の取組については、女性の登用やワ

ーク・ライフ・バランスの推進が課題となって

おります。 

 それでは、これらの課題を踏まえ、今回策定

の第３次計画の内容について、７ページをお願

いいたします。 

 ここからは、新たな第３次計画の概要版によ

り御説明いたします。 

 中段の計画の期間について、今までの第２次

計画は５年間でしたが、第３次計画では令和６

年度から令和１３年度までの８年間としており

ます。 

 理由については、ちょっと飛びますが、１６

ページの図をお願いいたします。 



 

－64－

 現在、社会の急速な変化に対応するために、

国や県の計画を速やかに市の計画に反映させた

いと考えております。そこで、上の図になりま

すが、現在の国・県計画第５次と書いてある計

画が令和７年度に終了し、新たな国・県計画第

６次と書いてある計画が令和８年度から始まり

ます。 

 本来であれば、令和８年度に市の計画を策定

すると、国や県の計画を迅速に反映できるので

すけれども、そうなると、計画期間が令和６年

度から令和８年度と３年間となり、あまりにも

短いため、その年度を中間見直しの年度とし、

次の次の国・県計画第７次と書いてある計画を

基に、令和１３年度に次期計画を策定すること

により調整を図ることとしたため、計画期間が

８年となりました。 

 それでは、再び７ページをお願いいたしま

す。 

 下の図には、将来像（基本理念）でありま

す、すべてのひとが認め合い、支え合い、輝

く、しあわせあふれる持続可能なまちやつしろ

を記載しており、市民、事業所、行政、市民団

体が一緒になって計画を推進することを示して

おります。 

 次に、基本目標でございますが、基本目標は

４つございます。こちらは、基本的に、国や県

の施策と同じですが、表現は若干異なります。

第２次計画からの変更点ですが、基本目標３の

意識づくりについては、今までの第２次計画で

は基本目標１に位置づけ、まず意識を変えてか

ら社会を変えるという考えで取組を進めてまい

りましたが、今回の第３次計画では、国や県に

合わせ、まず社会づくりを進め、それに意識が

ついてくるという位置づけに変更しました。 

 それでは、８ページをお願いいたします。 

 まず、基本目標１については、あらゆる分野

へ女性の参画が広がる社会づくりということ

で、具体的に施策を５つ挙げております。基本

的には第２次計画と同じような内容でございま

すが、施策３については、第２次計画では農林

水産業における男女共同参画の推進として家族

経営の課題について位置づけていたものを、第

３次計画では、家族経営は農林水産業だけでは

なく商工業でも課題となることから、商工業な

ど自営業を追加したところでございます。 

 次に、基本目標２についてですが、安全で安

心して暮らせる社会づくりということで、変更

点は施策４の箇所になっております。第２次計

画では防災分野を中心に男女共同参画の取組を

進めてまいりましたが、坂本町が被災し、現在

復興が進められておりますけれども、復興の段

階にも男女共同参画の視点を取り入れることは

重要でございますので、防災・復興という文言

を入れております。 

 それでは、９ページをお願いいたします。 

 基本目標３でございますが、男女共同参画社

会実現に向けた意識づくりということで、変更

したところは、先ほど御説明いたしましたとお

り、第２次計画では基本目標１としておりまし

たが、国や県の計画に合わせて基本目標３に変

更しております。 

 次に、基本目標４でございますが、推進体制

づくりについては市の取組を推進していく内容

となっており、特に大きく変わったところはご

ざいません。その下の成果目標でございます

が、それぞれの基本目標ごとに数値目標を設定

することで、取組の達成状況を分かりやすく示

すものです。具体的には、審議会等への女性の

登用率や男女の地位の平等感について、平等と

思う人の割合、男は仕事、女は家庭など性別で

役割を固定する考え方に賛成しない人の割合な

どがございます。 

 それでは、１０ページをお願いいたします。 

 こちらは施策の体系でございますが、８ペー

ジ、９ページで御説明いたしました内容を図で

示したものになります。左側から、基本目標、
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基本的施策、施策の内容の順番で記載してお

り、右側に行くにつれて施策の具体的な内容を

示すものになっております。 

 それでは、１１ページをお願いいたします。 

 上段は、男女共同参画の実現には市民の皆さ

ん一人一人の協力や取組が大変重要でございま

すので、市民の皆さんに取り組んでいただく内

容について分かりやすく示したものでございま

す。下段は、持続可能な開発目標であるＳＤＧ

ｓのアイコンを掲載しており、本計画の推進が

ＳＤＧｓの達成に寄与するものであることを示

しております。 

 以上で第３次八代市男女共同参画計画につい

ての説明といたします。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（中村和美君） 本件について何か質

疑、意見等はありませんか。 

○委員（山本敬晃君） パブリックコメントを

何か２回実施されたということだったですけど

も、どのぐらいあったかちょっと教えてくださ

い。 

○人権政策課長（人権啓発センター所長兼務）

（坂井健治君） パブリックコメントについて

ですけれども、素案の段階についても、その前

の骨子の段階についても件数ゼロ件で、質問の

ほうございませんでした。 

○委員（山本敬晃君） 別件で、本市はです

ね、管理職員ですね、その女性の占める割合っ

ていうのを目標値を設定されていますけども、

それに向けての具体的な取組というのはどうい

ったことを考えてらっしゃいますか。 

○人権政策課長補佐（松岡長武君） 具体的に

はですね、７１ページを御覧いただけますでし

ょうか。市役所内の推進体制の強化というふう

に書いてありますが、こういったところではで

すね、女性職員がリーダーシップを発揮できる

機会を増やすとか、女性活躍のですね――能力

を活用を図るために研修を増やす、こういった

取組を行いながらですね、女性の意欲を向上し

て、そういった役職等々のですね、職員を増や

していくというようなふうに考えているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○委員（山本敬晃君） 機会を増やす、いろん

な機会があると思うんですけど、その研修――

女性職員限定の研修をされるっていうことです

か。 

○人権政策課長補佐（松岡長武君） そうです

ね、今のところ、申し訳ございません、詳し

く、じゃあ何をするのかというのがですね、具

体的にこちらで今お話できる取組というのが出

てきませんけども、この取組――女性に対する

研修を人事課のほうで基本的にこういった研修

っていうのは行われますので、女性を中心にし

たですね、そういった取組を行っていただける

ものであるというふうに考えております。 

○委員（山本敬晃君） それ、人事課さんはそ

ういうふうにおっしゃっているということでよ

ろしいですか。女性を中心とした研修をされる

という。人事課さんがおっしゃっている。 

○人権政策課長補佐（松岡長武君） 今です

ね、ちょっと７１ページを見ていただきました

けども、この右側に担当部署というのが書いて

あるかと思います。ここの担当部署の中の左側

には取組内容というところで書いてありまし

て、これは各担当部署からですね、こういった

ことをやりますというふうに上がってきた内容

でございますので、やはりこれを読み取ると、

するというふうに、そういった女性管理職を拡

大できるようなですね、研修等を行っていきま

すというふうに読み取っているところでござい

ます。 

○委員（山本敬晃君） 具体的なことは人事課

さんに聞かんと分からんちゅうことでよろしい

ですか。 

○人権政策課長補佐（松岡長武君） 具体的な
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取組内容としてはやはり担当部署がいろいろ男

女の取組に関しましては各担当部署部署に分か

れておりますので、全部その人権政策課がする

のではなくて、今、人事課という形で言いまし

たけども、いろんな担当部署のところでです

ね、こども未来課であったりとか、高齢者支援

課であったりとか、そういったところでそれぞ

れの取組を行うというふうになっているところ

でございます。 

○委員（山本敬晃君） 今、人事課さんに答弁

というのは求められないんですかね。人事課さ

んが担当ということであれば、できない。（委

員野﨑伸也君「まだ発表してないけん無理だ

ろ。まだ庁舎まで回ってないでしょう。今でき

たけん」と呼ぶ）今から……。 

○人権政策課長補佐（松岡長武君） この計画

するに当たってはですね、各課と協議した上で

ですね、この取組内容というのはつくっており

ますので、もちろん我々、人権政策課でつくっ

た取組内容ではなくて、人権政策課と各担当部

署でつくった内容でございますので、詳細につ

きましては、申し訳ございません、そういう各

担当で対応するという形になります。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で、

第３次八代市男女共同参画計画についてを終了

いたします。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後４時３９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時４０分 本会） 

・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調査 

（八代市金剛コミュニティセンター建替基本計

画について） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、八代市金剛コミュニティセンター建替

基本計画について説明願います。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） 皆さん、こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）市民活動政策

課の長舩でございます。八代市金剛コミュニテ

ィセンター建替基本計画について御報告を申し

上げます。失礼ですが着座にて御説明いたしま

す。 

 このたび、八代市金剛コミュニティセンター

の建て替えにおける基本計画の策定が完了しま

したことから御報告を申し上げます。 

 資料は概要版と本編がございますが、説明は

概要版を使用して行います。 

 まず、１、はじめにですが、本業務は、金剛

コミュニティセンターの建替工事を行うに当た

り、地域活動の拠点としての施設整備を図ると

ともに、災害時避難所としての防災機能強化に

向けた機能充実のための整備を行うことを目的

としており、主要道からのアクセス状況、建替

用地の選定や工法、施設の機能及び最大浸水想

定等の条件を考慮した上で整備計画を策定いた

しました。 

 ２、前提条件の整理についてですが、現施設

の現状でございます。築年数が４４年、敷地面

積１８０２.４５平方メートル、延べ床面積７

６５.１４平方メートル、駐車台数は２０台、

主な機能で、１階に事務室等、２階に研修室な

どでございます。 

 本市の公共施設個別施設計画において、施設

全体の老朽化が進んでおり、浸水想定４.２メ

ートルの区域にあることから、建て替えの方向

性が示されました。 

 課題としまして、金剛コミュニティセンター

は、施設全体の老朽化が進んでいる、エレベー

ターが設置されておらず、トイレが一部洋式化

されていない、避難所として位置づけられてい

ることからバリアフリー面を含めた防災機能の

強化が必要である、さらに、敷地が変形地とい

うこともあり駐車スペースがせまく、災害時等
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の防災拠点としての機能を有していないなどが

ございます。 

 そこで、３、施設規模・整備計画の検討につ

いてですが、まず基本方針について、八代市公

共施設個別施設計画等の上位計画、金剛コミュ

ニティセンターの現状や課題、住民意見等を踏

まえ、以下のように設定いたしました。 

 まず１つ目に、災害に強いまちづくりの推

進、２つ目が、だれもが快適に利用できる施設

整備、３つ目が、多種多様な地域コミュニティ

活動の交流拠点、４つ目が、再生可能エネルギ

ーの導入といたしております。 

 施設規模としましては、必要となる機能を満

たすため、住民の意見や現施設及び近年整備し

た他のコミュニティセンターの規模を考慮し、

以下のとおり設定いたしました。 

 なお、諸室の床面積や全体規模等について

は、各種設計時において詳細を検討し、必要に

応じて変更いたします。 

 階層は平屋建て、駐車台数は４０台、主な機

能は事務室約５０平方メートルなどで、延べ面

積は７５０平方メートル以下を想定いたしてお

ります。 

 次に、４、整備予定地についてですが、候補

地について、現在地及び近隣市有地または民有

地を含め比較検討した結果、最も評価の高いＪ

Ａ金剛支所跡地を新しい金剛コミュニティセン

ターの整備予定地といたします。 

 整備予定地を地図と写真でお示しいたしてお

ります。当地は、金剛校区の中心に位置し、校

区全体から利用しやすく、想定駐車台数を確保

できる敷地面積、敷地形状を有しております。 

 なお、整備予定地は洪水による浸水の懸念が

あることから、想定浸水高を十分考慮し、地盤

のかさ上げや階高設定等、災害発生時において

安全性の高い施設となるよう検討を行います。

また、整備予定地に関しては、施設規模を考慮

して、約２５００平方メートル程度の用地取得

を想定して整備検討を行います。 

 次に、５、事業手法についてですが、事業手

法としては、事業の進捗が最も早く、事務負担

が少なく、かつ確実に竣工させることが可能な

設計と施工を個別に発注する従来方式といたし

ます。 

 次に、６、事業計画についてですが、整備ス

ケジュールは以下の工程計画とし、令和６年度

に、まず整備予定地の不動産鑑定や用地測量、

建物調査を行い、補正予算で基本・実施設計の

策定、用地買収等を提案いたしまして、令和７

年度中に工事着手し、順次建設工事を行ってい

く予定でございます。 

 また、概算建設費につきましては、建設工事

で５億４００万円、盛土工事で５００万円、外

構工事で２１００万円、既存解体工事で３４０

０万円としております。これは市内他事例の実

績値を基に、あくまでも現時点で、平方メート

ル単価税込み約６１万円で、総額５億６４００

万円程度と見込んでおります。なお、用地取得

費、移転補償費、設計費は含んでおりません。 

 なお、財源としましては、緊急防災・減災事

業債の活用や、その他、国・県補助金の活用を

検討し、総合的な観点から本市にとって有利な

財源を選択することといたします。 

 また、今後、設計を進める中で、建設コスト

の低減をはじめ、ランニングコスト、環境負荷

の低減、修繕費・保全費の低減に配慮し、でき

る限りコストが抑えられるよう努めてまいりま

す。 

 最後に、７、整備イメージをお示しいたして

おります。これはイメージ図でありまして、決

定したものではありません。 

 以上で説明を終わります。どうぞよろしくお

願いいたします。 

○委員長（中村和美君） 本件について何か質

疑、御意見はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（中村和美君） 以上で、八代市金剛

コミュニティセンター建替基本計画についてを

終了します。 

 執行部は退室願います。 

（執行部 退席） 

○委員長（中村和美君） そのほかに、当委員

会の所管事務調査について何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で、所管事務調

査２件についてを終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申出をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。これをもって総務委員会を散会いたし

ます。 

（午後４時４９分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和６年３月１８日 

総務委員会 

委 員 長 
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